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Ⅰ 研究の全体構想

1 研究背景

平成12年末に r健やか親子21｣が策定され､その主要課題として子どもの心の安

らかな発達の促進と育児不安の軽減について盛 り込まれている｡.さらに平成17年4月

より､看護職が市町村において児童虐待支援を行 うことが児童福祉法改正により盛 り

込まれている｡看護職が育児支援に果たす役割がますます高まっている中で､厚生白

書によると､子どもとの接触経験や育児経験は不足し､地域の人々とのつきあいも減

っており､ 育児の手本がほしい､子どもといるといらいらする母親が増えているとさ

れているこさらに､出産後母親の気分の障害が発生しやすいことや､父親の家事育児

に対する協力などが諸外国に比べ低い中にあって､母親が孤立する傾向は生じやすい｡

こうした現況にあって､児童虐待に陥る状況も生まれている｡片親による育児､不

安定な収入､夫の暴力など様々な問題を抱えつつ育児しなければならない親の心理､

普通に育児している母親の心理など解明されていない課題がある｡

そこで母親が育児幸福感を感 じる場面を明らかにし､母親の育児幸福感を高めるた

めの工夫と効果について明らかにする｡また､育児幸福感の尺度を開発し､母親の育

児支援の一方法として､育児幸福感を高めるためのプログラムを検討することは､重

要な意義があるといえる｡

全国の児童相談所で処理した児童虐待相談は年々増加の一途をたどり､特に実母に

よる我が子に対する虐待が全体の6割と圧倒的に多く､経年的にも増えている｡育児

に対する母親の心理的な負担は注目されており､その負担を軽減するための対処法を

検討するとともに､育児幸福感を高める援助を開発し双方向からの支援を進めていく

ことが重要と考える｡

母親の育児幸福感を高めるための援助は､育児している母親の多くが望んでいるも

のであり､このことは､将来子育てを行うであろう子どもの親になる準備としても大

切である｡育児ス トレスなど育児に対するネガティブな側面が協調されている昨今､

母親のポジィティブな感情に着目していくことは､少子化の折､子育てに取り組もう

とする世代や次世代-の良い意味での警鐘となろう｡

2 研究 目的

大日向､筆者らの研究によると､育児をつらいまたは子どもをかわいいと思えない

について､50-60%もの母親が感 じており､そのうち子どもにきつい口調で当たるもの

が70-80%を占めているとある｡ごく普通に育児している母親が育児のつらさを子ども

にぶつけていた｡もっとも身近な存在としての子どもは母親のス トレス発散の対象と

なりがちであるという実態が浮き彫 りにされている｡ しかし､その心理のプロセスや

その背景にある事柄についての研究は見あたらない｡

また､育児幸福感を高める援助についての研究も少ない｡幸福感についての研究は

老年期にある対象に行われているが､育児の幸福感をより高める援助については､対

処についての研究が進む中で少ないと言える｡

筆者による先行研究では､育児ス トレスの関連要因として育児幸福感との関連性が
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パス解析によって明らかにされている｡育児幸福感の高い母親は育児ス トレスも高い､

すなわち一人の母親の中に幸福感とストレスは共存しうるものであり､育児の大変さ

やス トレスを乗り越えていくことの中で幸福感も高められていくこともあるのではな

い申､と考えられた｡しかし､幸福感については､研究の中では幸福感を感じる頻度とヽ
して扱っており､尺度を用いることによる再検証が課題となっている0

本研究は､育児幸福感を感じるときの状況やその背景にあるものを明らかにしていく

ことが課題である.育児幸福感を感じる場面について明らかにすると共に､母親の育児幸描

感を高める工夫と困難､さらにその効果に着日する｡また､育児幸福感の尺度開発を行い育児

幸観盛を明らかにする｡さらに育児幸福感を高める介入プログラムを検討して開発しその検証

を試みる｡本研究では､母親の育児幸福感を高めることにより､母親が育児を楽しく喜びに渦

ちたものとするための支援をめざし検計するものである｡

3 研究実施計画

<科研費獲得前の予備的研究>

平成 16年度 母親の育児幸福感の実態

対象者 静岡県 188人

自由記述式質問紙

<科研費獲得による研究>

平成 17年度 母親の育児幸福感一尺度の開発と妥当性の検討

対象者 静岡県 長野県 山梨県 1420人

先行研究で得られた結果を基に質問項目を精選する｡

評価基準尺度を用いた質問耕調査法

平成 18年度 母親の育児幸福感を高めるための工夫と困難

対象者 長野県 26人 (在日外国人 3人を除く)

半構成式質問紙によるインタビュー調査法

平成19年度 母親の育児幸福感を高めるプログラムの開発と評価

対象者 長野県 14人 (プレテス ト'8人､本調査 14人)

プログラムを開発､実施しその評価を心理的､生理学的指壬刑こ.1:ろ拘引

4 倫理的配慮

本研究については平成 17年度長野県看護大学倫理委員会の承認を得た (j郎#沸け

#19)0

1)研究対象者-の身体的､心理的､社会的なリスク

(1)インタビューによる調査

インタビューに応じるための時間的な制約が生じる｡つらい気持ちをIT･LlH.'.ぷ
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つけてしまうときの母親の思いを聞くため､心理的な負担を与えうると考える｡そ

のため､研究-の協力は自由参加とし､要望があれば途中でも中止できることを伝

え､心理的な負担の軽減に努める｡プライバシーの保護と匿名性の確保に留意する｡

(2)質問続による調査

質問紙に答えるための時間的な制約が生じる｡質問耗調査はプライバシーの保護と

匿名性の確保に留意する｡また､研究への協力は自由参加とする｡

2)研究によって得られる利益とその利益を受ける人

(1)インタビューに協力した母親は､つらい気持ちを子供にぶつける自分と､その

後の気持ちの変化や育児幸福感を感じる自分について振り返る機会となる｡イン

タビューを通して自分の子育てに対する態度や子どもに対する気持ちについて知

ることにつながる｡また､インタビュー者から育児に対する具体的な対処の情報

を得る機会ともなる｡

(2)質問米調査により､日々育児幸福感を感じる場面や状況について､振り返る機

会となる｡

3)研究実施に際して研究者などが研究対象者から許可を得るために使用するインフ

ォ｣ムドコンセントの書面

(1)母親の対象の選定に当たっては､担当の者が､本研究の参加に当たって子育て

に悪い影響を与えないものと認めたものとする｡･

(2)研究対象者に対して､文書にて研究の主旨､目的､方法の説明を行い､承諾を

得る｡

(3)研究参加-の同意は､個人の意思によるもので決して強要されないことを保証

する｡

(4)一度同意しても､研究途中で中止を申し出ることが可能なことを保証する｡

(5)プライバシーの保護､-研究不参加による不利益が生じないことを保証する｡

(6)インタビューにおいては､語りたいこと､語っても良いことのみを語り､語り

たくないことは語らなくても良いという対象者の権利を保証する｡

(7)対象者に承諾を得た後､インタビューの内容をテープに録音するが､研究終了

時には録音内容を消去破棄する｡

(8)インタビューについては､母親の可能な時間帯を配慮し､場所についてもゆっ

くりと話の出来るよう設定する｡

(9)研究に関する疑問 ･質問にはいっでも回答する｡

(10)研究結果は､まとめ論文として公表するが､個人名が特定されないようにする｡
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Ⅱ 母親の育児幸福感の実態

A studyontherealityofChildcarehappinessinmothers

l 要約

本研究は育児によってもたらされる幸福感を高めるような支援を検肘するためにそ

の実態を明らかにした｡LaZm の理論より育児している母親の骨定的な偶勅を r'fT児

幸福感｣とし､育児幸福感を感じる際の事情から､その実態を明らかにした｡3根以下

の子どもを育児している母親に調査用紙を配布し､育児中に安心､希望､愛榊､滞び､

感謝､同情､誇りをどの程度感じているか 5段階評価をした｡さらに､それぞれの情

動を感じる育児事情に-jいて自由記述を求めた｡

調査用紙は 188名に配布し101名から回収された｡結果として母親が育児中に感じ

る肯定的情動の中心は､愛情､喜び､感謝であり､希望､安心と続き､誇 り､同I削ま

少なかった｡育児幸福感の事情は14項目に分類され､主として r子どもの成長 ･苑

達 ･健康｣及び ｢子どものしぐさ｣などの子ども中心の構成であり､その他として ｢周

囲の援助 ･声かけ ･つながり｣であった｡育児幸福感を高めるような育児支損として

は､①育児する中で喜びや愛情を感じた時の子どもの様子について語れる場を松帆す

ること､②母親が他者と良好な関係であるという認知を促すこと､③子どもの成良に

関する肯定的なフィー ドバックにより母親の努力や能力が認められること､◎和純が

育児協力を周囲に求められるように援助すること､⑤カウンセリング技術に.kる付純

の肯定的な自己認識を促すことなどが考えられた｡

2 は じめに

母親にとって子どもを育てることは､人間性を豊かにし､生きる実感が沸くという

自己実現を達成する過程として意義深い行為である｡育児支援の研究は､rfT児ス トレ

スの対処の観点からは研究されているが､育児の楽しみや喜びなどの育児丁潮稲城lL･苅

めるという視点からの研究は少ない｡育児をとりまく状況が厳しくなりつつある現代､

育児ス トレス~を回避するような支援とともに､育児よってもたらされる碑相成を･Jqめ

るような支援が重要な課題である｡

Argylel)は幸福について r情緒的側面と､認知的 ･熟慮的側面に大別でき別 とし

ている｡育児ス トレスの研究2)では Laz町uSのス トレス理論3)～6)を用い､ス トレス

を幅広い否定的な情動として捉え､母親の否定的な情動に焦点を当てた｡LnmnIt巾Iは

情動には肯定的な内容の情動と否定的な内容の情動があるとしており､*研兜でtjJT

児中に感 じる肯定的な情動を ｢育児幸福感｣として捉え､育児幸福感の1(触lL･f那 Iか

にし､育児中に楽しみや喜びなどの幸福感を感 じることができるような文1創こついて

検討することを目的とした｡

3 研究方法

1)調査対象

3歳以下の乳幼児を育児している母親 li8名
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2)調査方法

(1)調査施設 A市B保健福祉センター

(2)調査期間 平成 16年 7月～名月

(3)調査方法

保健センター長に研究目的 ･研究方法などを説明し､事前に承諾を得て､ ｢3歳児

健診｣､ ｢1歳6ケ月児健診｣､ ｢9ケ月育児相談｣に来所した母親に､研究目的 ･

方法 ･'研究の意義 ･守秘義務 ･研究-の協力及び協力拒否が可能であることを説明し

信を依頼した｡

3)調査内容

(1)母親の属性

母親の年齢､子どもの年齢､子どもの数､職業の有無､職業の形態 (フルタイム ･

パー ト･内職 ･自営)､家族構成 (核家族､複合家族)

(2)育児中に感じる肯定的な情動の強さと情動を感じる際の事情

育児幸福感を育児中に感じる肯定的な情動と定義した｡また､肯定的な情動は(D安

心､②希望､③愛情､④喜び､(9感謝､⑥同情､⑦誇りの 7項目とした｡そこで､育

児中に感じる肯定的な情動の強さ (いつもある ･ある･わからない ･たまにある ･全

くない)と情動を感じる際の事情についての自由記述とした｡

4)分析方法

情動の強さでは､ ｢全くない｣を l点､ ｢たまにある｣を2点､ ｢ある程度ある｣

を3点､ ｢いつもある｣を4点､ ｢わからない｣及び無回答 ･重複回答などの無効回

答を0点とした｡

自由記述の内容の分析については､一つの文脈に複数の内容が記載されている場合

は､それぞれ別の内容として 1件とした｡内容の分析は研究者2名が全ての項目につ

いて協議し､結果として一致のみられたものを項目別に整理･分類･命名した｡

4 結果

1)調査用紙の回収率

188名に配布し､回収は 101名､有効回答は101名､回収率は53.7%であった｡ただ

し､対象の属性である年齢については9名が無回答であった｡

2)対象の属性

対象者の年齢は､平均値は3!･1歳 (最小値は21･最大値は47)･SDは4･2であっ
た｡子どもの数の平均値は 1.7人 (最小値は1､最大値は4)であり､SDは 1.6であ

った｡
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職業の有無は､有職22人 (22.2%)､無職77人 (77.8%)であり､rlT職廿の械溺形

態は､有職者22人中常勤8人 (36.4%)､パー ト9人 (40.9%)､内職I人 (･1.5%)､

自営4人 (18.2%)であり､パー トが最も多かった｡

家族構成では､核家族76人 (77.6%)､拡大家族22人 (22.4%)であった0

3)育児幸福感について

(1)育児中に感じる肯定情動の強さ

情動7項目の強さの合計平均値は16.5(最小値は3､最大値は27)､SDは5.7であっ

た｡情動の項目別の強さでは平均値が､安心は2.1(SDは1.1)､希三割ま2.3(SDf･.tl.

2)､愛情は3.5(SDは0'.7)､喜びは3.3(SDは0.5)､感謝は3.I(SDは1.6)､同

情は 1,1(SDは1.1)､感謝は 1.7(SDは1.2)で､最高値は愛情の3.5で､舟小仙:i

同情の1.1であった｡全項目の平均値は2.4で､SDは0.iであった｡

(2)育児幸福感を感じる際の事情別情動数と内容

母親の感じる情動別事倍数は計798件であり､そのうち喜びが207件 (26.0%)､発

情が 184件 (23.1%)､感謝が 160件 (20.1%)､安心が 75件 (9.3%)､締りが 66

件 (i.3%)､希望が63件 (7.8%)､同情が43件 (5.4%)､平均 114件であった (tR

1)0

表1育児幸福感を感じる際の情動別事情数

No 事情 . 情動項目
喜び 愛情 感謝 安心 誇り 希望 同竹

l 子どもの成長.発達.健康 ■91 ･ 6 20 22 - 5 28 0
2 子どものしぐさ 36 47 0 9 4 ー2 0
3 8 9 55 3 2 0 0
4 子どもの存在 ■ 5 i 36 13 4 4 0
5 子どもの任しさ.愛情 15 16 ll し4 7 2 0
6 21 22 2 5 0 0 0

7 妊娠.出産.育児の桂浜 4 ,0 4 0 37 0 0
8 物事-の共感 0 -0 0 0 0 0 13

9 子どもに必要とされる 5 29 0 6 0 0 0
lO 家庭円満.日常生活 19 10 4 3 1 0 0
ll 自然に感じる 3 33 2 0 0 0 0
12 自分の生き方.成長 0 1 25 0 6 2 0
13 子ども.自分.家族の将来 0 0 0 0 0 23 0
14 心身の余裕 5 1 1 6 1 0 0

合計件数 (%) 207(26.0)184(23.1)160(20.1) 75(9.3) 66(8.3) 63(7.8) 43(5.4)

また､自由記述の内容を整理し､育児幸福感を感じる際の事情を14項目に分別した.

育児幸福感を感じる際の事情は ｢子どもの成長｣が 172件 (21.6%)で最も多く､次い
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で ｢子どものしぐさ｣が98件 (12.3%)であり､以下 r周囲の援助 ･声かけ･つなが

り｣が77件 (9.6%)､ r子どもの存在｣が70件 (8.8%)､ r子どもの優しさて愛情｣

が55件 (6.9%)､ ｢子どもとのコミュニケーション｣が50件 (6.3%)､ ｢妊娠 ･出

産 ･育児の経験｣が45件 (5.6%)､ ｢物事-の共感｣が43件 (5.4%)､ ｢子ども

に必要とされる｣が49件 (5.0%)と､ここまでが事情別平均件数 39.9件を上回って

いた｡平均件数以下では ｢家庭円満 ･日常生活｣が39件 (4.9%)､ ｢自然に感じる｣

が38件 (4.8%)､ r自分の生き方 ･成長｣が34件 (4.3%)､ r子ども･自分･家族の

将来｣が23件 (2.9%)､心身の余裕14件 (1.8%)であった｡

表2 育児幸福感を感じる際の事情別内容とその頼度

NO 事件 内容(頻度順) 合計件歎(%)

l .子どもの成長.発達.健康 t件.心の)成放､(珂神の)博康､できることが増える.咋E]できなかったことが今E]できる､ 172(21.6)

2 子どものしぐさ 笑顔､頓顔､しぐさ､首ぷ賓､表情､頑弓艮つている.挨拶できる､こはんをおいしそうに食 98(12.3)る､子どもどうし選んでいる.無心に遊んでいる.笑う,挑戦と失敗､楽しそう.一生懸命､SEー
行動､母親の絵を描く

3 周囲の援助.声かけ.つながり 夫の協力､子どもの協力､拘也の協力､実父母の協力､家族の協力､義父母の協力､周が子どもを可愛がる､周田の人に子どもがはめられる､子どもを通した人とのつながり､マ 77(9.6)
友達が出来る､ママ友達に悩みを励まされる.他人に声をかけられる､友達に大切にされる

4 子どもの存在 生まれてきてくれたこと､自分の子とbである､子どもを授かったこと.血のつながり.子どもカ 70(8.8)
もたらした幸せ.子どもがいるから頑群れる.家族がいる.おなかの中で育ち痛みに耐えて
んだ子ども.自分や夫と似ている､嫌なことがあつても子どもに焦される.元気をくれる

5 一 子どもの任しさ.愛情 徒しさ､素直さ､lママ(一番川手きJと言う､よい子に育っている､莞Tr,心出してくれる､超 55(6.9)で手伝う,感謝される､rおかえりJと言う､命 を大切にしている

6 子どもとのコミュニケ-シ盲ン -紺にいるとき､砧ができる､子どbが抱 きつ いてくる､抱きしめたとき､.-精に遊んでいるき コモ -ケ-シ勺ンが放れる 気持ちを分か ちA~子どもと接すスとき rOOできた( 50(6.3)
､ ニヽ1- 円フ､ つ ､た)Jと報告されたとき.チユーしたとき.心 のつながり､ありのままの付き合い

7 妊娠.出産.育児の荘牧 自分の育児.(母乳)授乳時 .(2児.3児 の)母 であること､子育てで生きる実城がわく.観で 45(5.6)る､1男1女を産めた､自然 分 娩 ,母乳育児 ､楽 しんで 育児 している､頭韻つて育児している.
夫婦協力して育児している､思 った通りに行 かない育児 を達成したと普

8 )物事-の共感 虐待のニュース､育児ストレスの ニュース､子 どもに関わる悲 しいニュース､ママ仲間の悩み､ 43(5.4)

育児の悩み,子 どもの成 長の 悩 み.子 どもの嫌 な体 政 ､子 どもの失敗､子どものしたい事カ
思い通りにいかない様子 .夫 の 叱りす ぎ.子 どもが比 べ られている様子.産複うつの人.育l
疲れで子どもに当たってしまう人､子どもを愛 せ ない人 ､双 子 のママ,障育児とその家康､
攻.病気の子どもとその家 族 ､ぐずっている子 どもとその 母親 ､上 の子を十分にかまってあ
られない､兄弟喧嘩 しているとき､戦争 .岸 民キャンプ の子 ども.一 人っ子､流産した人.千
もがはしいのにいない人

9 ･子どもに必要とされる (他の推よu 必要とされる.頼 られる､泣 いて母 を求 める､甘 えられる､lママ｣と言う.後を~ 40(5.0)われる､慕われる､遠 くからでもrママ)と見つ ける､愛 をほしがる､上の子-のやきもち､保
園に迎えに行くと嬉しそう

･!0 家庭円浦.日常生活 姉妹で助け合う､天.祖父母と子どもが兼 しそう.日々 の 生 活 ､家族の挿､夫の子どもへ愛､些細なこと､隈やかな時臥 目まぐるしい 日々 .家 族 - 掛 こいられる､子どもに囲まれ 39(4.9)いる.家族の耳ぶ姿､家族の笑顔 ､家 族 からの倍 臥 喧 嘩 してもうまくやれる､夫の自分-
愛､夫と按するとき.四季を感じろ

ll 自然に感じる いつもある､何bかも.愛がなけれ rZ育児 はできな い .わ が子 を守りたい､叱るときも袋が 38(4.8)
る､今までにない愛.母性愛.見てい るだ けで､お 金で Ftえない宝物.育児に懸命な自分
振り返って､疲れたりイライラしていても子 どもを嫌 ったり憎んだりできない

12 自分の生き方.成長 実父母が育ててくれたこと.El分の成長.義両親が天を育ててくれたこと､実母が産んでく 34_(4.3)
たこと.自分の人生を考えられた､自分の心の変化､人を思いやれるようになった.自分-
親からの愛情.自分自身､自分の生き方.仕事に対する思い.頑張ってるねと言われる

13 子ども,自分 家ヽ族の将来 子どもの将来.未来､日分の特米.未来､将来.未来に対して.家族の将来 23(2.9)

14 心身の余裕 心に余裕があるとき､仕事を終えて家に掃って子どもの巌を見たとき､子ども.家族が蟻 ii(1.8)

事件別合計数 798

∫
育児幸福感を感じる際の事情の内容は表2より､ ｢子どもの成長｣として< (体 ･

心の)成長1 (精神の)健康､できることが増える､昨日できなかったことが今日で

きる､言葉が出る､元気に生まれた､何かやり遂げた､周りより優れている､その時

しか見られない成長が見られた､>であった｡次いで､ ｢子どものしぐさ｣として<
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笑顔､寝顔､しぐさ､喜ぶ姿､表情､頑張っている､挨拶できる､ごはんlL･山いしそ

うに食べる､子どもどうし遊んでいる､無心に遊んでいる､笑う､挑叫と火lLli､瀬し

そう､一生懸命､賢い行動､母親の絵を描く>であった｡上記の 2咋榊が#.仲の約 3

割を占め､かつ全体の件数に対する割合が10%を超えていた｡

次に､ ｢周囲の援助 ･声かけ ･つながり｣として<夫の協力､チビもの的ノ)､I.q糊

の協力､実母の協力､実父母の協力､家族の協力､義父母の協力､冊Llit払力に､周m

が子どもを可愛がる､父母の協力､周囲の人に､子どもがほめられる､･T･どもlL･消し

た人とのつながり､ママ友達が出来る､ママ友達に悩みを励まされる､独身の.Ali虫､

育児相談に､夫の家族に､他人に声をかけられる､友達に大切にされる>であった｡

次に､ ｢子どもの存在｣として<子どもの存在､生まれてきてくれたこと､lTl分の子

どもである､子どもそのもの､子どもを授かったこと､血のつながり､子どもがもた

らした幸せ､子どもがいるから頑張れる､家族がいる､おなかの中で育ち摘みに削え

て産んだ子ども､自分や夫と似ている､嫌なことがあっても子どもに癒される､元矢

をくれる>であった｡さらに､ ｢子どもの優しさ･愛情｣として<倭しさ､瀬耽さ､

｢ママ (一番)好き｣と言う､よい子に育っている､愛情､心配してくれる､籾んで

手伝う､感謝される､ rおかえり｣と言う､命を大切にしている>､ r子どもとのコ

ミュニケーション｣として<一緒にいるとき､話ができる､子どもが抱きついてくる､

抱きしめたとき､一緒に遊んでいるとき､コミュニケーションが取れる､朱印ちな分

かち合う､子どもと接するとき､ ｢○○できた (した)｣と報告されたとき､1･=L-

したとき､心のつながり､ありのままの付き合い>､ ｢妊娠 ･出産 ･-fT児の純的 Jと

して<妊娠･出産･育児の経験､自分の育児､ (母乳)授乳時､ (2児 ･3児の)肘Cあ

る､子育てで生きる実感がわく､親である､1男 1女を産めた､自然分娩､付孔珊児､

楽しんで育児している､頑張って育児している､夫婦協力して育児している､心った

通りに行かない育児を達成したとき?､ r物事-の共感｣として<虐綿のニ･･.-ス､

育児ストレ夫のニュtTス､子どもに関わる悲しいニュース､ママ仲間の悩み､m L'.の

悩み､子どもの成長の悩み､子どもの嫌な体験､子どもの失敗､子どものしたい-附 t′ー
思い通りにいかない様子､夫の叱りすぎ､子どもが比べられている様子､卿 亀うr)の

人､育児疲れで子どもに当たってしまう人､子どもを愛せない人､双子のマヤ､柑'tfF

児とその家族､怪我 ･病気の子どもとその家族､ぐずっている子どもとその和札 七

の子を十分にかまってあげられない､兄弟喧嘩しているとき､戦争 ･難民や･Yンr/め

子ども､流産した人､子どもがほしいのにいない人>､ r子どもに必要とさJI,るJ.I.･

して< (他の誰より)必要とされる､頼られる､泣いて母を求める､甘えられる､ (-.I

マ｣と言う､後を追われる､慕われる､遠くからでも ｢ママ｣と見つける､～.q{L･uL

がる､上の子-のやきもち､保育園に迎えに行くと嬉しそう>であった｡

数としては少なかったが､ ｢家庭円満 ･日常生活｣として<姉妹で助け合う､火 ･711
父母と子どもが楽しそう､日々 の生活､家族の粋､家族､夫の子ども-の･.Q.eQ的/̂'

こと､賑やかな時間､目まぐるしい日々､家族一緒にいられる､子どもにmt.いもでい

る､家族の喜ぶ姿､家族の笑顔､家族からの信頼､喧嘩してもうまくやれる.火のrl
分-の愛､夫と接するとき､四季を感じる>､ r自然に感じる｣として<いつIIある､

何もかも､自然に感じる､愛がなければ育児はできない､わが子を守りたい､PIP.る!.･
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きも愛がある､今までにない愛､母性愛､見ているだけで､お金で買えない宝物､育＼
児に懸命な自分を振り返って､疲れたりイライラしていても子どもを嫌ったり憎んだ

りできない>､ ｢自分の生き方 ･成長｣として<実父母が育ててくれたこと､自分の

成長､義両親が夫を育ててくれたこと､実母が産んでくれたこと､自分の人生を考え

られた､自分の心の変化､人を思いやれるようになった､自分-の親からの愛情､自

分自身､自分の生き方､仕事に対する思い､頑張っているねと言われる>､ ｢子ども･

自分･家族の将来｣として<子どもの将来 ･未来､自分の将来 ･未来､将来 ･未来に対 -

して､家族の将来>､ ｢心身の余裕｣として<心に余裕があるとき､仕事を終えて家

に帰って子どもの顔を見たとき､子ども･家族が寝静まっているとき､自分がイライ

ラしているときはうるさく思う>であり合計14事情となった｡

(3)育児幸福感を感じる事情別情動件数と項目間の関連

全ての情動反応を伴う育児幸福感を感じる事情はなかった｡最も多くの情動反応を

伴った育児幸福感を感じる事情は ｢子どもの成長｣､ ｢子どもの存在｣､ ｢子どもの

優しさ･愛情｣で､安心 ･希望 ･愛情 ･喜び ･感謝 ･誇りの 6情動を伴っていた｡次

に ｢子どものしぐさ｣で､安心 ･希望 ･愛情 ･喜び ･誇りの5情動を伴っており､ ｢周

囲の援助 ･声かけ ･つながり｣.､ ｢子どもとのコミュニケーション｣､.r家庭円満 ･

日常生活｣､ ｢心身の余裕｣も安心 ･愛情 ･喜び ･感謝 ･誇りの5情動を伴っていた｡

希望 ･愛情 ｢,感謝 ･誇りの 4情動を伴っていた ｢自分の生き方 ･成長｣であった｡項

目間の関連では､育児幸福感件数 79i件中 r子どもの成長 ･発達･健康｣と r子どもと

のコミュニケーション｣､ ｢妊娠･出産･育児の経験｣と ｢自分の生き方 ･成長｣で 12

件､ ｢子どものしぐさ｣と ｢心身の余裕｣で 10件の関連をもった記述が見られた (図

1)｡図1では事情間に双方向の実線の矢印で示している｡

｢物事-の共感｣については､同情以外の情動を伴わないとともに､他の事情との

関連はなかった｡

< > 事情間に閑適の記述あり

EI17F児幸特恵を感じる隙の事t*とその関連
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5 考察

1)育児に伴う情動反応

育児幸福感を情動的側面から捉えた場合､育児している母親がIN児巾に感じる桝i:
的な情動の中心となったのは､ ｢愛情｣､ ｢喜び｣､ r感謝｣であり､ついで r舟qU､

｢安心｣があげられ､ r誇り｣及び r同情｣は少なかった｡このことは r紳りJとい

う情動そのものの認知的な側面が影響していると考えられる｡ r誇りJlL･t-PうflTyl･'(-.･

福感の中で全体の82.2%を占めたのは r妊娠 ･出産 ･育児の経験Jであり､次いで 15.8

%と高かったのが ｢自分自身の生き方 ･成長｣であった｡これら2項口は､ r･7･ども

の成長｣や ｢子どものL_ぐさ｣年どとは異なり､過去に経験したことを)Jq瓜に呪IF.Ik

での時間や行動の経過を評価することによって得られる幸福感であり､ r評価するJ

という点において､ r誇り｣は情動であるが､それを感じるプロセスには註8知的な側

面が強い傾向にある｡また､ ｢評価｣の対象が自分自身であるということでは､rfTyl

幸福感を感じる際の主たる事情が子どもを中心に構成されていることから､育児中の

母親は子どもを中心に情動反応が起こっており､自分自身に意識を向かわせることが

少なくなることから､自分自身を評価する r誇り｣のような情動は感じにくいと巧え

られる｡また､ ｢同情｣という言葉が､ r哀れみ｣や r情け｣などの否定的な忍純を

持つことが影響していると考えられる｡Sympathyは r共感｣ ｢共鳴｣ rチモ肋 といっ

た肯定的な意味も多く､ r同情｣は､そのような意味合いが強いものであると:Jfえら

れる｡

また､情動を感じる強さは愛情､喜び､感謝､希望､安心､誇り､同約の朋で揃か

ったことから､情動を感じる強さと育児事情の件数が比例しないといえる｡71氾丁附打

は具体的な項目の方が例をあげやすく､件数も多くなりやすいが､その偶動引 IP･)冊

児事情の中で､抽象的な項目の占める割合が高くなると､具体的な例があげにくいた

め､件数が多くならなかったと考えられた｡

情動を大脳生理学の面から捉えた場合､情動中枢は視床下部にあることが明かにさ

れている7) 8)｡情動中枢としての機能を持っ視床下部は､育児と家族行動馴帖･41.'1勅
を作り出す部位であり､この機能により噛乳類は責任感や連帯感という概念lL･t､'tっ.1こ

うになった9).特に大脳新皮質は ｢理性脳Jであり､視床帯で作り出された付ll･t剤打

を利他行動や人間一般-の共感に拡大していく部位でもある｡また､この火脚印Jll符
による情動の調節は､大脳の左半球と右半球で調節に左右差が認められ､117.坤的上付
定的な感情の傾向が強く､右半球は否定的な感情の傾向が強いとともに､1,1勅の四竹

は右半球のほうが優位である7)｡このことは､人間の情動は通常否定的な嗣照lL･曳け

やすく､育児などストレスを感じやすい状況では肯定的な情動を感じにくく.･!･H講境

を感じることが困難な状態にあると考察される.しかし､本研究では愛榊や拝び･解

謝 ･安心 ･希望といった情動について高い頻度で認められており､ストレスや'Iri'J王:帆
感情と肯定的な情動が必ずしも反比例の関係にない｡肯定的な情動を強化するこ).･が

ス トレスや否定的情動の軽減に繋がるかについては今後の課題であるが､11T'JLf的/.:捕
動の中枢である視床下部が動機付け行動の起こりやすい部位であることから､け'/打的
な情動を強化することで育児に対する積極性を促すことができると考えられる.
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2)育児幸福感を高める育児支援

育児が自己の成長に影響しており､その成長を支えるのは日々 の育児行動一つ一つ

である｡母親は育児中に肯定的な情動を頻繁に感じており､それらの情動すなわち育

児幸福感は､人生の完成という点でも重要である｡否定的に捉えがちな幼児期の子ど

もを持つ育児生活をよりよいものとするため､育児幸福感を高めるような援助は重要

である｡育児に伴う情動の強さと､情動を伴う事情件数とは比例しない｡その理由は

育児事情の抽象性にある｡愛情や希望といった情動を伴う育児幸福感として ｢自然に

感じる｣や ｢自分 ･子ども･家族の将来｣は漠然としており､~育児幸福感を高めるう

えで､アプローチしにくい｡しかし､一見漠然としている項目も､実際はその他の真

体性のある育児幸福感と関連して感じられているため､その他の具体性のある育児幸

福感にアプローチすることにより､抽象的な育児幸福感にもアプローチできる可能性

はあ一る｡

Argyle前掲書6)は､ ｢幸福感を増進する方法｣として､ ｢短期的増大､最も実効のL

ある快活動の頻度を増す､他者との良好な関係､申し分のない仕事とレジャー､人々

が物事をもっと好意的角度から眺め ･もっと好意的自己評価をし･もっと実現可能な

自己目標を設定して不幸を助長している誤った信念を放棄させるように企図された各

種の治療形態｣などをあげている｡例えば､楽しい最近の出来事を考える､喜劇映画

やテレビを視聴する､楽しい音楽を聴く､正の自己 (自分の良いところ ･好ましいと

ころ ;筆者注)陳述を朗唱する､微笑やジョーク､ささやかなプレゼントなどを意味

しており､ r楽しい｣泰囲気の中に自分をおき､自分の気分を ｢楽しい｣方向-と誘

導することである｡育児幸福感を感じる事情の中心が ｢子どもゐ成長 ･発達 ･健康｣

及び ｢子どものしぐさ｣であったことから､育児する中で喜びや愛情を感じた子ども

の様子について､語れる場を提供することは有効と考えられる｡育児相談やその他の

育児している母親が集まる場において､母親の相談を受けたあと､ ｢最近育児をして

いて嬉しかったことはありますか｣と投げかけ､母親同士で話し合ってもらうなど､

育児の辛い部分だけでなく､嬉しい ･楽しい ･幸せな部分にも意識的に感じられるよ

うに援助する｡

また､育児をする母親は自分の時間を確保することが難しく､睡眠時間も少ない中

では振り返りの日誌をつけることは困難である｡ ｢子どもの成長 ･発琴 ･健康｣及び

｢子どものしぐさ｣､ ｢周囲の援助 ･声かけ ･つながり｣及び ｢子どもの優しさ･愛

情｣ ･ ｢子どもに必要とされる｣､そして r家庭円満 ･日常生活｣に着目し､一日の

終りに夫から｢今日子どもとどうだった?｣というような問いかけをしてもらい､ r子

どもが生活の中でできることが増えた様子や､母親や友人と楽しく過ごしている様子､

子どもが甘えてくる可愛らしい様子Jについて思い起こし､楽しかった関わりあいや

遊びについて確認し､子どもがぐずっているのをあやすのに有効だった方法を確認す

ることで夫が育児を一緒に行ってくれているという一体感などを感じられる｡夫に｢一

日の終りにその日の子どもとの出来事を聞くだけでも精神的援助として有効である｣

という意識付けし､行動を啓発していくことは有効と考える｡

幸福な結婚生活 ･友人 ･家族 ･親族 ･仕事仲間 ･近所の人々と関係を良くするため

には本人のコミュニケーション能力そのものが重視されている｡ ｢周囲の援助 ･声か
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け ･｣は､その他の幸福感の中でも中心的な位置を示しており､仲に感別の的動をLlド

う幸福感であった｡このことから､園田lo)の述べるようなオプティミスティックバイ

アスを利用して他者の協力を認識し､ r自分は色々な人に支えられて-fWlしているJ

または rさまざまな人が協力の協力が得られている｣と認知することで､他骨とl1分
との関係が良好であると認知し､感謝の情動反応を惹起することにつながり;lr効であ

る｡

さらに､自分の育児はうまくいっていると感じること､育児を通してl:1分がある役

割を持った人間であると認識でき､育児している者同士の間である稀の辿肺感lL･感じ

られることは重要である｡ ｢子どもの成長 ･発達 ･健康｣や r子どもの価しさ･兜榊｣

･ ｢妊娠 ･出産 ･育児の経験｣と ｢自分自身の行き方 ･成長｣が関連しあっているこ

とか_ら､ ｢子どもがよく育っている｣ということを自分の育児方法や努力の詑柾とし

て捉えることを促すことが有効である｡この援助は､周囲の人間､特に育児川淡など

を受ける専門家が､母親に対してその努力を認め､子どもの成長を肯定的に防弓削こ返

していくことが具体的な援助として上げられる｡また､育児している者同士のiQ!肺感

は､今回 r同情｣のように､共感がある種の幸福感であることを示しており､7Tyiサ

ークルや母親が集まる機会や場を提供することが援助に繋がる｡一方､付矧 ことり'fT

児から解放されるわずかな時間は大変重要であり､子どもを任せられる相･TlやJilがあ

ることが大切である｡育児している母親の休息を確保し弛緩を促すため､'fl火t仏力省

が必要であり､何でも自分で頑張りすぎず､夫や家族または育児支攻センクーなどの

社会的サポー トに育児を任せて休む時間を確保することも､時には成田であると伝え

ていく｡最後に､カウンセリングが病的な場合だけでなく健常者にも祈効である｡将

門職者に対し､カウンセリング技法について学習し技術を習得することも;ll効/J:脚的

となると考える｡

6 結論

母親が育児中に感じる肯定的情動の中心は､愛情､喜び､感謝であり､硝り､I祁(.I

は少なかった｡育児幸福感の事情は主として r子どもの成長 ･発達 ･軸lJffJ及び r･'(･

福感が高められてV､､た｡今後も様々な角度から母親-の支援を検討していくことが現

題となろう｡本研究にあたり､調査にご協力いただきましたお母様方､お.1こびAifHl
保健センタースタッフの皆様に深く感謝いたします｡
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Abstract

Toexaminetypesofsupportwithwhichmotherscan血dmorehappinessinchHdcTLrO.this/
studyfocusedontheemotionaldimensionofchildcarehappiness,followingthcon'0.1

advocatedbyLazaruS.Definingpositiveemotionsthatmothersfeelduringchildrctln'ngtis

childcarehappiness,theresearchaimedatrevealingthetruthaboutchildcarehaPPhcssby

investigatingthecircumstancesunderwhichmothersfeelchildcarehappiness.

Aquestionnairewasdistrlbutedtomotherswhowererearingchildrenagedthreeorunder,

askingthemtoevaluate.onaBve-pointscale,thedegreetowhichtheyfeltpcaco.hope,

love,joy,gratitude,Sympathy,andprideduringchildcare.Thequestionnairealsoinc]udcd

open-endedquestionsaboutthechildcarecontextsinwhichtheyexperiencedeachof'thc

emotionalranges.Therewere101responsesoutof188questionnairesdistributedtothose

mothers.ItwaLSfoundthatlove,joyandgratitudewerethemajorpositiveemotionsfelthy

mothersduringchildc/are,followedbypeaceandpride,whilesympathywerenluCh)css

experienced.Responsesonthecircumstancesofwherechildcarehappinesshadbeen

experiencedweredividedinto14categories,withmostrelatedtochildren,suchLLl

`̀children'sgrowth,developmentandhealth"and"children'sgesturesandactions."other

categoriesinclude"supportandcommunicationopportunitiesoqeredbyothers"Llnd

"relationshipswithothers/'Theseresultssuggestwhattypeofchildcaresupportcttn

enhancemothers'childcarehappiness.Theyinclude:

1)Providingsituationswheremotherscantalkabouttheappearanceandbchviorsortheir

childrenforwhichtheyfeeljoyandlovewhilecaringforthem

2)Encouragingmotherstorealizethattheykeepagoodrelationshipwithotherpcoplo

aroundthem

3)Recognizingmothers'ewortsandcapabilitieswithpositivefeedbackonthegrowthftnd

developmentoftheirchildren

4)Helpingmothersaskothersforchildcareassistanceand

5)Providingcounselingtomotherssothattheywilldeveloppositiveperceptionsor

t九emselves.
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Ⅲ 母親の育児幸福感一尺度の開発 と妥当性の検討-

Mothers'IlappinessinChildCare

- Developmentand Validation ofa Measure-

1 要約

本研究では､Lazamsの理論による育児中の母親の肯定的な情動を r育児幸福感｣とし､

多 面 的 な育 児 幸福 感 を捉 え る尺 度 を開発 し妥 当性 の検 討 を行 った｡

6歳以下の乳幼児期にある子どもを持つ母親を対象に､育児の中に感じる幸せな気持

ちが生じる様々な場面を提示し､その度合を 5段階評価で求めた｡併せて妥当性の確

認のため ｢主観的幸福感 (伊藤他,2003)｣や ｢育児ス トレス (滑水,2001)｣の尺度を

実施した｡

有効回答は 739名であった｡育児幸福感の項目を因子分析した結果､ ｢子どもの成

長｣､ r夫-の感謝の念｣､ r子どもからの感謝や癒し｣などiつの因子 (41項目)

が抽出された｡信頼性の内的整合性を表すα係数は､第2因子の ｢希望と生きがい｣

が.$62と最も高く､第6因子の r新たな人間関係｣が.768と最も低かったが､全ての

因子に於いて充分な値が得られ､尺度の信頼性が認められた｡育児幸福感と主観的幸

福感との間には､総じ七正の有意な相関があったが､ r夫-の感謝の念Jを除き､低

い相関がみられた｡一方､育児ス トレスとは､負の有意な相関がみられたが､ ｢夫の

育児サポー ト｣を除き弱い相関だった｡つまり､これらの主観的幸福感や育児ストレ

スの尺度との結果より､育児幸福感尺度の概念的妥当性について詩論を行った｡

2 はじめに

母親にとって子どもを育てることは､人間性を豊かにし､生きる実感が湧くという

自己実現を達成する過程として意義深い行為である｡これまで育児支援の研究は､育

児に対するネガティブな側面である､不安や心配事､いらいら､悩み､ストレスなど

の実態やその対処､そしてソーシャルサポー トといった観点からは研究されてきた｡

しかし､育児の楽しみや喜びなどの育児幸福感やポジィティブな側面を高める視点か

らの研究は少ない｡本研究では､育児中に感じる肯定的な情動を ｢育児幸福感｣とし

て捉え､育児幸福感を感じる際の場面から育児幸福感尺度を開発することを目的とす

る｡少子化のおり､育児している母親をとりまく状況が様々な面から厳しくなりつつ

ある現在､育児に対する母親のネガティブな情動に対する支援とともに､育児によっ

てもたらされる母親の幸福感を高めるような支援を検討していくことが重要な課題で

あろう｡

幸福論は､哲学や文学の中で取り扱われており､生きる上での重要な課題とし

て追求されている｡特に幸福感 については､一般的に心の充足感を中心とした本

人が現時点で実感する感情ととらえることができる｡

幸福感の認知的側面に焦点をあてた主観的幸福感 (Subjectivewell-being,

SWB)研究は､Q'oL(Qua一ityoflife)研究の発展の中で育まれてきた(石井,

1996)｡主観的幸福感は､個人の認知構造や心理状態を反映するQOL研究の

中のより主観的側面で､単一の尺度があるわけではなく研究者 によってその指標
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は様々である｡我が国では､1980年頃より老年学の分野で盛んにQOLや･:t'(?桁感

研究が行われており､ここ数年青年期以降すべての発達段階で研兜が行われつ

つある｡西 田(2000)は､成人女性を対象に､Ryff(1989)の PsychoJogicnl

wel卜being概念 に基づき6次元の心理的 wel1-being尺度を作成 している｡しかし

ながら本研究で課題とする育児している母親の幸福感 について扱った研 究は繋

者の知るととろほとんどみられない｡

丁方 ､育児幸福感 とは反対 に､育児 中に感 じる否 定的な情動 に焦点をあてた

研 究として､清水 (2001,2003)の育児ストレス研 究がある｡この研 究は､Lazarus

のストレス理論 (1984,1991)に基づき行われたものであり､Lazarusによれば情動

には肯 定的な内容の情動と否定的な内容 の情動があるとしている｡母親 は､否定

的な情動と肯定的な情動を感じながら育児しており､一側面からの解 明にとどまら

ず両者 の相 関を明らかにする必要がある｡幸福感を高めることによって､ストレスの

低下やストレス対処能力の拡大など予測される｡

本研 究の目的は､この育児 中の幸福感を多面的 に測定する尺度を開凝する

ことである｡本研 究の課題 は､次の2点である｡まず､育児幸福感 尺度の作成と尺

度の信頼性 ､妥 当性を検証することにある｡概念的妥 当性の検討 として､一般 的

な幸福感である主観的幸福感 (伊藤他,2003)と育児ストレス(8下位尺度項 目)

との関連性の検討を行う｡育児幸福感 は､主観 的幸福感 との間には正の相関が､

一方 ､育児 中のネガティヴな側面を扱った育児ストレスとの間には負の相関が､み

られることが理論的に予想される｡

3 研究方法

1)調査対象

末子の年齢が6歳以下の乳幼児を育児している母親を対象とする｡

2)調査方法

(1)調査施設 3市 12保育園4幼稚園合計 1420部配布した｡東京近郊にある爪に

所在する人口3-5万規模の中核都市であるA､E､L市において調査を行った｡

(2)調査期間 平成 17年8月～9月

(3)調査方法 保育園の保育士よりアンケー ト用紙を配布 し､留め置いた絶､間で

回収した｡

3)調査内容

(1)母親の属性

母親の年齢､子どもの数､末子の年齢､就業状況 (フルタイム勤務 (日常;剛 ･パ

ー トタイム勤務 ･専業主婦)､家族構成 (核家族､複合家族､父子 ･母子家威)､火

の就労形態 (日勤帯中心勤務､夜勤帯中心勤務､変則勤務)Iとっいて回答を,北め欠.
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(2)育児幸福感尺度

予備調査として､育児幸福感尺度の項目を選定するための予備的な研究 (清水 ･伊

輿,2006)において､育児中に感じる幸せな気持ちについて､肯定的な情動である(D

安心､②希望､③愛情､④喜び､⑤感謝､⑥同情､⑦誇りの情動を感じる際の場面に

ついての自由記述によって得られた場面を分類､整理し､798項目が兄いだされた｡798

項目を研究者2名により14カテゴリーに分類した｡

予備調査として集められた育児幸福感の経験を問う79i項目を研究者である母性看

護学助産学の教員3名によって64項目を選び出し､64項目の内容妥当性を検討した｡

本研究では､これらの64項目に対して､5段階評価 ("あてはまる"を5点～ "あて

はまらない"を1点)による回答を求めた｡

(3)主観的幸福感尺度

育児幸福感尺度の構成概念妥当性を確認するために､伊藤他 (2003)による主観的

幸福感尺度 15項目による5段階評価法 (非常に～全く感じていない)による回答を求

めた｡本尺度は､主観的な幸福感を､心理的健康を表す尺度と考え満足感からなる認知

的側面とポジィティブ ･ネガティブ両面を含む感情的側面から捉えるために WHOが

開発したSUBI(心の健康､人間関係や身体の健康感など､精神生活を総合的に評価で

きる自己記入式の質問紙)に基づき開発されている (大野,2001)｡とくにSUT3Ⅰの尺

度項目の中の ｢結果としての健康感｣を表現している 5領域 (`̀人生に対する前向き

の気持"､ "達成感"､ `̀自信"､ "至福感"､ "人生に対する失望感"の5領域)

に注目した尺度であり､育児幸福感尺度とは､正の相関があると予測される｡

(4)育児ス トレス尺度

育児ストレス尺度 (清水,2001)は､日本の母親を対象として開発された心理的育

児ストレスを測定するための尺度である｡33項目9因子 (下位尺度)からなる｡､尺度

の全項目のα係数は.91と高く､各因子のα係数は.86-.58の範囲にあり､9つの因子

は､ ｢育児にともなう不安感｣､ ｢夫の育児サポー ト｣､ ｢アイデンティティー喪失

に対する脅威｣､｢母親の体力体調不良｣､｢子どもに対するコントロール不可能感｣､

｢育児に伴う束縛感｣､ ｢育児に対する社会からの圧迫感｣､ ｢子どもの発達に対す

る懸念｣､ ｢育児環境の不備Jより構成され､5段階評価法 ("あてはまる"を5点

～ `̀全くあてはまらない"を l点)により回答を求めた｡育児ス トレスは母親の育児

中に感じる否定的な感情に関連した場面によって構成されており､育児幸福感と育児

ス トレスとは相反す畠母親の情動をとらえるものである｡つまり､二つの概念の間に

は負の相関が想定され､育児幸福感尺度の概念的妥当性の検討に育児ス トレス尺度を＼
用いる｡

4)分析方法

育児幸福感の項目に対して求められた5段階評価は ｢あてはまるJを5点､ r少し

あてはまる｣を4点､ ｢どちらでもない｣を3点､ ｢あまりあてはまらない｣を2点､

｢あてはまらない｣を 1点とした｡主観的幸福感尺度 (伊藤,2003)､育児ストレス
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尺度 (清水,2001)でも5段階評価で回答が求められ､同様に点数化した｡

育児幸福感の64項目については､尺度化をするため､SPSS統計ソフト (Ver13)

による最尤法､プロマックス回転による因子分析を行い､最終的にはS因子41項目を

尺度として採用した｡そして､この育児幸福感の8つの下位尺度得点と主観的帝桁感

尺度得点及び育児ス トレス下位尺度項目値 (9下位尺度)との相関分析を行った｡

5)倫理的配慮

本研究に取り組むに当たって､17年度研究者所属大学の倫理委員会の審査による

承認を受けた (審査承認番号#19)｡

本研究の調査に先立ち園長に研究目的､方法､意義､守秘義務､研究の協力および

協力串否が可能である事などを説明し､研究の協力-の承諾を得た｡保育士より母親

-の本調査の説明について依頼文をもって行い､調査に協力すると意志表示した者の

みに協力を依頼し回答は本人の選択に基づいて記入できるようにした｡

また､本調査において特定の個人的情報が遺漏しないよう処理する冒 (コー ド化し

廃棄する)本研究以外にデータを用いることはしないことを調査文に明紀した｡
ヽ

4 結果

1420部配布の内､調査用紙の回収は874名､回収率は61.5%であった｡そのうち父

子家庭や欠損回答などを除いたために､有効回答時 739名となり､布効回収率は

52.0%となった｡今回の調査では､一部父子家庭の父親による回答もあったが､これら

は本研究の分析には含めなかった｡

1)対象の属性

母親の平均年齢は､34.4±4.5歳 (20歳から47歳)であった｡子どもの数の平均は､

2.0±0.8歳 (1人から.5人)であった｡末子の年齢は､2.9±1.8歳 (0歳から6伐)で

あった｡

就業状況は､フルタイム勤務 177人 (28.3%) (内自営業は68人)､パー トタイム勤

務258人 (29.5%)､専業主婦344人 (77.8%)であった｡家族構成では､核F'E蛾578

人 (66.1%)､複合家族219人 (25.1%)､母子 ･父子家庭49人 (5.6%)であった｡

夫がいる者の夫の就労形態では､日勤帯中心勤務が651人 (74.5%)､夜勤粋 17心勤

務9人 (1.0%)､変則勤務84人 (9.6%)であった｡全ての項目において無回料 ･1怜

いている｡

2)育児幸福感尺度の作成

育児幸福感の経験を質問した64項目の質問項目を用いて､因子分柿 (最尤払､-/ロ

マックス回転)を行った｡因子数の決定には､固有値 1以上の基準を設けた｡】たた､

因子負荷が.35に満たなかった項目､そして2ニっ以上の因子に.35以上の因子‡lTp')がみ

られた項目を削除していき､因子パターンが単純構造になるまで､同様の因子分析rlL･

繰り返し行っJ=｡最終的には､8因子､41項目を採用した｡なお､因子分析を行った

結果の因子パターンと因子相関行列は､表3に示した｡
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表3育児幸福感尺度41項目の因子パターン行列(最尤法,プロマックス回転)と田子相関行列

1.子どもの成長(q=.85日
子どもが元気に成長しているとき安心する.
子どもの実損や等顔.し<さなどを見て幸びを感じる.
子どもの一生懸命な姿に愛情を感じる.
子とものできることが増えて嬉しLt
大病せずに丈夫に育ってくれていることに感謝する.
子どもをほめたり抱きしめたりするととても喜ぶ.

2.希望と生きがい(a=.867)
子どもと一括にいるだけで幸せだ.
子どもが生まれてきてそこにいること自体が貫びである.
叱るときもあるがいつもかわいいと思う.
子どもに抱きついてにおいをかいでいると気持ちが落ち
着くし..子どもと一括にいるだけで安心だ.

子ともがいるから頑張ろうという気持ちになる.
子ともそのものが希望である.
生まれてきてくれたことにありがとうを子どもに言いたい.
子どもを思う気持ちは誰よりも負けなし＼
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(1)各因子の解釈

各因子の解釈は､以下のとおりである｡

第1因子は､母親が子どもの成長やしぐさに対する満足感としての感謝や喜び､愛情

や安心感が示されていると解釈した｡この因子は､日々 の育児の中で母親が感じる幸福

感の基本的な事柄と考えられ､r子どもの成長｣と命名した｡

第2因子は､子どもとともに居ることで生じる感情を中心としたもので､特に母親自

身が感じる希望や生きがい感を示していると解釈した｡そこでこの因子は ｢希望と生

きがい｣と命名した｡

第3因子は､子育てを通して感じられた親としての成長感である自分に対する自覚

や心構えが含まれていると解釈した｡そこで､この因子は ｢親としての成長｣と命名し

た｡

第4因子は､子どもとの関係に於いて､子どもに必要とされていることを共感し､そ

のことによって感じる子ども-の愛情や安心感が含まれていると解釈した｡そこでこ

の因子は r子どもに必要とされること｣と命名した｡

第5因子は､子育てしている中で感じる夫や周 りの人に対する協力を受けての感謝

や､子どもを通した夫婦や家族としての粋によって感じる誇りや感謝を示していると

解釈し､｢夫-の感謝の念Jと命名した｡

第6因子は､育児によって人とのつながりができることに対する嬉しさや人からの

関わりを通して感じる誇りや安心感を示しており､.｢新たな人間関係｣と命名した｡

第7因子は子どもから受ける助けや癒しなど､子どもから与えられることによって

感じる母親自身の優しい気持ちを示しており､ ｢子どもからの感謝や癒し｣と巾名し

た｡

第8因子は､子どもを産めたこと､子どもを育てられること､大変な育児をn分なり

に乗り越えていることに対する誇りや喜びなどが示されていると解釈した｡そこで､こ

の因子は ｢出産や子育ての意義｣と命名した｡

ー以上の8つの因子をそれぞれの内容や因子間相関行列 (表3)の相関係牧から､

3つの側面に分類した｡まず､1つ目の側面は ｢子ども-の愛着｣の側面であり､ r子

どもの成長 (第1因子)｣､ r希望と生きがい (第 2因子)｣ ｢子どもからの感剤や

癒し (第 7因子)｣からなる｡これらの3つの因子の間には､.518から.654の揃い川

関係数の値がみられた｡次に､2つ目の側面は､ r母親の成長｣の側面であり､ r純
としての成長 (第3因子)｣､ r子どもに必要とされること (第 4因子)J､ rlLIJ7Tt
や子育ての意義 (第7因子)｣からなる｡また､これらの3つの因子間にも.567から.L;̂7

の高い相関係数の値がみられた｡最後に3つ目の側面として､母子以外の r人との関

わり｣の側面であり､ r夫-の感謝の念 (第5因子)｣､ r新たな人間関係 (那(7円

千)~｣からなる｡この2つの因子の間にも､.493と高い相関係数の値がみられた.

(2)信頼性の検討

8因子の各項目の信頼性を確認するために､_α係数を求めた｡第2因子の rSTr11と
生きがい｣が.862と最も高く､第6因子の ｢新たな人間関係｣が.768と舟も紙かった
が､全ての因子に於いて充分な値が得られ､尺度の信頼性が認められた｡

-24-



(3)育児幸福感尺度の下位尺度得点 ㌧

充分な信頼性が認められたので､各因子の項目を単純合算し､下位尺度として以後

の分析に使用する｡各下位尺度の項目数､最大値､最小値､平均値とSD､そして各下

位尺度と主観的幸福感および育児幸福感の総得点との相関係数を表4に示した｡ ｢子

どもの成長J ｢希望と生きがい｣の下位尺度得点の平均値は特に高く､天井効果がみ

られた｡つまり､ほとんどの母親がこれらの下位尺度得点の項目について ｢あてはま

っている (5点)｣と評定していた｡
■

表4 育児幸福感下位尺の記述統計および主 観的幸福感との相関

育児幸舶 下位尺度 項目数 最小値 最畑 平 鯛 sD F,芸 慧雪g品 嘉警 諾

1.子どもの成長

2.希望と生きがい

3.親としての成長

4.子どもに必要とされること

5.夫への感謝の念

6.新たな人間関係

7.子どもからの感謝と癒し

8.出産と子育ての意義

7

0
6
2

LE)
9

3

3

8
2
9
8

2

5

5

9

1
4
3
3

4

2

■L

lI.

1

6

7

6

1

9

6

6

4

5

3

｣

8

3

｣

6

9

6

1

1

0

7

4

3

2

3

3

2

2

1

1

1

0

0

5

5

5

0

5

5

3

4

3

2

2

2

1

-

6

10

10

7

5

I

3

3

丘U
8

7

Lr)
LL'
4

3

3

.646●● .137●■

.837●● .2$6●暮

.842■■ .260●I

.712+■ .084●

.651■● .428叫

.766叫 .249●●

.744●● .187●●

.794●● .205●I
#p(.01.+p(.05 〝 =736

(4)妥当性の検討

育児幸福感尺度と､伊藤他 (2003)による15項目から成る主観的幸福感尺度との相

関係数を算出し､構成概念妥当性を検討した｡結果は表4に示されるように､主観的

幸福感の尺度得点および育児幸福感の総得点と育児幸福感の下位尺度得点の間には､

総じて有意な正の相関がみられた｡しかし､ r夫-の感謝の念｣ (T-.428,p<.01)
との間を除き､相関係数の債は.20前後で低いものであった｡

次に､母親の育児ス トレスの下位尺度得点と育児幸福感の下位尺度得点の間の相関

係数を算出した (表5)｡その結果､有意な負q)相関が大方みられたが､.10-.20前

後の弱い相関であり､一部無相関もみられた｡ただし､育児ス トレスの ｢夫の育児サ

ポー ト｣と育児幸福感の ｢夫-の感謝の念｣との得点の間には､有意な負の比較的高

い相関係数が認められた (T-.528,p<.01)｡

養5 育児幸祷感と育児ストレスとの相関

育児絹 感＼育児ストレス Tgt管 和 如 拙 サ アイ子沖 イチ< 4tの脚 件ボート の&失 JIの不JL
コントロール不

T兄に伴う*+ T兄に対するttチビもa)*)に ▼gtZt4の不
zB *からの正史古 村するI土 ●

_.I9I+lI -.044 ･.093+ ･.077+I.手どt,の丘4

2.+書と生きがい

3.tとしての丘JL

l.子どもr=必Tとされること

5.夫へのdENの士

6.軒たな人PI坑iI

7.チビもからのtBMとtL

L 出土と子Tての暮暮

-p<･ot,'p<･05

..oS‡● ..124●●-.099+lI-.152+● .024
_191●●_.139+●_.LOB+●-.089+1.111●●-.267++ 1.064 -.165+● ･.049
_200++ -.103+● ..055 ･.0870 1.033 -.165●● ･.016 -.186+● ･.035

.OS9+ -.022 .077● ･.028 .030
.026 -147●●･.107●■-.136●●･.1524+
.051 ･.105++ .006 ･.093+ -.030
_.050 -.170++ ･.038 ･.136++ .041
_.035 _.142++ 1.045 1.136++ .007

〃=739

.017
_.0‡0●
..053
･.058
_.032
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_.026 _.024 .037
.207●●-.528++ -.053
..106●●･.I‡0●● -.007
_.191●●一.142●●-.073●
_.176++･.130t+ ･.051



:左記 禁 盟 の'巧王肝 濫 干凪 ぎ '豊 郷 … I

I.子どもの成長

2.希望と生きがい

3点 としての成長

4.子どもに必要とされること

5.夫への感謝の念

6.新たな人間関係

7.子どもからの感謝と症L

S.出産と子育ての意暮

29.63 29.44 2925
(0.93) (1.32) (2.62)

38.88 36.40 38.44
(3.90) (417) (4.40)

31.58 31.45 31.15
(3.86) (3.75) (415)

21.08 21.49 20.90
(4.07) (3.55) (3.88)

21.86■ 20.74b 20.43b
(3.43) (4.21) (4.31)

17.58 17.41 17.20
(2.63) (2.40) (2.74)

1422 14.23 14.07
(1.52) (1.43) (1.82)

13.98C 13.51d 13,55
(1.72) (1.98) (2.04)

2.60

0.90

0.70

1.69

7.96**

1.33

0.98

3.62+

件数 206 256 299
叫 01.+pく05
zLとb及びCとdの間でpく粥の水準で有意差あり

基準関連妥当性を検討するために､子どもの数および末子年齢の段階別の育児幸福

感の下位尺度得点の平均値に差がみられるかどうか､一元配置分散分析を行った (衷

6)｡その結果､末子年齢段階別の平均値に､r夫の感謝の念J(F(2,758)-7.69,p<.01)

および ｢出産と子育ての意義｣(F (2,758)-3.62g<.05)には､有意な差がみられた｡さ

らに､どの末子年齢の段階に差がみられるかどうか多重比較 (ボンフェローニ法)を

行った結果､末子年齢が Oから1I歳である場合た､これらの育児幸福感符点が政も揃

い結果となった b <.05)｡子どもの数では有意差は認められなかった｡

5 考察

1)尺度の信頼性について

ノ8因子の各項目の信頼性を確認するために､内的整合性を示す41項目のα係数

は､.946であり､.867から.768にあることから充分な値を得ることができ側 珊虫は撫

証された｡

2)尺度の妥当性について

(1)概念的妥当性

伊藤他 (2003)の主観的幸福感尺度の得点と育児幸福感のすべての下位尺IRのMに

は､有意な正の相関がみられた｡しかし､-r夫-の感謝の念｣を除き､いう.Jtも川
関係数の値は低かった｡つまり､主観的幸福感と本研究の育児幸福感とは.多

少の関連性 はあるが質的に異なる幸福感を測定していると解釈できる｡三I;税的籾

福感 は､一般的な人生の充実度､達成感などを問うものであるにもかかわら･).､
夫-の感謝の念が､他の育児幸福感 に比べ関わりが強いこ伊藤他 (200.1)でも､

主観 的幸福感尺度と夫婦関係満足感 に相関がみられており(女性は F,.IHI.

p(.ool､男性は L･-.34,pく.001)｡女性の方が､主観的幸福感 と夫婦間LjH削止

感 により強い相関があった｡_

Argyle(1987/1997)は､子どもを持つことは､必ずしも幸福感に影響するわけでは

なく､家族生活のサイクルのどの段階にあるかによって左右するとしている. 人f暮T.め
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中の子育ての時期であれば､子育てが幸福感を生み､子どもの成長などが一般的な幸

福感に結びつくと考えられる｡さらに､子育ての中で夫との関わりが､より強く関係

していると考えられる｡このことから､本尺度は従来開発されている一般的な幸福感

の尺度では扱っていない母親の育児幸福感をとらえる尺度であると考えられる｡

育児幸福感尺度の ｢夫-の感謝の念｣以外は､子どもまたは母親としての自分との

間にみられる育児幸福感であり､このような育児幸福感は､一般的な人生の充実度や

達成感とは別な次元になる｡つまり､子育て期の母親の特異な幸福感を測定している

と考えられる｡伊藤他 (2003)は､自分が人生をどう生きているかについて扱ったも

のであり､そこに他者の存在がどう関わっているかは尋ねていないものであった｡そ

れに対し二本研究の育児幸福感は子どもの存在があってこその幸福感なので､双方の

間の相関が低くなると考えられる｡

母親は育児中に肯定的な情動を頻繁に感じており､それらの情動すなわち育児幸福

感は､人生の完成という点でも重要である｡乳幼児期の子どもを持つ育児生活をより

よいものとするため､育児幸福感を高めるような援助は重要であろう0

次に､母親の育児ス トレスと育児幸福感では､大方有意な負の相関がみられたが､

それらの値は低いものであった｡育児ス トレスは確かに､その度合いが強すぎれば母

親に抑うつを引き起こすことがあるが､適度なス トレスがある一ことによって母親とし

て成長するのであれば､幸福感とそれほど強い相関はないことが予想される｡そのた

め､本研究の育児幸福感と育児ス トレスの尺度得点においても､強い相関はないと解

釈される結果となったと言える｡これは､Bciser(1974)やcosta&MacCrae(1980)ら

の肯定的感情と否定的感情とはそれぞれ違う変数､つまり独立したものとして作用す

るを支持した結果といえる｡育児幸福感を高めることによって､育児ストレスの低下

や対処能力を高めるなどの効用について期待していたが､本結果からは､その検証は

難しい｡むしろ､育児ス トレスは､直接的には母親の育児幸福感には影響しないと考

えられることから､育児幸福感を高める援助と育児ス トレスに対処する援助をそれぞ

れ行うことによって､間接的に育児ストレスを低減させていくことを考えるべきであ

ろう｡Reich&Zautra(1981)は､楽しみ活動の経験によって肯定的感情は上昇するがそ

れに伴って否定的感情は低減しないが､現在ストレスを経験している人に限り､楽し

み経験による肯定的感情の上昇に伴い否定的感情が低減するとあり､このことからス

トレス時にある母親-の幸福感を高める援助の有効性は期待される｡

また､幸福感の高い人は出来事を肯定的な感情を伴って記憶しやすく､また肯定的}'
な出来事を再生しやすい｡それに対して､幸福感の低い人は出来事を否定的な感情を

伴って記憶しやすく､否定的な出来事を再生しやすいと報告しており (Sedlit2:,1.皮

Diener,E.,1993)､特に､下位尺度め分析により､ ｢夫への感謝の念Jに関する幸

福感が低い母親は､ ｢夫の育児サポー ト｣に対するス トレスを感じていることを裏付

けることができる｡このことから､母親の認知や感情に対する転換や歪み-働きかけ

ることが重要な鍵を握っているとも言える｡

従って､さらに今後も､本尺度とストレス対処能力や身体的な健康指標尺度による

概念的妥当性についてさらなる検討が必要であると考えている｡
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(2)基準関連妥当性

さらに､基準関連妥当性の検討のためi子どもの数および末子年齢の段階別による

分析を行った結果､子どもの数では､1人 (n-202)､2人 (n-391)､3人以上 (n

-185)の3L群で､育児幸福感尺度の平均値を一元配置分散分析で比較したところ､い

ずれの下位尺度においても有意差はなく､育児幸福感の ｢夫-の感謝の念｣や ｢出産

と子育ての意義｣の一部に､末子年齢が低いほど幸福感は高まる傾向力亨みられた｡つ

まり､末子年齢が低いほど子どもとの関わりの頻度も高く手も掛かるが､そのことに

よる幸福感が高められていたと考えられる｡特に､ ｢夫-の感謝の念｣や ｢出産と子

育ての意義｣については､夫の支えや自ら体験した出産や子育てに対する誇りや喜び

が､乳幼児期における母親にとっての重要な幸福感の要因であると考えられる｡

3)類似した概念を有する尺度との比較

本研究の育児幸福感尺度と類似した概念を扱っている尺度である､島田他 (2003)

の改訂版育児生活肯定感､中島 (2001)の愛着尺度と本尺度の下位尺度項目との比較

を試みる｡本尺度の育児中に感じる母親の肯定的感情の生じる場面から構成されてい

る育児幸福感と､島田他 (2003)や中島 (2001)の尺度は､育児を中心とした生活-

の満足という点で一部にきわめて類似した母親の状態をとらえるものと考える｡

まず､改訂版育児生活肯定感の尺度は､41項目4カテゴリー (｢親としての自信｣､

｢自己肯定感｣､ ｢生活適応｣､ ｢夫のサポー トに対する認識j)からなる｡産婦期

の新たな生活た適応する過程にある裾婦が抱く､育児を中心とした生活に対する悼定

的な感情を測定する尺度で､ストレスやサポー トに対する認識を含む｡訂児生活椅定

感の尺度の ｢自己肯定感｣は､ ｢親になって周りから一人前として認められるように

なった｣､ ｢自分の良い面を発見できた｣､ ｢自分の体力をみなおした｣､ ｢子ども

が生まれてから友人や友達が増えてうれしい｣などの 7項目からなり､*研兜の育児

幸福感尺度の r母親の成長｣ゐ側面の r親としての成長 (第 3因子)｣や r山花や子

呑七の意義 (第8因子)｣と r人との関わり｣の側面の r新たな人間関係 仰 6因子)｣

の一部と類似している｡そして､ ｢夫のサポー トに対する認識｣は､ r子どもが生ま

れてから夫の優しさ｣ r父親としての夫を見直した｣の2項目からなり､*研兜の r夫

の-の感謝の念 (第5因子)｣と類似していた｡

また､本研究の育児幸福感と対応性がない尺度は､ r親としての日付Jと r生活適

応｣であった｡ ｢親としての自信｣は､ ｢子どもが泣いたとき何をしてはしいかわか

る｣､ r阜どもの世話が上手であるJなど5項目からなるが､産祷期の和親の子冊でし
に対する自分の能力についての認識を尋ねるものである｡そして､ r生活適応)は､

r子どもがうまれてからストレスが多くなった｣などの 5つの項目からなり､YT児や

福感というより育児ス トレスに対応するものであった｡

次に､中島 (2001)の愛着尺度は､この尺度は26項目3カテゴリー (r･7･どもと･)t･
にいる嬉しさ｣､ ｢関わりの確かさ｣､ ｢子どもの可愛さJ)からなる｡この史胡尺

度の ｢与どもと共にいる嬉しさ｣ (eg.｢赤ちや～と一緒にいるとうれしい｣)､ r子

どもの可愛さ｣ (eg.,｢赤ちゃんはかわいいと思う｣ r新しいことをするのlL･見るのが

好きだ｣)は､本研究の ｢子ども-の愛着｣の側面の r子どもの成長｣ (耶 lM･Fl･))
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と ｢希望と生きがい (第2因子)｣と対応性があった｡愛着尺度の ｢関わりの確かさ｣

(eg.r赤ちゃんに特別な注意を払う｣ r赤ちゃんの性格が分かる｣)は､育児行動に

対する母親自身の認識を甲うものであり､本研究の育児幸福感尺度には含まれないも-■■
のであった｡

上記の2つの先行研究からは､ ｢子どもに必要とされること(第4因子)｣､ ｢子ど

もからの感謝や癒し (第7因子)｣兄いだされなかった｡′本研究で､この育児幸福感

を尺度化する際に6歳以下までの子どもを育てている母親を対象としており､中でも

乳児期は10.5%と少ないことから､島田他 (2003)や中島 (2001)の尺度の調査対象と

ならた生後 1ケ月の乳児をもつ母親とは育児状況が異なっていたことが考えられる｡

つまり､本研究の調査では､身体的にも感情的にもより発達した子どもとの関係にお

ける場面を扱うことになり､子どもから受ける反応や態度もより複雑なものになり､

母親にも多様な感情が生じるようになった表れと考えられる｡

また､島田他 (2003)の育児生活肯定感の尺度の ｢親としての自信｣や中島 (2001)

の愛着尺度の ｢関わりの確かさ｣は､育児中の情動というよりは､育児行動に対する

認識が多く含まれている｡元来､本研究の育児幸福感の項目は､育児中に感じるr安心｣

｢希望J ｢愛情｣ ｢喜び｣ ｢感情｣ ｢同情｣･｢誇り｣といった情動に焦点を当てて､

育児中の母親から収集された自由記述回答から選定されたものであるため (清水 ･伊

勢,2006)､両先行研究のように育児行動の母親自身の認知を問う項目は含まれてい

ないのである｡

以上より､本研究で開発された育児幸福感尺度は､母親の育児中に起こる幸福感を

多面的に､かつ従来の尺度では捉えきれなかった肯定的感情を､捉えることができる

尺度であると言えよう｡

6 結論

本研究では､予備的研究 (清水 ･伊勢,2006)に基づいて得られた育児幸福感を感

じる際の場面より64項目に精選集約し､調査を実施した｡そして探索的因子分析の結

果得られた､41項目等因子構造からなる育児幸福感尺度の信頼性､構成概念妥当性の

検討を行った｡

8つの下位尺度のa係数は､ r希望と生きがい (第2因子)｣が.862と最も高く､

｢新たな人間関係 (第6因子)｣が.76Sと最も低かったが､全ての因子に於いて充分

な値が得られ､全ての下位尺度の信頼性が認められた｡構成概念妥当性の検討におい

て､育児ス トレスとは負の相関が認められたが､ごく弱い関連性しみられなかったた

め､育児幸福感が育児ス トレスに直接的な影響を与えるものではないと考えられた｡

主観的幸福感とは､総じて正の相関がみられたが､ ｢夫-の感謝の念｣を除き､低い

相関しか認められなかったため､本研究の育児幸福感尺度は､一般的な幸福感とは異

なる､育児期に特異的な幸福感を測定するものであると考えられた｡また､概念的妥

当性の検討としては､今後引き続き検討する必要がある｡また､末子年齢が低いほど

｢夫-の感謝の念J r出産や子育ての意義｣に対する幸福感は高まっており､子ども

に接する頻度や自らの体験や子どもとの関係を支えている夫に対する満足が高められ

ていた｡さらに､育児幸福感と育児ストレスとの相関分析の結果､特に注目する点と
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して､母親が夫の育児協力があると認知しているほど､育児幸福感の ｢夫-の感謝の

念｣が高まる結果となった｡従って､育児幸福感には､夫との協力が欠かせないと考

えられた｡

本尺度は､8下位尺度で母親の育児幸福感について捉えられることの利便性と､荏

来の類似した概念尺度では測定できなかった母親の育児中に感じる肯定的な感情に伴

う場面で新たに､第 4因子の ｢子どもに必要とされること｣､第7因子の ｢子どもか

らの感謝や癒し｣など､乳幼児期にある母子の愛着のより多面的な肯定的な情動につ

いて扱ったことは､子育て中の母親の心理状態の査定にきわめて有用であろう｡

7 本研究の限界 と魂題

本尺度作成のための調査対象は､3 県に限定しており一般化 には限界がある｡

今後尺度の実用化 に向けては､回答者の負担を考え 8因子から3-4因子に精

選された項 目の短縮版の作成が必要となるだろう｡また､｢子どもの成長｣ ｢希望と

生きがい｣のように､平均点が高得点である尺度の扱いも考える必要がある｡さらに､

身体的な健康指標を用いて､育児幸福感尺度の妥 当性の検討を引き続き行い､

尺度得点の結果の判断基準を明確化にし､より実用性を高めたい｡
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Atistract

BasedonLazaruS'Stheory,thisstudyfocusedonpositiveemotionsthatmothersfeelduring

childcareandtermedthoseemotions"child-carehappiness".Theaimsofthestudywereto

developamultidimensionalScaleofchildcarehappinessand toinvestigatethevalidityofit.

MotherswithchildrenagedsixorundercomptetcdChildcareHappinessScale(CHS).Atotal

of739validresponseswerecollected.Constructvaliditywasexaminedusingfactoranalysis

andcorrelation'withtheSubjectiveWell-BeingScale(SWBS)byItoetal.(2003),andthe

Childcare-RelatedStressScale(CRSS)byShimizu(2001).AfactoranalysisoftheCHS

yieldedeightfactors:(1)children'sgrow血anddevelopment;(2)hopeSandpurposein1ife;(3)

grow血asaparent;(4)beingneededbychildren;(5)gratitudetotheirhusbands;(6)new

interpersonalrelationship;(7)gratitudeorcomfortBomtheirchildren;and(8)meaningfuhess

ofchildbirth andparenting.Cronbach'salphaswereadequateforeachsub-scale(a

-.7681.i62).¶leresultsshowedsigni茄CantlyapositiveandweakcorrelationSWBSwith

eachofthesub-scalesonCHSexceptfor"gratitudetotheirhusbands".Ononehand,the

correlationsbetweenCRSSandCHSweresignificantlynegativeandweakonthewhole,

except"gratitudetotheirhusbands"with 1̀heirhusbands'support"ofCRSS.Itwasconcluded

thatthisCHSshouldbeexaminedinthenextstudy;however,CHShasgoodenough Validity.
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Ⅳ 子育て期をより幸福に過ごすための母親の工夫 とその効果

The methodsmotherstISetOenhancetheirhapplneSSduringtheChild-canJIg
Yearsandtherehtedcfrects

l 要約

日的

子育て期をより幸福に過ごすための母親自身の工夫とその効果､さらに子育て期を

より幸福に過ごすこと-の困難について明らかにすることである.

対象と方法

A市内在住の乳幼児期の育児をしている母親23人を対象とし､半構成的面接内容に

基づいて面接を行ない､データを収集した｡分析は面接の内容を逐語録に起こし､質

的記述的研究方法により分析を行った｡

結果

子育て期をより幸福に過ごすこと-の母親の工夫では､"無理をしない範囲での生活

の工夫"､"他者からの育児体験のレスポンスと安心"､"時間のコントロールから得る

心のゆとり"､"大変なことを乗り越えた自己評価''､"ストレスが報われる実感"､`̀同

居者-の依存と感謝"､"子どもとの時間､空間､気持ちの一体感"があった｡子育て期

をより幸福に過ごすこと-の困難では"複合化したス トレスからくる疲れとイライラ

(ストレス)"､"あれもこれもと思う自分の性分"､"人に任せられない自分がやるとい

う気負い"があった｡育児幸福感の母親自身や育児-の効果でば 癒̀される〝､"思いやり

の心"､"育児の原動力''がもたらされていた｡

結論

無理をしない範囲での生活の工夫､ポジィティブ思考､他者との交流とくに人の話を聞

く､子どもとの時間､空間､気持ちの一体感をもつことなどが子育て期をより幸福に過ごす

ためにより効果的と考えられる｡育児幸福感の頗度を増すことは育児幸福感をより感じるこ

とに通じ､さらに家族や子どもを大切にすることに通じていた｡また､同居者-の依存と感

謝やス トレスが報われる実感､大変なことを乗り越えた､時間のコントp-ルから得る心の

ゆとりなどは母親自身の気の持ち方で母親に変化をもたらし､子育て期をより幸福に

過ごすことができると考えられた｡

2 はじめに

本研究の目的は､子育て期をより幸福に過ごすための母親自身の工夫とその効果､

さらに幸福に過ごすこと-の困難について明らかにすることである｡幸福感の認知的

側面に焦点をあてた主観 的 幸福 感 (Subjectivewelトbeing,WB)研 究 は､QOL

(Quality oflife)研究の発展の中で育まれてきた｡我が国では､1980年頃より

老年学の分野で盛んに QOLや幸福感研究が行われており､ここ数年青年期以

降すべての発達段階で研究が行われつつある(石井,1996;Ryfr,1989)｡しかし

ながら本研究で課題とする母親の育児幸福感について扱った研究は筆者の知る

ところほとんどみられない｡そこで､母親の育児の際に生じる肯定的情動に着目し､育

児幸福感をLazalusの理論(Lazalus,1981.1996)に基づいた､肯定的情動である7つの
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安心､希望､愛情､喜び､感謝､同情､誇りを感じる場面の自由記述から整理分類し､

その実態を明らかにした (清水&伊勢,2006)｡その後､さらに項目を精選し調査研究

を進め育児幸福感尺度の開発と尺度の信頼性､妥当性の検討を行った (清水.関水ら,

2006:2007)｡また､育児幸福感尺度により求められた育児幸福感と母親の就労形態別

(フルタイム､パー トタイム､専業主婦)グループ群と子ども数､末子年齢､母親の

年齢との関連分析を行った｡その結果､母親がフルタイムで働くことは､育児幸福感

に良い影響をもたらしていることが示唆された (関水.清水ら.2006)｡

少子化にある今日の育児環境において､育児ス,トレスを抱えながら育児している母

演-の支援に関する研究が多く行われている｡しかし､母親の育児に伴う喜びなど肯

定的な感情である育児幸福感を強化しながら､育児をより有意義な体験とし､母親自

身が育児を通して自己価値を高め､親として､女性としての発達課題の達成に向けた

支援を行うことは重要であり､本研究ではその基礎的研究を行うことが課題となる｡

さらに今後､育児幸福感を高めるための支援プログラムを開発し評価するという研究

課題 (基盤研究C)を達成するために取り組まなければならないことは､子育て期を

より幸福に過ごすための母親自身の工夫の実態を解明することであり､強いては育児

幸福感の全体像に近づきたいと考える｡

3 研究方法

本研究テーマは､未だ解明されていない研究であり､量的研究方法では明らかにす

ることが難しい課題に取り組むことから､質的記述的分析方法を選択した｡

1)研究期間 平成 18年 1月～平成 18年2月

2)研究参加者 A市内在住の乳幼児期の育児をしている母親 23人

3)研究参加依頼の方法

参加者の募集は､平成 17年度に行われた清水.関水ら (2006)の研究の際､調査用

紙の返送と共に本研究における育児に関する聞き取りに対する協力の諾否について依

頼した｡'その後協力の意思表示のあった者に軍話で確認し､研究の目的や方法､倫理

的配慮に関する内容を記した用紋を送り､同意書のサインを求め再度の返送を依頼し

た｡

4)面接の内容

研究者｢6名がA市内を地域別に担当して､半構成的面接内容に基づいて面接を行っ

た｡あらかじめ全員で面接時の留意事項についての確認を行い面接者によるばらつき

が最小限となるよう配慮した｡面接時間は平均39±15分(最小20 最大75)であった｡

面接の内容は本人の了解を得てテープに録音した｡

半構成的面接の内容は以下の通りであった｡

(1)母親.の年齢､子どもの数と年齢､仕事の有無と時間､家族構成､夫の年齢､夫の

協力の程度
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(2)主たる面接内容

①育児していての幸せな気持ちはどのようなことから感じるか ②自分や子どもに

とって幸せな気持ちをより多くするために､工夫していること､困難なこと ③お母様

が幸せと感じることのお母様自身や育児-の効果であった｡面接項目①から③につい

て話の流れに伴って第何子Itの関係であるかの確認をしながら自由に語ってもらっ

た｡面接後､質問紙調査-の記入を依頼した｡質問続は各ケ～Xの育児ストレスや育児幸

福感に関する状態を把握する目的で､育児ストレ女尺度 (33項目) (清水.2001)､

育児幸福感尺度 (41項目) (清水.関水ら,2006:2007)の5段階評定法によるものを

渡し回答を求め後日返送とした｡両尺度は共に信頼性および妥当性の確保は保証され

ている｡

5)分析方法

面接内容を逐語録に起こした｡逐語録から母親が子育て期をより幸福に過ごすため

の工夫､困難､効果に関連する文脈を抽出し､内容の類似性や異質性にについて分析

的帰納により検討し類型化した｡さらに育児幸福感を構成している現象について再構

成し､構造化を試みた｡分析はこ主たる研究者が行い､面接を行なっていない研究メ

ンバー1名によって､その言葉の意味するものや具体的な内容についてスーパーバイ

ズを受け信頼性の確保に努めた｡特に判断や解釈に困ったり､研究者間で意見の相違

が見られたりしたものについては､討議を経て､研究者が互いに納得できるものを用

いた｡また､尺度得点については､."あてはまる5点"から"あてはまらない1点"としこ
項目の合計値と平均値､SDを求めた｡

6) 倫理的配慮

本研究に取り組むに当たって､17年度長野県看護大学の倫理委員会の審査による承

認を受けた (審査承認番号#.19)｡

平成 17年度に行われた研究の際 (清水.関水ら.2006)､保育園長に研究日的､方

法､意義､守秘義務､研究の協力および協力拒否が可能である事などを説明し､研究

の協力-の承諾を得た｡母親-の本研究の説明を依頼文にて行い､研究に協力すると

意志表示した者のみに協力を依頼した｡また､本研究において特定の個人的情報が遺

漏しない旨番号化し主研究者のみ連結できるようデータを保管し､論文作成段階で破

棄すること､本研究以外にデータを用いないことを依頼文に明記した｡話したくない

質問には答えなくても良いこと､途中で中断してもかまわないことを伝えた｡

7)用語の定義

本研究では次のように用語を定義 した｡幸福感を Lazalusの理論 (LaLZa]us.

1981.1996)に基づいたこ肯定的情動である安心､希望､愛情､喜び､感謝､同情､誇

りなどの感情とし､ r青鬼幸福感｣を母親が育児することによって感じる安心､希望､

愛情､喜び､感謝､同情､誇りなどの感情を総称した幸せな気持ちとした｡

4 結果
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1)研究参加者の属性

参加者の平均年齢は36±3歳(最小31 最大42)であった｡就業している者は15人､専

業主婦は8人であった｡子ども数は平均3±1人(最小 1 最大5)､家族形態は核家族 17

人､複合家族6人であった｡その他夫の年齢､面接時間を加え研究参加者一覧として示した

(表7)｡

表7研究さ加看一覧

ケースN○. *fi子どち 子どもの年鈴 ま集形態 就兼の有I 夫の年一事幸73古点 面捷時P)(分)
ストレス点

1 32 2 4JL.2JL 社台世帯(夫の甫丑と同居) ■ 32 45 壁 45

2 39 2 小2.年中 抜モ族 育 41 臥 山旦 35

~3 36 2 4&.9ケ月 横寺族 I 29 重量 58 30

4 42 5 21丘.19JL.古1,中2.5JL 横宇Jk 育 50 互生 56 30

5 38 2 5iL.ail 接モ族 A 37 28 igi 25

8 4ー 2 小一.年長 社台世事(夫の再東と同居) 育 47 Bl 73 20

7 41 3 9jL双子.3& L横寺族 育 44 49 65 25

8-38 ~3 9JL.5JL.一生 - 枝管k - 育 38 也 55 30

9 37 3 7iL5iL.1生半 枝幸族 育 33 ii 13g 30

10 32 3 BiE,3iLIJL 棲t集 _ +43 47 88 25

ー1 33 ー2 4Jt,1iL tItJE i 34 主星 74 45■

13 38 2 4jL8ケ月 . 挟ま族 育 41 44 35

14 34 3 8JL5&.11カ月 棟支族 育 34 40 B& 40

15-32 3 7生,5JL.9ケ月 横合世事(夫の再現と同居) * 35 50 12140

16 40 3 15jL.13jL2it 横王族 育 43 43 ユ!坦 20

17 40 3 13jL,10dL.5& 社台世帯(夫の甫泉と再居) 育 42 47 皇亘-65

18 32 1 SI 母子*丘 育 旦星 25

19 38 1 5丘 社台世帯(本人の再汝と同居) 有 王迫 jB 50

20 38 2 一色,1■半 tI*JE I 41 王道 77 65

21 34 3 12iL.9ま.6JL 棲*集 ～ 37 28 68 75

22 31 3 5A.3JL.1& 抜手族 育 31 31 ln 55

23 40 3 13JL11A.一JL 横*族 ,育 40 旦呈 54 40..

点差伍l311I 5l11124l15
平均也l36L3 I t38l50186l39

2)育児幸福感および育児ス トレス得点

育児幸福感得点は50±11(最小 28 最大 64)｣育児ストレス得点はi6±24(最小 54

最大 130)であった(表1)｡

3)子育て期をより幸福に過ごすこと-の母親の工夫

面接で語られた子育て期をより幸福に過ごすこと-の母親の工夫として抽出された

内容ば 無̀理をしない範囲での生活の工夫'､"他者からの育児体験のレスポンスと安心

"､"時間のコントprかから得る心のゆとり〝､"大変なことを乗り越えた自己評価"､"ス ト

レスが報われる実感〝､`̀同居者-の依存と感謝"､"子どもとの時間､空間､気持ちの

一体感'であった｡これらについて､ケースから得られた言葉を抽出し (文中斜文字)結

果をまとめた｡
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(1)無理をしない範囲での生活の工夫

母親は育児している自分の限界を知った上で､仕事を続けることや会社の選択や交

渉をすることなどによって､無理をしない範囲で生活しようと自ら働きかけをしてい

る｡自分自身の､身体的心理的健康を保持するために無理をしない範囲での生活を工

夫することが子どもにとって､また自分にとってとても大切なことであることに気づ

いており､自分自身の生活を充実させるための工夫と日頃からのポジティブ思考やあ

りのままの自分でいることを心がけている｡

9分G身ガ増F々 L,ぐ慮好であクえ いっで草でLようか ,5分dj健康だと子どらIL,ら
良いバクーを与.iaL5分G身ガ珠 算Lでいaって夢です切もねえ 感度で瀞iJai,

彦罪のダガーFがあBからカR,いろ,L'なカ ー佃∫あa励 fjtgkt_-.iナビ克分家顔[=

あせai,いろA′な超野が広オ∫クますよね 彬 -あっTあ君 <孝之ない (2)

あクのままの5分 でい8着ですね虜71-1からっT,点窟a賓あなb1,LH来ない事だ点茶

ない磨斬 Lない @<摩邑子どらのお休みぼ休ませTTきいで子どらjd塀 って来

a頃も=if,上がらLTTさいっTいう (4)

5分G身の/I:tの#ち#をオgirLていa (6)

ク彪 ぐ[=なBと,あっ,あう助 }ゼて待っていBから,卓<題は行かなきやつT

,好いJyLまf:(55Frjg中L,Tいa)その好ク朗 が5分 であ,邑Lか L71-ら, A

いのか あL,れない,休みif,あうのんぴクLちやいます/Jど (12)24噺 yヾクyよ

クif,戯れTた帝の62?ミ府っ71-時ir,一大丈兼だった9度LTい71-っていう周 IL,gL<

なれたクすaのかをっT (14)

紛Lいあの.qあか あが紛L,いGFこ､5分で変謹ちゃうんですよね それから余ク､

虜は窟なのっTい2'のを､励 】らnす事 iyに.子どらと選べ雌 い,i'だL､易 め̂
ノ野とLてこぶつかって/J雌 いんだL､子どg)邑ぶつかっT<れ雌 いメ′だL､それ
でスi･L/ス男静す才乙拭 良いE3やんっT.(3 FL/スii)E の都 度 願 Lようっ

Tい2'のdf.粛t主人の､あれ/JJi'です (21)

(2)他者からの育児体験のレスポンスと安心

母親が人と話をして話を聞いてもらうこと､逆に人の話を聞くことから､ス トレス

を発散したり､励まされたり､喜びや苦労を共有したり､自分の置かれている状況を

理解している｡聞いてもらうこと､聞くことは共に母親にとり重要な行為といえる｡

自分をさらけだすことから得られる安心感が結果として､現状の対応に通じている｡

よそのおeきメ//こら屠 あうそうだよっTいったら,あーうちらそうだ あっTいっT

いまLたみ監彪蔽え方になaと,なんか紛 いJ4'だ汝あと屠っT (1)

超の盛,i'なおeきス′Irj軌穿Lたス′です/Jど大岸歩んなそういう周だbT言わ れ
T,暫<If,そう･･･唐人′T.まあネス′なおA′なL;'なの)1-.なって二屠って 牌 ]1-いな感

L+でそういĵ の邑房を厨げaので凄 <,密IL,jfっTいaっTいう功とTあ為 irな
クますカ (3)

で近mLZ)ノ同年齢の子どらを符つ義彦を)&-き虜させTgって (4)

題をL虎ぐらいT,̂ irn-3をすaっTいうのif,かなク発iL=なa事だとif,囲いますね

虎 (5)
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クーツTいっちや.fぱ財 ク t克ガ塀 むみ71-い (7)

全て主人仁者す尤/ですよ (8)

願 玖急ぎとか,p-aL易い人tかI.I,房L,T,好みとか らp-5LPL-クと勿磨横 学紬 免

二生とかirあ,あ69,p-15LPL-ク,腰 L,孝二を<貞々とF,-35をLTいaのでp-5gますね そうい

.iぼ すぐそういう貴ぶ:ねらやうんですよk,なJi'かあBと粛啓のetかir,kgt.I.
とか,こうだっTg'え慶 一こう密告者LtA朋 お茶の聯 っ虎クLT,浴/£あ

らや,ん産め身っTいて餅Lいので,L',p-aL,虎クifLいTいますけど (12)

朗 士あそのGjEとガ舶 とか,そういう事芳L合うt,あーLl'やあ丘以/などな.i,

だあt,gつT,劇 l邑するL,jE,違うア〃ノV ス貰ったク邑此粛aのてミ虜邑虐

いL,,子ら虐いっTいう#な感L;'̂irこうやっ丁穿ってみBと,虜たirああ ヤy

ィ.ヾyこういう周 だったのぞをとか,そういう再礎謬tれ 遭 う角度うから,5分の孝

虐励 ∫みねiL=クtか,改めTそういう属iL=(13)

やっぱL一番ぼ会穿撲 好0)かな,会鹿が城 野なのだl/TつT,酌 唆 す (17)おんなL:

脚 Cの子どらが犀a左遷渉f居て1点が合うので､そのママtぼ5)/Eの一芽L,ぼ､

左遷と姦GのGirであLgすね､Kibは居ないんですけどこぼ尤′とノ野ら.ねた̂ Lか

屠ないですげと 穿て京の合う̂ dfR T (22)

滋 彦で農穿をかjfaとか.一周静狩免全ir摩々彪 っTいうか (23)

(3)時間のコントロールから得る心のゆとり

母親は自身の努力によって自分の時間を確保していた｡24時間という限られた時

間を自分なりにコントロールする心のゆとりと､時間をコントロールしたことよる結

果としての心のゆとりが生れていた｡時間のなさや時間に追われている現状にもかか

わらず､母親自身の意識としては自分で時間をコントロールしており､そこには時間

に対する母親の主体性があった｡

一女メ/tな<5分の鏡野っTいうのがないt 粛あせ,i't/J<鯛 iL,題われTない

と,㈱ 斗スムーズた■方1かな<T (9)

j駒野との戯争なので (ZjeLT子どらtJ好わっTいa) (12)

子どれdj嘗ta帝膨 疹Lでみたク,ちょっtゴpンt凝卓彦 L,て~みたク,そうい

う草でス FI/スdj裾.ちょっt,お貰い%L二やないiJど シEyピンクでこう行って̀歩

度ク,そういう着て㌔スFレスJd斗貯まらない帝ああaので忍ばそこでこ5, 二者静LT

いjl-1Gを##すa (17)

ちょっtで65分の噂彫 斗穿<餅Lいので､それがないと､あう,イタイブイタイ

プL･丁､タンなので､～脚 きLTやatか 甜ちやって職 j湯一れ銭 aガが

屠きてプ乙/式 それからちょこちょこっとやったク%伊ったク､手好穿いたク､一声で

倍賞すBのメj好きなので､5分の稀野を伊Bだ一L<いること (22)

G々のぞの平Gの中で豪こ夢をいかlr弟 にLT､JL:tノこ余静を#ちえいっTいうのがあ

aので､顔歩のGぼ伊ク置き彪=好a新 のをFy'グッと伊atか､粛軍<虐きTやっ

T@いたクtか (23)

(4)大変なことを乗り越えた自己評価
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母親の行ってきた子育ての体験そのものと､そのことを乗り越えることができた自

分､乗り越えることによって生じた現在の状況に対する価値を評価するカがあった｡

また育児を経験したことから生まれる心のゆとりが､現状の認識や判断に良い影響を

もたらしている｡

二^で産まれた好邑カえ らうおっ節 ､ださ/I,クだって盲 TD七 度とか ら畑 だった

嚇 邑あっ)とのでだからそういうのを虜ク戯 て来T,月かったなあつT,囲う イ7p

イ7-LTあ,虎屋がゴチ ャギチャLTいTあ,やっぱクそこiL,子どらが.RT, 5分が

ノ穿て歩度いな&,そういうぽんt/=なんで邑ない事が幸せな,ん71-.なあつTいう周/こ

(2@L+a)大劾 聯 ああっ71-が.それ象乗ク戯 PL-から幸せと,5.iるt感Li'Tいa

(7)

/3̂ irなれば3̂ iL,なった9,男顔ぼヤ yパy穿｢̂ 邑二^あ,二人あ=-̂ あ,｢鮎

つTいう事を云っTいまL虎iJどそJL'唐草だな<,ヤ ッノ亡=̂ なら二人9,三人なら
三̂ 勝 らないt,一彦でぼないっていうのii,感 CTいますね/幸せな分ああクま

すL,5分の任事署Cやないですづ･,そ¢分ああクますL,考丘a戯カ年分tか,Gす8

分とか,やa事はやっぱク=-̂ 分です.tみ虎, 慮 沈′で卓かっ71-なとか,うん そうです

ね願 って束ねで貞かっ虎をとか (12)

一番者GだかっTいう,gいがあaからかな 一番下の子if,ヤ yパyあうね虜G だ

/Jt′雷クから,,i'｢余#i=こうこの柵 Iこう財クtかiJが虎がなかっt.=ク,で三番
aLZ)余超;ああBのかなっT (14)

この子(3番G)iL'なって今5分if落ち着いてBのですよね あ.クĴ 5,2̂ G伐舟が

唐人′71-.か,効 )ちな<T (15)

3^ぽんと夢TTいaカ/L=全;然首5,Î づウ首うのだなって事万物ゲいT,3̂ 且生

まれT,いろんな勅 ∫ぽんtltr,&かっ71-カっT言って応冴LTあifyLa,#{5分が

ぼ尤′と八二余題材･.mできjl-のかな (17)

女の子と男の子の違いっTいうのの大･ききiim L;'ながら､此必ノヽ好･乙感じ潜めiL=か

な (21)

(5)ストレスが報われる実感

母親にとって育児に伴うス トレスはけっしてないとはいえない｡むしろストレスの

ほうが頻度としては多いに違いない｡ス トレスに満ちた現状の中で､点として存在し

ている幸福な時を感じ取り､大切にしていた｡そして､垂福な時を育児の中で大切な

こととして価値づけていた｡

停々唐人′だiJどらょっt/I:tirLみaよう唐草言っT<カaクンボインFでこうス

FI/スが#カメ乙aみf=いなとこばあクますよね虎,バクJ/スがtれ TいB.i'Ll'や

せいかなあ (2)

虜櫛にね やっぱク幸せを感 L:a卓二の.矛がとT邑多いA′だ凌っT,野います 普歯の登
Gの中でねそういう周iL,倖 せだ:なあと)思います (7)

このPI,Hを ｢つ/JTますソ.京ねないGirLたいと.好っTどうL,ようあせ(なっPL一停

tかIL=鹿止め威かか aかなとかこの子鹿が吹 き<なった停ir,こ.i,なんだった,i,恵

よって1穿L,Tあjfa (ll)
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イティラナa事 ああBから､やクがい幸せな働 く大きい (18)

何かの潜子ir,その,あの,畳まれて来て<カえっTいうのdS,す尤′ごいぼメ/とit,,屠L,

い勧 SあっT,二生まれ虎摩irif,ぽんと顔-ASMて来a<らb1,なんか令好いJ野LIg'為

ぽんとirな,i'b膚 LかっPL-i.そういうのif,あLZ)たまir,gいmす尤′ですよ力 餅L

<て餅L<I,彪来なかったのを生まれTきて<わたO,感謝LなきやつT,そ5.普

JEgJ,Eahてス′ですiJどなんかの#子lLT,5いB L,I (20)

(6)同居者-の依存と感謝

母親は育児において夫や家族のサポー トを受けることができていた｡その上で､サ

ポー トが得られているという実感をもち､そのサポー トによって自分の育児がより豊

カtになっていることを認識している｡助けられていること-の感謝の念を抱くことが

できており､周囲-の気遣いが感じられている｡

サボ｣Fi,て貰わないと腕 いしわ (2)

(主人ii)ゑカLTいa虜披見T<れTる jedS子どらとの願 を脚 irBTいT

朗 をLで<九度クと､兵のダガーFが得られ Tいaこと (8)
一主人が ちょっとで邑普歯のGで6-声<虜っTきT,まあ.財にQをLT<れaわjJで

邑凌ぐ,居 て<れaだけでな.i'とな<落 ち着いて5分メ櫛 ち着 iJる(9)いつ邑二

^ でp-aL,I:何かあai,あう必ず学好の遵好ノーF邑必ずGを彦L,TEj#irLて
A′｢僻 Lながら,ずっと床南野の新 一ら,やっでは来Tいますね (12)

(.美と)1手<誉めれないんだよ一つTFT-aHよ-ぐすai/仁寿との会題枕ノやっぱ

夕子穿Tの事が一番メイyiL=なaのどや率いかなあ (14)

ぽメ/とir今お穿きん題ぼ.i'と-Mir原産Lとっ~こ卓かっPL-.,いろいろあaifどねJg

い草ああajJど励 夢ああaifどお穿きス/遜るねあの,いいたい草あいっTく'一ねる

L,宥 めいいたい事云虐ai,そういう伸irあせっTきた3̂ aJ群生まれT,あの,お穿

き,i,題の考え方.a2'Ji,と変わっておLl'いちやん邑変わっTきたL･,5分 であご5,港

母さん彦 飲 助 ir長瀞 ､すれば粛 邑東だL,おeさん凄め子どら一局丁あら.iaL,

虐いJi'ガをっTいう亭粥 彦<3̂ CIEなってやっとわかって新 脚 Cかな @
っ71-ら.おば'bちゃんj好む為 っTR L:T,任せら一ねaL･,お舶 ちや.i'あ,良いよ厚い
TきなっT言っT<一ねaので,夢<こっちがjEJbLこおれaので鯵LいっT言2'勿
お産っT言うか (17)

お父さんが.Raから､mir粛軍いろいろ云bな<T邑&いやとれ そういう責持 ち

iL=#い一なれT.窟っTいa見好ちがらょっtj軌んてミお戯 ちやA′､劇 場 いという

か､ぼ尤′とiL=有ク腰 <ってこね (23)

(7)子どもとの時間､空間､気持ちの一体感

子どもが喜ぶことは母親自身にとってもうれしいことだと認識して､子どもを喜ばせ

ていた｡そのことが母親としての育児幸福感に通じていた｡子どもを喜ばせるために､

母親は､子どもと一緒にいること､子どもと何かを共にすること､子どもがしたいこ

とに協力すること､子どものペースを大切にすること､子どもを安心させることなど

を行っており､子どもとの時間､空間､気持ちの一体感が保たれていた｡
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点者BだIiJr繍脇 ′で｢Mlr屠 T (1)

チビあと彦する噸脚 ぐTあ,ノ艶好Bだif慶密/J鯛 っT言うのかなあ 子どら/ご

とっTなのか ,5分がただ｢MFERたいか ら,虐71-いっTJ好っTいaのか,その辺わか

んない/f拙 者BPL-7ナ子どらとのノ観野柵 LTいきたいなあと,GづT (2)

をaべ<彬 のGirif.虜が｢好に犀であげ')とク,お戯Bir̂ t8-71-だうちirRない
でお顔歩のHぼ伊 に)遜れ Tってあij讃.=ク (3)

やクたい夢を此=好aJ野ク,彪カLTあ/デa事 (4)

屠 らず把屠られaのが働 Tいうの成層 2'JL'ですよねjt (5)

朗 ちゃん遭二人と虜と3̂ でちょっt,Tの子d塘 8時/t=if,庁iJないところ/こち

よっと励 .げでみ71-ク彬 のGとかif,普鼎一腰に過ごL,虎クっTいクの/i,普潜あ
8,休みのノ静のHなんかば夜宮か LLであ.戯 きんをみ,i,なで符っTいようかあみ

たいなとか (7)

その子のペースir合わせで､こっちがゆっ<ク題字っTいこうっTいう (8)

子どらが行き虎L痴 人肋 TっTあjf')とク,易め主人普段の登庁の中で,そうい

うイベンF和 彦<な,んか盛クIjデTや8,子どあ運とふれあう 此来aだけ子どら

遷t/JJノか伊ったつT,伊っカタすa･･･tい いか なあt,gつT,まあ併歩のG/=ぼ

やa (9)

二者LいなあっT,囲うような夢をさせa 併 Gi2)なaべ<3qlL,(Wか/JaようirL

Tいa (10)

-Mに屠B席/野を伊っTやろうtすa草と,粛あ好いTあ/デB.主人t粛メ確輝 LI

あ,だけど ママばやっぱ ク,ノ,./,.d好 きj l-.から,脚 堵 まれ71,人′だよっT いう夢

if,ノ1./ヾのDからあ,忍のDか らあ,子どら題には粛Gに広丘丁 子どらのm っT,やっ

僧 クス′ですよね 成 =̂ いaと,うJL(,屠L<て)好L<Tって (12)

子どらの着せぼヤyパy謬めて貰うことLi'やないですかk,子どああ潜めて賞っT,

,EaiL,Lろ 誉めairLろ謬めT貫っTっTいうのJZl･:大きい,i/I;'やないか一女ダメだ

った-tiTあ,願 っTやっ71-遜題を鬼ずば留めであiデ石とか,そういうのは好Lい

LJやないかな,そうすれば 子どら/i,とっTあ伸びてい<っていうか.カ/i,なBのかな

あせんTいうのぼ (14)

子どらiL=とってLZ)3EJL:-であって.ljf'L:-があれ成 子どらば瀞LいL,男達ai (21)

4)子育て期をより幸福に過ごすこと-の困難

面接で語られた子育て期をより幸福に過ごすこと-の困難として抽出された内容

は 複̀合化 したス トレスからくる疲れとイライラ"､̀ あ̀れもこれもと思 う自分の性分〝､

"人に任せられない自分がやるという気負い"であった｡これらについて､トスから得ら

れた言葉を抽出し (文中斜文字)結果をまとめた｡

(1)複合化したス トレスからくる疲れとイライラ

母親が様々なス トレス (対象である子ども､日々の生活､社会)に対 して疲れやイ

ライラを感 じていた｡母親が病気をすることや体調を崩していること自体もス トレス

となっている｡こうした疲れやス トレスは母親が育児幸福感を感 じる上での弊害とな
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って語られていた｡

8分メ場 れTいa摩とか ちょっと脚 酷だとかね虎 (2)

虎だ イ7-イブすBだiJっTいう事 -p-で こ3,屠ag lr,朗 スFI/スを感 L;ち

やったずっとこの中irい71-クと加.L二やあ今eifどうやっ瑠 ごそうかって1感L;'8

第孝点るglr彦<スFレスあ感L.a#irなった (7)

どの会を邑(7夢TirMすa)虜紡 J好い 虜顔形唐草ああa (8)

-@きたケ鰍 あBのiL,,なかなれ それIEいろんな戯射堵 っTいなかっ虎ク､

斤変LZ)度好75 いろ いろ劇好 (がある)-3子どあとノ穿Bと,.駒仏=QがっTあれで

あな いJL'ですiJと,なJi'か,それだけでスFレスを感CTL,まうって筋 ∫ あって

こっちiL,5/っ屠 LL-鶴 尿南野ir邑ノ入れないてミILZ)子二^と-3中っTいうの

半年ぐら いあったんですカ (9)

多分彦貰義軍万世 夏ないのが一番スFレスか一女なんかお庶顔L,たいのirとか,予定∫
題 ク澄まか ､L:やか .です沙 あヤyパy主人tの膨 I一番産Lい ですね うちiL･

屠って切】ら,こう,イライブイタイプっT.こ冴 <らい搾っておいT<あ てあ良いの

iL=/とか･･･,gつえクL,I,侠 iE)ノーつ普PL-クをLでい71-んですjJど (ll).

時々嵐夢あ,主人邑/a朗 領巨れT<Bと,子どらlr普PL-つTL,ま2'のでそれをLな い

# irと功 であ,やっちゃうJL'ですiJど (12)

5%WJ囲うようir腕 いって事ガミスFレス (16)

4牢凝夫と彪辞すaまでぼ､資財iEMす8号点の招題があった(2%Ekf壇 いのてジ 全

身好のイ7IイブすB席萄卵 の5分の子夢TirH Lて府iJられaネガティブな言

二乗超診の虜で専円伊儒 慮岩野から府iJらわた吉夢 (18)

併5分 で休めたいL,だ めんで屠Tt.=いんですよその余超は堺 Lいス′ですよj酪ねら

やつ;1-月窮境身をGijyL-ク,きついL7jWで去ったクと (19)

磨れTいa席ばね､,#ら凌ぐT邑虐 い超せ草摺 ってL,まったクg)Lます (23)

(2)あれもこれもと思う自分の性分 ,

母親は忙しい時間の中で時間に追われている感覚を持つことによって､時間がない

ことに対する焦りやいらだち､不満などが生じていた｡そこにはあれもこれもと思う

百分の性分があった｡その結果､母親は自分に対する心のゆとりを失わせていた｡心

のゆとりのなさは育児幸福感を感じる上での弊害となっていた｡

牌 唯 Lかっj皇帝とかあ く2)

郷 題われa射 貫ああaL (3)

9分がやっぱクだLいのかなあつTいう感 Lpがあってね (7)

停彫 SBクない､ いろス′唐音に府潤抄･.虐クないのガで.｢夢ネ yクかな(8)勝 二

βどすと,やっぱク符iL,だL<なa (9)

5分に余題材‡な い (10,17)

虜身の-えー1 Ji'｢錦 1年ぐちL贈 やっ71-かなあ産まれT･･･おっJfbせか,好
2'と,それ らjE穿ク71-<唐っちゃうから,穿兇萩野の戯顔Lでみ71-クすBと,又その虐

クL,た<なって で邑1手<いかない草っTあBから,T,又それで好み道,i'Cやつた

クとか(ll)
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あれ g)これらLちやとかないと,#A,.jtgだからとか (14)

虎髪ぼ26irJペんぐらいで.姦GばとT邑虎丘ないL､ノ駒野あかかaL､子どら

が犀唐かっえらカ､姦G朋 BあゆID<クスっT.屠る虎っT.願 きっぽ'クLT

いるノi'でLようjfど そA′唐草邑スFE/スです (16)

帝膠の金谷だけです諺･ね席脚 ですカだ1夢っTいうよクあ,磨,i'か,いっJfいいっ

ぱい.なんですよk,貞 ,々世事あいっぱいいっぱいだL,お金邑いっぱいいっぱいだ
L,3qZ.=iきいまで溜 う摩あクません ?なJi'勿 この全店が#だから,盾に虎いなとか

(19)

下の子jQ他 者T,あ0,だ一Lいせいなのかな 甜 いっ71-ク,あうすっこPCIの産き虚で

一変ぐメ/ですよ でそういうの衣 あうノ好いTいaだけでイタイプLTきて快について

虜と農屠メ潜 3,そのiQd堺 とLでぼス Fi/メ,この子が.Raょ,朗 ちや,i,ぱっか/L_,

･声かj力吃ないL,.どっちかっていうt,/JlきいほうirjかかつちゃうL'やないです功 だ

めんで在兄ちゃんあ.欲辞不潜だL,承あその席方をLっかク男らわないめんで (20)

(3)人に任せられない自分がやるという気負い

子どもに対する期待が大きいことから､母親は子どもが自分の期待に達しないこと

に対して､不満やいらいらの感情を生じさせていた｡ さらに忙しいにも関わらず､人

には任せられない､自分がやるんだという気負いが先行している｡こうした状況にあ

るときは､育児幸福感を感じる上で弊害となっていることに母親自身が気づいている

こともあったが､時間が経過した後になって気づく･ことが多かった｡

そこまでL,な<Tあ,つて溜 クス′だけどあ,やBから/L=ば,させ71-いっTいうtころあ

あったク,iT,ん｢クソ ですね虎.jW符L過ぎTいaんですね牌 吹 き遜ぎaJi'

ガと,gいます紗 もすすぎ汝ス/ガと,好クス/ですね忍の5,GHz.余 ク/=あ屠 ,##jg

<T,それlr庶っTいかなりあ∠切lLさとか,あの,マニヱ7ル避 ク/L=Ljrいところが

あっ71-9,で5分の,,好い題ク/i,/Jらないと (5)

か事にMだすと,やっぱク符irだ̀L<なB､｢人で全,,iWやちなきやいiJない･DT,

5分 邑点:貞っちゃう (9)

願 に行った帝/こ,鹿盆が'#いどないLR._-んやあ?tか云っT,メ贋井で酵っT(カ

T.冴めでやっ)とのlrh ,磨,i'か,ああーやっぱク凝らょゥt,いつ邑見好っTいaか

あっT (ll)

尿荊野/=̂ れaのでそれまで/.=あa題度食べられaGL,LとかなきやいiJないと

幼顔兜LとかなきやいifないL,虜Bのあ,粛t71-J/JCやな<っ丁窟れaようit= か
っとか/Tいと (14)

子どら[こそういうノ財符をLちゃいjJないと,gうんですそLZ)9,がっかクすa賓が多

･<なっできたクとか (19)

AJ,95分でやらなきやいiJないっTいう屠いぼ､いつああaので､克Jば穿っでいま

すよね (22)

5)育児幸福感が母親自身や育児にもたらす効果

面接で語られた育児幸福感を感じることの効果として抽出された内容ば 癒̀される
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'､"思いやりの心〝､"育児の原動力'であった｡これらについて､ケースから得られた-

言葉を抽出し (文中斜文字)結果をまとめた｡

(1)癒される

育児幸福感によって母親は安堵や安定感､癒されたような気分になっていた｡救わ

れたり癒されたりすることは､母親の心の安定を保ち心理的にも良い状態を保つ上で

大切なことである｡育児幸福感の根底にある母親の情動は安堵感に充ちており､心理

的に安定した状態が保持され癒されていた｡

5分 あゆっ<クLTいるからぬ く6)

癒されa (7)

‥オ yとすaとか,脚 9.3EJL:･LTいられaっつクか (10)

5分ガ離 れa (15)

5分で落ち着 いT,%事を子どらir言ってあjfら.れa 虜がぽス′と余#'ができa夢

で子どああjfJL:.Lて避こせa (17)

そういう摩iE､2',L'と幸せ叡好Cて冴 Lい (23)
ヽ

(2)思いやりの心

母親に育児幸福感が生まれることによって､子どもをよりかわいがろうとする愛着

心が高められていた｡子ども-の愛着心からさらに思いやりの心が生まれ､より家族

を大切にしたいと考えていた｡こうした状況は､育児幸福感が高まれば相互循環的に

子ども-の愛着心や家族を大切にする思いやりの心に影響し合っていた｡

あっと子どら71-ちを可愛がろう (1)

易も幸せだとか,発しいなと,gつているときii,やっぱク忍がそうJgうって事拭 子ど
らあそう,gつTいBかなあと,g2'L,,そういうのが子どらir彦わるt,素顔をオgiL,

L,た ク tか.思いやクを#つつT事ガ堪採 Bのガと′好2'(3)

/敏感ir行こうJCミQをLようが5# で-MFrRaっTいう事象多允 幸せなメ/i.やせ
いかなあ (6)

子どらI.=多<鴫 野をhiJて~あiデらカ8 5分のそば乙二赦 摩iこちやA′と受iJとめ

てあげられa (lS)

(3)育児の原動力

育児幸福感は母親が物事をポジィティブに考えたり､次の育児に立ち向かっていく

ときのパワーになっていた｡無理をしない範囲での生活の工夫によるポジティブ思考

を保つこと､そのことが母親の心理的によい影響をもたらし母親のポジィティブ思考

は強化されている｡つまり､ポジティブ思考によって育児幸福感は高められ､高めら

れた育児幸福感によってポジィティブ思考がより継続することの原動力になってい

た｡

虜 L･い草あat,ねぇやっ牌 に熱 デTいiJまf:5分G身ポジティブに/Jクます唐

人′カ月L朗 irなっTいai,友藩とG LようとかっTいう.有irなクますよね虜密
静iL,なれます (1)
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あう｢肋 TっTやろうかなと,gう 牌 聯 虎クとか あ 多少断 層で邑

虜軌 )とクとか,願 ひいtっT邑虜と九人′なって二屠ってみたクとか ･･･'そういうバ

首びめほうji,5分irガ LT成層だろjt,全庁の題だろうL,子どらIL,ML,rif,成

長すa為扱者邑必射 あの/J ji/でLよう力点 (5)

バクーつTいう勿エネルギー仁者がっTいぐ (7)

WGから願 ちな<ちやつTい2'周/I,好います 子どらが屠るので､励みiL=ばなク-

ますね ｢8)

それ (#57%)Iがないとま好だ腕 いんL+やないですオーね励 事が多いから,

ぐずクm Lたら手メWiJらカない帝邑やっぱクあaのでとか,ね こ'GあL,な<ちや ≡

いiJないのir,とめこう計虐Tきt.=クとかT,どうL,ようあせかっt.=クと :かすa好

一ああBの/こ,それ 牌 がないt.とTあL:やないjfど(ll)-

この子逝 く犀Bから虜貨れalDTいう励 ∫あってあうG々の庶カ囲っていうか,ん `

｢それir勅 faぐらいですガ1ね (12)

顔 とL,T<わた-̂ っT今までノ犀たかをっT考えBと,やっぱクね屠 L,いなゥTい

うか舶 さに点茶aA′i.やないですかね そういうのがあ18と (14)

雇 Hメ喋 L,み (15)〟

ぽんとir姦Gそれを全きがいというか.ね､紛Lそうir LでいBのを月Bのが.二者

L,<ら丁､まあ缶夢邑願 って1 やクがいがあ8､慮財の顔です (23)

6 考察

1)子育て期をより幸福に過ごすこと-の工夫

母親は子育て期をより幸福に過ごすために'!無理をしない範囲での生活の工夫"､"

他者からの育児体験のレスポンスと安心"､`̀時間のコントロールから得る心のゆとり''､"大

変なことを乗り越えた自己評価"､`̀ストレスが報われる実感"､"同居者-の依存と感

謝"､"子どもとの時間､空間､気持ちの一体感"などを行っていた｡これらは､子育て

期をより幸福に過ごすための重要な視点といえる｡Costa.P.T.&MacCrae,R.R.

(1980)は､神経症傾向と幸福感は逆相関すること､つまり情緒性の安定と幸福感が関係して

いることが示唆されており､本研究で明らかにされた視点は､母親の情緒性の安定に重要な

役割を果たしていると考えられる｡

子育て期をより幸福に過ごすこと-の工夫には意図的により幸福に過ごすために行

っていると語られたものや､母親自身が意図的に行っていると語られなくても､■研究

者によって子育て期をより幸福に過ごすことに通じる行為として位置づけている｡母

親はより幸福に過ごすことを意図していないが､様々な人々と話したり､闘いたりと′

いうコミュニケーションの中で多くのことを学んだり､気づいたり､確かめたりする

ことで､自分の気持ちの持ち方を調整し､ありのままの自分でいた｡仕事と育児とい

う生活状況を自分のアイデンティティーを高めるために､無理をしない範囲での生活

の工夫や時間をコントロールする_ことで忙しさの中に張りを感じたり､うまく調整し

て心のゆとりを確保するなどがあった｡そしてJ夫や家族のサポー トを受け入れ､サ

ポー トされているという実感を大切にし､育児幸福感を感じた時に､そうした時間を
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次のステップに生かしていた｡

また､過去の苦しかった体験の中で自分が乗り越えたことの価値を現在に位置づけ

て､その体験こそが育児幸福感を支えているということを感じとっていた｡つ まり､

体験を ｢経験化｣ していた｡育児することによって生じ､自分の中に発見され意味づ

けされた体験を消滅することなく自らの中にいつまでも意味ある出雰事として位置づ

けていくことで､結果としてその人に影響を及ぼし､次の出来事に対応していく上で

意味ある変化をもたらしている (大森,1980;森,1977)｡さらに､子どもとの時間､

空間､気持ちの一体感をもつことが自分の育児幸福感に通じることを察知し､日々の

育児の中で子どもを楽しませ､うれしがったり､.笑ったりしている我が子の姿を実感

していた｡

Fordyce(1997,1983)による幸福感の高い人のパーソナリティーとして､忙しく活動的であり

続ける､自分を社会化するために時間を使う､意味ある仕事に向かって生産的である､体率

的に計画的に物事を行う､悩み続けない､自分の期待や望みを下げる､肯定的で楽観的な

思考を身につける､現在志向である､健康的パーソナリティーを目指している､外出し社会的

パーソナリティーを身につける､あるがままの自分になる､否定的感情や問題を取り去る､親

密な関係が幸福のための一番の要因となっている､自分の幸せを最優先するなどであり､か

なりの部分で一致していると考えられた｡また､一方では在宅高齢者の主観的幸福感を高め

る要因として､身体的に健康であることに加えて､.歩けること､経済的ゆとりを持づ

こ_と(松井ら,2000)が明らかにされており､中高齢女性の体力､主観的幸福度を高めるた

めに､有酸素運動が有効であることが明らかにされている(浅井ら.2001)｡歩く､お金を

蓄えるなど､それぞれの世代に対応した無理をしない範囲での生活の工夫をすることが幸福､

感との関連で示されている｡育児期にある母親の特徴としては､自助努力によって心身の鹿

康を保持し､あるがままの自分でいるために生活の工夫を行っており､育児が何か特別のこと

ではなく生活と一体となり､生きることの中に組み込まれているといえる｡

2)育児幸福感の効果

育児幸福感により､"癒される"､"思いやりの心"､ "育児の原動力"の効果がもた

らされていた｡子育て期をより幸福に過ごすために"子どもとの時間､空間､気持ちの

一体感"がみられていたが､これは育児幸福感の車の両輪として相互循環していると考

えられる｡つまり､子どもとの時間､空間､気持ちの一体感によって､育児幸福感が

高められ､その結果として子どもをもっJtかわいがろうrt思ったり､家族を大切にし

ようと思いやりの心が生まれている｡そして､"ストレスが報われる実感"をもっこ-と

で､癒しの感情が生まれ､そのことは"無理をしない範囲での生活の工夫"､"時間のコ

ントロールから得る心のゆとり"など､心のゆとりにつながってくるだろう｡"同居者

-の依存と感謝"､一̀大変なことを乗り越えた自己評価"などの実感は育児幸福感を生む

支えとなって､一育児幸福感を高め､結果としてポジティブにそして次のエネルギーに

つながる育児の原動力となっている｡

子育て期をより幸福に過ごすための母親の工夫､子育て期をより幸福に過ごすこと

-の困難､育児幸福感が母親自身や育児にもたらす効果は育児幸福感の連関として図

2に示される｡母親は子育て期をより幸福に過ごすために無理をしない範囲で生活を
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拡大することを中心とーして点楕円内に示されている様々な工夫を影響させ合いながら

行っている｡その工夫を困難にしている要因が太黒矢印で示されている｡また､点楕

円で示されている育児幸福感によってもたらされる育児甲原動力､癒される､思いや

りの心がさらに子育て期をより幸福に過ごすことに相互循環しているといえる｡

seidlitz,L･& Diener,E･(1993)によと､幸福感の高い人は､,出来事を肯定的な感情を

伴って記憶しやすく､また､肯定的な申来事を再生しやすく､幸福感の低い人は､出来事を

否定的な感情を伴って記憶しやすく､否定的な出来事を再生しやすいとしており､本研究で

明らかにされた育児幸福感の高い人の相互循環的状況と一致していると考えられた｡

3)子育て期をより幸福に過ごすこと-の困難

子育て期をより幸福に過ごすこと-の困難には､′｢複合化したストレスからくる疲れ

とイライラフ､"あれもこれもと思う自分の性分"､"人に任せられない自分がやるとい

う気負い"があった｡′複合化したス トレスからくる疲れとイライラ､時間や自分-のゆ

とりのなさから.一母親は育児幸福感を感じることがむずかしかった｡特に自分が正し

いと思い､きちんと子育てしなくてはならないなどの感情は琴りを誘発することに通

じ､子育て期をより幸福に過ごす上での弊害となっていた くフルポムッレ･スマナサ

ーラ.2006)｡子育て期をより幸福に過ごすためにはこうしたストレスに対してうまく

対処して､子育て期をより幸福に過ごすために､先に明らかにされた7項目を取り入

れることが大切になってくると考える｡さらに､子どもに対する過大な期待や気負い

を取り払うことが必要になってくる｡こうした､･過大な期待や気負いを持っている自

分に気づくことは重要なことであり､そのためには自分自身の様々な育児の経験や､

他の母親の経験に基づいた情報交換や助言､そのほかの人 (夫や実母などの家族や専

門職者など)から気づかされることも大きいといえる｡
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また尺度得点に着目すると､育児幸福感得点の高いケース 3､,4､6･8､11､12､20､23に
共通した現象は､子育て期をより幸福に過ごす工夫を重ねることで､育児幸福感の効

果が生まれ､それらが相乗的に子育て期をより幸福に過ごすことに通じていると考え

られた｡特に育児ストレスの高い母親では子育て期をより幸福に過ごすことが幸福に

過ごすこと-の困難によって押しつぶされている｡ストレス得点の高いケースの中で

も5､14､15､16､22に共通した現象といえる｡また､育児幸福感と育児ストレス得点が

共に高いケース 2､9､1う､共に低いケース 7､21については､ストレスと育児幸福感が

互いに影響し合っているということではなく､また､育児において感情として実感し

やすい性格傾向によるものか､または､今回用いた尺度項目の場面が各ケースにとっ

て多いか少ないかが影響していたと考えられる｡

4)育児幸福感を高めるためのプ/tlグラム開発-の示唆 (,

本研究により､育児幸福感を高めるためのプログラム作成にあたり示唆を

得ることができた｡それは､母親の意識として､現時点より少し前の子育ての体験で

乗り越えたことの意義を見出す､幸福な時を振り返り大切にする､夫や家族のサポー

トについて振り返り感謝すること-の働きかけを行う､さらに母親自身が無理をしな

い範囲での生活の工夫や､時間を自分な_りにコントロールする､自分をさらけ出して

人と話をし､人の話を聞く場を作ることが大切となってくる｡

また､育児幸福感の効果そのものが子育て期をより幸福に過ごすことに通じている

ことから､育児幸福感の母親自身や育児-の効果を意識することによって､より育児

幸福感を高めることにつながると考える｡また､子育て期をより幸福に過ごすこと-

の困難として兄いだされた複合化したストレスからくる疲れとイライラ､あれもこれ

もと思う自分の性分､人に任せられない自分がやるという気負いを取り除くような働

きかけも重要である｡

Argyle,M(1987t)によれば､幸福感をより高めるためには､3つのアプローチがあるとされ

ている｡1つは肯定的な気分を誘導するという方法､2つめは人生における正の出来事の

頻度を増すこと､最後に物質的生活境遇の改善があげられている｡今回明らかにされた無

理をしない範囲での生活の工夫､ポジィティブ思考､人に話す､人の話を聞く､子どもとの

時間､空間､気持ちの一体感ことなどが育児幸福感を高めるため書手より効果的と考えられ

る｡そし七育児幸福感の頻度を増すことは幸福をより感じることに通じ､さらに家族や子ども

を大切にすることに通じるであろう｡また､同居者-の依存と感謝､ス トレスが報われる

実感､大変なことを乗り越えた自己評価､時間のコントロールから得る心のゆとりな

どは本人の気の持ち方で大いに変化しうる事柄といえるだろう｡

最後た､＼母親の面接から得られたこれらの明らかにされた結果を､どのような形で

支援プログラム化していくのかは今後の課題である｡また､本研究の対象は23人の限

られた数であり､複数の子どもを持つ母親が 9割を超えていた｡このことから､子ど

もの数と育児幸福感の関係分析については課題が残されたふさらに､分析についても

研究者らの主観によるところが大きいところから､一般化には慎重を期す必要がある

と考える｡
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7 結論

母親 23人を対象とし､半構成的面接内容に基づいて面接を行ない､データを収集

した｡分析は面接の内容を逐語録に起こし､質的記述的研究方法により分析を行った｡

結果として子育て期をより幸福に過ごすための母親の工夫では､"無理をしない範囲で

の生活の工夫"､"他者からの育児体験のレスポンスと安心"､"時間のコントロールか

ら得る心のゆとり"､"大変なことを乗り越えた自己評価"､̀̀ス トレスが報われる実感''､

"同居者-の依存と感謝"､''子どもとの時間､空間､気持ちの一体感"があった.子育

て期をより幸福に過ごすこと-の困難では:''複合化したス トレスからくる疲れとイラ

イデ'､̀ あ̀れもこれもと思う自分の性分"､"人に任せられない自分がやるという気負

い"があった｡育児幸福感の母親自身や育児-の効果では 癒̀される''.､"思いやりの心

"､"育児の原動力"がもたらされていた｡

8 おわ りに

研究にご協力いただいたお母様方には心より感謝申し上げます｡

なお､本研究は 17-19年度文部科学研究基盤研究費C (課題番号 17592258)による

補助金によって行われた｡

9 文献

浅井英典.藤本弘一郎.大柿哲朗 (2001).中高年女性の体力､主観的幸福度および抑

うつ度の改善に向けたレジスタンス トレーニングの有効性について.日本整理人

類学会誌,6(2),45-53.

Argyle,M(1987)/石田梅男訳(1997).The Psychology ofHappiness.幸福の心理

学,東 京 :誠信 書房 .

Costa,P.T.&MacCrae,R.R.(1980).In瓜uenceofextraversionandneuroticism on

subjectivewell-being-Happyandunhappypeople-.Journal ofPersonality and

SocialPsychology,38,668-678.

Fordyce,M.W.(1977). Development ora program to increase personal

happinessJoumalorCounselingPsychology,24,511-521.

Fordyce,M.W.(1983).Theprogramtoincreasehappiness;Furtherstudies.Journal9f

CounselingPsychology,30.483-498.

フルポムッレ･スマナサーラ著 (2006).怒らないこと.東京 :サンガ新書003.

石井留美(1996).主観的幸福感研究の動向,コミュニティ心理学研究,1(1),94-107.

LazaruS,R& Folkman,S(1996)/本明寛他訳.ストレスの心理学,269-277,東京:実務

教育出版.

Lazarus,R.S.(ed.)aSBl).加 stTt25Sd apbg曲 ,h旺血ls触 Cl立正d 陶軸 dogy,

沌WYdrk.

松井利夫.正通寛治.中村雅子他 3名 (2000).PhiladelphiaGeriatricCenterモラール

尺度を用いた在宅高齢者の主観的幸福感の横断的調査.北陸公衛誌,28(1),

17-23.

森有正 (1977).経験と思想,東京:岩波書店.

ヽ

-49-



大森荘蔵 (1980).r心一身｣の問題,4-37,141-190,東京:産業図書株式会社.

seidlitz,L.&Diener,E.(1993).Memorry forpositiveversusnegativelifeevents-

theoriesforthedifferencesbetweenhappyandunhappypersons-.Journalof

Personality andSocialPsychology,64,654-664.

清水嘉子(2001).育児環境の認知に焦点をあてた育児ストレス尺度の妥当性に関する研

究,ストレス科学,16(3),176-186.

清水嘉子.伊勢カンナ(2006).母親の育児幸福感と育児場面の実態,母性衛生 ,47

(2),344-351. )
YoshikoShimizu,ShinobuSekimizu,ToshikoEndo,(Ed.)(2006).Mother'SHappiness

in childCare-EffectsofStressandHusband'ssupportinParentingl.THE
7TH SNU ERIINTERNATIONALCONFERENCEEDUCATION RESEARCH by

KOREA(SEOUL),631-632.

shinobu Sekimizu,YoshikoShimizu,ToshikoEndo,(Ed_)(2006).The Relatinship

betweenJapaneseMother'schildcareHappinessandTheirEmploymentStatusi

THE7TH SNUERIINTERNATIONAL CONFERENCE EDUCATIONRESEARCH

lyKOREA(SEOUL).633-634.

清水嘉子.関水しのぶ.遠藤俊子他 1名 (2007).母親の育児幸福感一尺度の開発と

妥当性の検討-,日本看護科学学会誌 ,27(2),15-24.

Ryff,C.D.(1989).Happinessiseverything,orisnot?explorationson､the

meaning of psychological well-being,Joumal of Personality and Social

Psychology,57,1069-1081.

ー 50-



Abstract

Purpose

TTlisstudyinvestigateshowmothersworktoenhancetheirwell-being inthechild-canng

years,theeffectsofapositivestateofmI'ndduriJlgthistimebrJ'ngs,andwhathindersmothers

aomboostingtheirlevelsofhappiness.

Method

Alooselystructuredinterviewwasconductedwith23motherswithin血ItSlivinginCityA.

Allinterviewsweretapedandtranscribedverbatim･1medatawasthenanalysedqualitatively

aJldinductively.

Results

Themethodsthatmothersusedtoheightenhappinessduringchildcareincluded(a)adding

somecreativitytotheirdailylifTetoamoderateextent;(b)listeningtoothers' chi]dcarc

experiencesandtherebyfeelingrelieved;(C)maintainingpeaceofmindthrough goodtJ'me

management;(d)praisingthemselvesaRerovercomingtough situation/difnculties;(e)fccling

rewardedforthestressofchiJdcare;(～relyingonandappreciatingpeop]ewithwhomthcy

livewith;and(g)feelingunitedwiththe1-rchildrenintermsoftime,spaceandemotions.TTIe

factorsthathinderedmothers舟omcnhancingtheirwell-beingwhileraisingchildrenwere(a)

fatigueand血strationderived舟omcompoundedstress;(b)theirnaturetotrytodomorethan

theycan handte;and(C)inabilitytotrustotherswith self-imposeddeterminationtodo

everythingbythcmselves･Mothers'goodwell-beI'ngduringthechlld-caringyearswasfound

toboost]evelsofthoughtfulness,adrivingforceinchildcare,andcomfort.

ConcltLSion

FactorssuchastheaddJ'tionofsomecreativityintotheirdailylifetoamoderateextent,

Positivcthinking,havingcontactwithothersand,especially,)istcningtothem,andfeeling

unitedwith theirchildrenintermsoftime,spaceandemotionsareconsideredtomore

effectivelyboostmothers'happiness･ItwasfotJndthatfeclinghappymore鮎quently

contributedtoevengreateroverallhappiness,whichintumresultedinincreasedconsideration

forotherfamilymembers,includingtheirchildren.Itisalsoassumedthatrelianceonand

gratitudetopeoplewhomtheylivewith,feeh'ngrewardedfortheirstress,con爪denccgained

through managingtough situation,andmaintainingpeaceofmindthrough goodtime

managementa陀amOngfactorsthatcou一dchangemothers'mentality}therebyboostingtheir

happiness.
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･1＼.

Ⅴ 育児幸福感を高めるプログラムの開発 と評価

Developmentandassessmentofaprogramtoimprove

mothers' childcarehapplneSS

l 要約

母親の育児幸福感を高める2時間程度の少人数参加型プログラムを開発し､プレテ

ス トにより測定手順などに修正を加えた後､7人 1グループとする2回のプtiグラム

を実施しプログラムの前と後及び 1週間後の心理的､生理学的変化の評価を行った｡

その結果､心理的には幸福実感が上昇し､気分の変化として`̀緊張と興奮''こ̀疲̀労感"､

`̀不安感"が低下し̀ 爽̀快感"が有意に上昇していた｡育児ストレスでは､̀子̀どもの発達に野

する懸念"が低下し､育児幸福感では､̀子̀どもからの感謝と癒し"が上昇していた｡生理学的

には､唾液アミラーゼの低下傾向､心拍数の低下､HFの上昇､LF/HFの低下傾向が認め

られた｡脳波では､β波､β波が低下し､α波♂ミ上昇しリラックスの効果が認められた｡また､

母親自身の視野の広がりや安心感､育児態度-の変化として託児による母親の心のゆとりや

子どもとの関係の見直しによって子ども-の愛着や成長の実感をもたらしていた｡しかし､1

回のみの開催のためこ参加者間の交流や親睦が十分ではなかったこと､育児幸福感人

の効果をより期待できるものを目指した継続的なコースによる展開とその後の縦断的

な母親の育児幸福感の変化を追跡するという課題が残された｡

2 はじめに

現在日本で開発されている育児している母親のプログラムは､そのほとんどが育児不安や

虐待事例に対するものである｡たとえば育児不安を抱えた母親に対するグループケア(松野

也,2004)､子ども虐待防止のためのアンガーマネジメントグループ(窪田,2005)､｢子どもと

の関係に問題を抱えている母親｣とのグループワーク(小久保,2005)､育児困難感から子ど

も-の虐待が危倶される出産後の母親に対するグループワーク:rAttachment Style

lnteⅣiew｣の応用(相川,2007)､児童虐待におけるグループ支援の類型化とグループ参加

による親の変化の報告(山田他,2006)などがそうである｡親教育プログラム Nobody's

Perfectといった短期的効果を調べた(柴田,2006)一般的な親に対するプログラムは少な

い｡
子ども虐待防止センターが提唱しているMCGくMother and Child Group:母と子の関 .

係を考える会〉(広岡,2004)やグループェンカウンターなどを取り入れた母親のエンパワーメ

ントを高めていく方法による取り組みが行われているが､その評価に関する報告は十分とはい

えない｡育児プログラム以外の分野では Argyle(1991)のハッピネス訓練､Fordyce(1977,

1983)の否定的観念を減らす努力や根建ら(1995)の認知の歪みの修正報告があり､本研究

課題である母親のポジティブな感情を高めるプログラムの開発評価研究は見あたらない｡

また､育児ストレスを抱えながら育児している母親-の支援に関する研究が多いが､その

一方で母親の育児幸福感を扱った研究は少ない｡母親の育児に伴う喜びなど肯定的な感情

である育児幸福感を高めながら､育児をより有意義な体験として､母親自身が育児を通して

自己価値を高め､親として､女性としての発達課題達成に向けた支援を行うことは重要であ

り､その点が本プログラムの意義といえる｡
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近年､看護のエビデンスを明らかにする研究が着目され､様々な看護ケアの検証が試みら

れている｡育児期にある母親に対するプログラムの評価研究では､NCAST に基づく育児支

援プログラムの評価:母親の育児ストレスと子どもの発達からの検討(寺本他,2006)､子ども

-の虐待･暴力予防教育プログラムに関する効果測定研究(石井,2001)､その他のテーマ

では初妊婦におけるセルフケア行動の向上を目指した健康学習指導の実施と評価(真鍋

他,2006)､性暴力被害に関する看護者-の教育プログラムの評価(片岡,2004)などが行わ

れているが､主としてその評価に用いられているのは心理テストと言った心理学的指標であ

る｡それに対し､看護ケアの評価に生理的指標による評価が行われつつある中で(中山,

2006)､プログラムの評価研究では､青年期の母性を育てる乳幼児とのふれあい育児体験に

関する実証的研究では､その評価に心理学的のみならず､生理学的な指標による評価が取

り入れられている数少ない報告といえる(佐々木綾子他,2007)｡そこで､本研究では母親の

育児幸福感を高めるための研究の⊥環として少人数参加型のプログラムを開発し､プログラ

ムの心理学的､生理学的な視点からの効果の検討を行った｡なお､本研究では次のように用

語を定義した｡幸福感をLazalusの理論(Lazalus,1981.1996)に基づいた､肯定的情動であ

る安心､希望､愛情､喜び､感謝､同情､誇りなどの感情とし､｢育児幸福感｣を母親が育児す

ることによって感じる安心､希望､愛情､喜び､感謝､同情､誇りなどの感情を総称した幸せな

気持ちとした｡

3 研究方法

母親の育児幸福感を高めるためのプログラムを開発し､プレテストによるプログラム後､本

テストでは､少人数で行うプログラムであるため 2群に分けてプログラムを実施した｡プログラ

ムを実施した前と後および 1週間後の参加者の心理学的､生理学的変化の評価をした｡本

研究デザインは､対照群にプログラムの介入を試みているが､コントロール群を設定していな

いこと､参加者は無作為抽出によらないことから準実験研究である｡

1)研究期間とプログラム開催場所

プレテスト 平成 18年 6月 A市保健センタ一

本テスト 平成 18年 8月 B看護大学

2)研究参加者

プレテスト A市内在住の初めて乳幼児期の育児をしている母親 8人

本テスト D市内在住の初めて乳幼児期の育児をしている母親 14人

子どもは別室で託児を行った｡

3)研究参加依頼の方法

プレテストではC保健所管轄の保健センター3カ所に案内文の掲示および母子保健事業

参加者に配付した｡参加希望者はC保健所に申し込みを行った｡その後研究者より研究の

目的や方法､倫垣的配慮に関する内容を記した依頼文をとプログラム開催の日程と開催場

所に関する資料を郵送した｡

本プログラムの参加者の募集は､D市保健センターで行われた乳幼児健診に参加した母
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親を対象に､研究者がその待ち時間を利用して研究の目的や方法､倫理的配慮に関する内

容を記した依頼文を用いて説明し､プログラム開催の日程と開催場所に関する資料を渡し

た｡

,r1

4)プログラムの内容 ､

先行研究(清水他,2007)の23名の母親に対する聞き取り調査の結果をふまえプログラム

の内容を検討した｡具体的には母親自身が子育て期をより幸福に過ごすことの土夫として明

らかにされた項目である､̀ 無̀理をしない範囲での生活の工夫"､"他者からの育児体験のレ

スポンスと安心"､̀ 時̀間のコントt7-ルから得る心のゆとり"､̀大̀変なことを乗り越えた自己評

価"､"ストレスが報われる実感''､̀ 同̀居者-の依存と感謝"､̀ 子̀どもとの時間､空間､気持ち

のr体感"と､子育て期をより幸福に過ごすこと-の困難として"複合化したストレスからくる疲

れとイライラ(ストレス)"､̀あ̀れもこれもと思う自分の性分"､"人に任せられない自分がやると

いう気負い"をプログラムの内容に反映させている｡

これらの示唆をプログラムの中心に据え､(》無理をしない範囲での生活の工夫｡つまり､ポ

ジテイヴ思考､他者との交流､人の話を聞く､子どもとの時間･空間･気持ちの一体感をもつこ

とを大切にした｡(診幸福感をより多く感じる振り返りの機会により育児幸福感の頻度を増し､そ

のことはさらなる幸福感を感じることに通じ､結果として家族や子どもを大切にしていることから

このような振り返りを設けた｡(診母親の気持ちの切り替えができるような働きかけにより､同居

者-の依存と感謝､ストレスが報われる実感､大変なことを乗り越えた､時間のコントロール

から得る心のゆとりが生まれており､母親自身の気の持ち方で自身の心理的な変化をもたら

していることから､他者からの働きかけを取り入れた｡

1 表8 プログラムの内容

1オリエンテーション 本日の托れ､約束について

2座禅の呼吸を繰り返す 深くすってゆっくり口から息を吐き出す 5分

3自分のことを話し仲間を作る 30分

今日は何色 くその理由)を切り口に､名前､子どもの年齢.家族構成､

グループ参加の動稔､今日の出来事など話してもらう

自由に話したいことを話し､いろいろな人の話を開くこと､

4子育てしていて､自分の良いところ 悪いところ 子どもの気持ち お母さんの気持

ちなど思いながら許す 自分と子どもを見つめてみましょう 20分

5楽しく失う 5分

鏡を見ながら全顔フェイスニング (頬や目の周りの筋肉をよく使う)

6子育てして幸せな気持ちになるとき､そのときの気持ちや子どもの様子など 20分

幸せな気持ちや時を大切にする

r子育て手帳Jに幸せな気持ちになったときのことを書きとめてみる

そのことをみんなの前で話してみる

7日を閉じて､今この辞間を感じてみる

子どもの将来や､自分の未来について思い浮かべてみる

8座禅の呼吸を繰り返す
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具体的にはプログラムでは参加者の体験に耳を傾ける､自分を見つめる､自分の良いとこ

ろに気づき認める､子どもの気持ちを振り返る､子どもの良いところに気づく､幸せな時を意識

し大切にする､未来の姿を思い描くに加え､座禅の呼吸(下腹を絞って息を吐き出す呼吸に

よりα波やセロトニンの活性化を促す)や全顔フェイスニング(顔全体の筋肉を使っていきいき

とした表情を作り､気持ちを解放する)を取り入れ約 2時間の少人数参加型のプヮグラムを企

画した(表8)｡また､本プログラムのコンセプトは､このプログラムに参加した後も活用できる

｢いきいき子育て手帳｣に集約し作成した｡手帳は育児幸福感の振り返りを大切にするための

日記帳の記載(飯田,2002)､また座禅の呼吸や全顔フェイスニングの方法によって構成され

ている｡なお､プログラムの中で配付し活用した手帳は引き続き参加後も活用するよう参加者

らに依頼した｡なお研究代表者はプログラム全体のマネイジメントを行い､問題発生時の対応

に努めた｡

i
5) プレテストの実施

本プログラムの実施にあたり別 日に実施したプレテストでは､プログラムの進行者がその進

行と対応について十分な準備をすること､プログラムの前後に実施する各種測定の流れの確

認と測定者が機器に慣れること､本測定時のハプニングの想定と対策の検討などを目的とし

て行った｡プレテストでは､本プログラムを8名の対象者に実施し､その前後の評価項目のす

べてを行い､測定手順はプログラム開始前には質問紙に回答､その間に唾液アミラーゼを測

定､その後脳波と心拍測定を同時に行った｡プログラム終了後､脳波と心拍計を同時に測定

し質問紙に回答､その間に唾液アミラーゼを測定した｡

6) プログラムの評価

本プログラムの評価項目の測定手順は､プレテストによる検討の結果から､プログラム開

始前に質問紙に回答､回答している間に唾液アミラーゼを測定､脳波または心拍計の測定を

行った｡プログラム終了後､唾液アミラーゼを測定し､その後脳波､質問紙､心拍計の測定を

行った(図3)｡

★同紙(育児幸福感尺Jt､書児ストレス尺JZ.気分尺丘.ヰ7(実感など) 文同紙(気分尺丘.ヰ種実感など)

_ 唖汝アミラーゼSPl定(30秒).- 托T 始 HlRJj(;*,.心よ棄 壷 脚 ミ慧 ･干WP叩 甲 削 ふ l況定付果悦明 FE児柊丁･一心泊SN走(5分)

また､プログラムの評価項目は以下に示す(1)から(5)である｡

(1)プログラムに対する感想､参加の影響

プログラムに対する期待や参加後の感想や要望､参加したことによる自身の変化など自由

記述による回答を求めた｡また対象の属性として､母親の年齢､朝 の数と年齢､仕事の有無

と時間､家族構成､夫の年齢､夫の協力の程度について尋ねた｡

(2)心理尺度

心理尺度は参加前と1週間後に1回実施した育児ストレス尺度や育児幸福感尺度､参加
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後､参加1週間後に2回実施した幸福感の程度(幸福実感)や気分尺度であった｡

育児ストレスや育児幸福感に関する状態を把握するす的で､育児ストレス尺度(33項目､"

子どもの成長''､̀希̀望と生きプ料 ､''､"親としての成長''､̀子̀どもに必要とされるこt"､"夫-め

感謝"､"新たな人間関係''､"子どもからの感謝と癒し''､̀ 出̀産や子育ての意義''の8項目の

下位尺度からなる)(清水12001)､育児幸福感尺度(41項目､̀̀育児に伴う不安感"､"夫の育

児サボード､"アイデンティティ喪失に対する脅威''､̀母̀親の体力体調の不良"､"子どものコ

シトロール不可能感､̀育̀児に伴う束縛感"､"育児に対する社会からの圧迫感"､"子どもの発

達に対する懸念"､̀育̀児環境の不備"の9項目の下位尺度からなる)(清水ら,2006;2007)に

5段階評定法に与り回答を求めた｡なお､両尺度は共に信頼性および妥当性わ確保は保証

されている｡また､自覚している幸福実感について 11段階で回答を求め､気分尺度(40項

目､緊張と興奮､爽快感､疲労感､抑彰感､不安感の 5項目の下位尺皮)(坂野,1994)に 4

段階評定法による回答を求めた｡1週間後の質問紙による調査では後日返送とした｡

(3)自律神経活動

ディスポーザブルの電極を参加者の前腕部に貼付し､参加前後の心拍計を 5分間測定しヽ l
た｡測定結果をメモリー心拍計に記録し､コンピューターに直接取り込み､MemCalc/tarawa

(ジ∴ 主ム･エス社製メモリー心拍計)を用いて周波数の解析を行った｡心拍数(HR‥Heart

rate)､呼吸性洞性不整脈に対応する心臓副交感神経活動を反映する高周波数成分(HF:

High &equency,0.15-0.45Hz)､心臓交感神経活動の変化を強調する血圧の動脈圧にみ

られる 10秒周期の自発的なゆらぎと関連する低周波数成分 (LF:Low 丘･equency,

0.0410.15Hz)､心臓交感神経活動と心臓副交感神経活動の両方を反映するとされている

LF/HF比は､心臓副交感神経活動の指標に用いた｡測定値は 5分間の出力された値の合

計値ゐ平均値とした｡

(4)脳波

プログラム参加前後の脳波を各5分間測定した｡脳波計はFM-717(フユーテック エレクトロ

ニク云<株>)を用いた｡電極は前頭葉 2箇所にバンド電極で装着した｡データの解析には

同脳波計用解析ソフトパルラックス打(同上<株>)を用いた｡β波(眠気に近づきややホ●-と

した状態)､α波(開眼でリラックスした覚醒状態 α1こα2､α3)､β波(緊張感を伴った覚

醒状態)の分布率(1分間のそれぞれの波形の出現率,単位は%)を用いた｡

(5)唾液アミラーゼ 二

参加前後に測定用のテストストリップを参加者の舌下に30秒間挿入し､直ちに唾液アミラー

ゼ式交感神経モニタCOCORO METER(ニプロ<株>)(山口,2005)により唾液アミラーゼ

を測定した(単位は KU/L)｡心理的なストレスが加わると上昇し､基準値では 0-30ぱ な̀い

"､31-45ぱ や̀やある"､46-60ぱ あ̀る"､一61以上は だ̀いぶある"の4段階である.朝食後

1時間以内は測定値に影響するため~1時間以内の測定とならないよう留意した｡

7)分析方法 ｢

育児幸福感および育児ストレスの尺度の項目については､̀あ̀てはまる"5点から"あてはま
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らない''を1点とし､気分尺度については､̀非̀常にあてはまる"4点から"全くあてはまらない"

を1点とし､項目の合計値を以後の分析に使用した｡ J

幸福実感については0から10の 11段階の評定を0点から10点として計算した｡

心理検査の得点及び生理学的データは統計ソフトSPSS(14.OJ)を用い､3群の比較では反

復測定による一元配置分散分析(信頼区間 Bonferroni)､2群の比較ではウイルコクスンの符

号付順位検定によりプログラムの前と後のデータの比較を行った｡ 自由記述によるものは

分類の客観性を保証するために複数の研究者により質的に分析し分類した｡

8) 倫理的配慮

本研究に取り組むに当たって､17年度長野県看護大学の倫理委員会の審査による承認

を受けた(審査承認番号#19)0

本テストでは､D市保健センター母子保健担当者に研究目的､方法､意義､守秘義務､研

究の協力および協力拒否が可能である事などを説明し､研究の協力-の東謀を得た｡参加

者-は本研究の説明を依頼文にて行い､研究に協力すると意志表示した者に同意文にサイ

ンを求め､研究の協力を依頼した｡

また､本研究において特定の個人的情報が遺漏しない旨番号化し主研究者のみ連結でき

るようデータを保管し､論文作成段階で破棄すること､本研究以外にデータを用いないことを

依頼文に明記した｡答えたくない質問には答えなくても良いこと､途中で中断してもかまわな

いことを伝えた｡

なお､同様にプレテストにおいても参加者に対する倫理的配慮が行われた｡

4 結果

1) 研究参加者の属性

本テストの参加者 14名の平均年齢は30±1.2歳(25歳から39歳)であった｡就業している

者は4人(うち自営2人)､専業主婦は 10_人であった｡

子どもの年齢は1歳未満が6人､1歳から2歳が8人であった｡家族形態は核家族 11人､

複合家族 3人であった｡夫の勤務形態では日勤帯勤務が 10人､自営 2人､変則勤務が 1

人であった｡

2)測定の結果

本テストでは､7人 1グループに2時間のプログラムを2回実施した｡同一の担当者が実施

し､プログラム前後には測定手塀に添って各測定を行なった｡各測定は4名の共同研究者が

担当した｡プログラムの中では､開始までの待ち時間や､座禅の呼吸で心の安らぎを高める

BGM を活用し､全顔フキイスニングでは手鏡を用いた｡導入の自己鹿介では､あらかじめ色

カードを用いて､現在の気持ちを色でたとえて話を始めるなど､雰囲気を和らげ参加しやす

いよう工夫をした｡予定していた時間でプログラムの内容が終了した｡

(1)心理的変化 ■

①気分(表9)

プログラム参加前と後､1週間後では､"緊張と興奮"(F値 13.955,pく0.01)̀̀爽快感''(F値
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し
5.645,pく0.01)̀̀疲労感''(F値 6.294,pく0.01)"不安感''(F値 60.425,pく0.01)､に有意な変

化が認められた｡プログラム参加前と後では､"緊張と興奮''が13.2から10.4(pく0.05)､"疲労

感''が14.9から13.4(pく0.05)に有意に低下し､̀爽̀快感''が20.6から21.9(pく0.05)に有意に

上昇した｡プログラム参加前と1週間後で臥 "緊張と興奮''が 13.2から10.0(pく0.05)､"疲労

感''が14.9から13.4(pく0.05)､̀ 不̀安感"が14.5から8.2(pく0.05)に有意に低下し､̀爽̀快感

''が 20.6から22.4(pく0.05)に有意に上昇した｡プログラム参加前と1週間後では､"不安感''

が16.4から8.2(pく0.05)有意に低下した｡

"緊張と興奮"と"不安感"はこプログラム参加前､後､1週間後と段階的に低下し､"爽快感"

は段階的に上昇し気分の効果は継続していた｡̀ 抑̀うつ感"については有意な変化はなかっ

た｡
表9プE)グラ与参加前と参加直後および参加1遭同役の気分

n=14

項 壬Jf 参加前 参加直後 参加1丑聞直捷 Ft
平均使 SD 平均値 SD 平均値 SD

緊弓長と典雷爽快感 13.2±3.4a20.6±4.Od .10_4:±3.3b21.9士3.78 10.0 ±3.3く;22.4±4.4f 690●●3.1ー

疲労恵 一 14.9±3.7g 13.4:±4.3h 13.7±3.7i 4.30●

不安感 16.4±3.5k 14.5±2_8l 8.2±1.Oj 53.88●●
抑うう惑 iL= ll.3±3.5- 10.6:±3.3 10.4±3.1 1.61

'pく0.05 '●pく0.01;賀長tl3促 による一元モモ分析

丘とb､aとC､dとe､dとf､gとh､gとi､jとk.J'とIに有意差あり(pく0.05)

表10プログラム参加前と参加直後および参加1週間後の幸福実感

n=14

項目 定時 参加前 雷加直後 l 事加1丑同役 l F鼠平均鐘 SD 平均鑓 SD 平均鐘 SD

'pく0.05 ｢】く0.01 ※反tl濃定による一元巴貫分析

■tbに有主差あり(pく0.05)

(参幸福実感(表 10)

プログラム参加前と後､1週間後では､幸福実感に(F値 5.469,pく0.01)有意な変化が認ノ
められた｡プログラム参加前と後で幸福点は7.8から8.2(pく0.05)に有意に上昇した｡しかし､

プログラム参加前と1週間後､参加後と1週間後では､有意な変化はなかった｡

③育児ストレス(秦 ll)

プログラム参加前と後では､"子どもの発達に対する懸念''が3.5から2.9(pく0.05)に有意に

低下し､"夫の育児サポート不十分';が7.9から9.9(pく0.05)に有意に上昇した｡そのほかの7

項目は参加前と後で有意な変化はなかった｡

表11プl)グラム参加前と参加1遭聞役育児ストレス 表12プログラム参加前と参加1遭間後育児幸福感

育児に伴う不安春

夫の育児サポート不十分

アイデンティティ♯矢に対する書戚
母親の体力件fI不良

子どもに対するコントt)-ル不可能

育児に伴う東洋古

書児に対する社会からの正迫古

手どもの先達に対する丑念

書児Zt攻の不■

14.4±6.5
7.9土3.2

ll.0土4.4
10.1±2.9
10.5士2.9
12.2±3.5
6.1士3.1
3.5士1.7
ll.1±2.3

13.1±5,7
9.9±3.6
ll.1±5.0
9.4±3.0
10.7±2.8
ll.9士3.4
5_7±2.6
2.9土1.3
10.6士1.9

1.-｡認

諾

㍑

霊

●pく〇二05 ※ウイルコクスンの符号付JA位扶定

n=14
切目 定時 ●加前 +ZptL& Zせ

平均せ SE} 平均止 SD
子どもの成長 30.O よo.3 30.0±0.3 0.α)
希望と生きがい 38.6土1.5 38.6ゴ=1,4 0.9ラ
現としての成長 32.3=と3.0~ 33.2~土2.5 1.44
子どもに必貫とされること 18.9±6_0 18.6±5.8 1.24
夫への古鞘の念 23.4士1.7 23.1二±1.9 ∴ 0.65
.新たな人rq耳珠 18.4士1.6 18.7±1.1 1.22
子どもからの感謝と虚し 13.1士2.7 14.1士1.4 -2.21●
出産と子育ての意義 14.6±0.9 14_7±0.8 I.00
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④育児幸福感(表 12)

プログラム参加前と後では､̀子̀どもからの感謝と癒し"が13.4から14.1(pく0.05)に有意に

上昇した占そのほかの7項目は参加前と後で有意な変化はなかった｡

(2)生理学的効果

次のような結果が得られ､いずれもプログラムの効果を評価するのに役立った｡

①唾液アミラーゼ(表 13)

プログラム参加前と後では､31.4から21.4と減少傾向がみられた｡

表13プログラム参加前と参加後の唾液アミラーゼ 表14プログラム参加前と参加後の心拍数､HF.U=/HF
n=14 n=14

4日 河定時期 山 ●加前 事加書& 巨 .平均i SD 平均+ SO

※ウイルコクスンの符号付七位牡定

4日沌定糊 暮加前 事加dltL zt
平均t SD 平均t SD

O柏数 70.2j=8.0 64.7土6.2 2.67●事

HF 427.1±314.2 613.6士493.7 1.98●

●pく0.05 ~pく0.0I ;東ウイルコクスンの符号付Jt位検定

(9心拍数､HF､LF/HF(表 14)

プログラム参加前と後では､心拍数が 70.2_から64.7(pく0.01)に有意に減少し､HFが

427.1から613.6(pく0.05)に有意に上昇した｡LF/HFでは1.3から1.9と減少の候向がみら

れた｡

③脳波(表 15)

プログラム参加前と後では､0波が 16.1から14.6(pく0.05)､β波が 18.4から17.5(〆0.0

5)に有意に減少し､α波が65.4から67.7(pく0.05)に有意に上昇した｡とくに､α三波がαiα

2に比べ20.7から25.2(pく0.05)に有意に上昇した｡

表15プログラム参加前と参加後の眉波 衰16プE)グラムの良かった点

蒜トで fJ]+ *加■tL zt平均■ SD 平J9t SD
0波 16.1±21 14.6±2.8 2.07'
α波 65.4土4.4 87.7士5.2 2.42'

α1 18.1士1.7 17.3士2.6 1.57
α云ー 26.5士5.3 25.2士5.5 1ー83
α3 20.7士3.7 25.2±9.0 2.13●

β波 18.4土2.8 17.5土3ー5 2.07'
'p(0.05 焚ウイルコクスンの符号付1位tL定

件 B

事加舌と話し合うこと 21じくらいの子を持つ母七のtELが叩けた(3)子■ての共書ができた(1)ffL食えて前向きになった(ー)AいEELのIを作ってもらえてJLかつた

(1)自分以外の書えを知れて丘かつたく1)FEができてストレス先Bになつf=(1)

子どもと暮れた経験 子供と暮れて自分白JtをJLつめせせた(2】托兄にmけたJZQL(1)子と 4もと■れた8王だったので久しぶりにリラックスできたく1)

新しい妊験 Lt攻初めての件牡で先分長&.-なった(1)qEtStや兼JlのfFLJ方な 2ど､リラ.Jクスでき.某IIしてみたい(1)

(3)自由記述

①プログラムの良かった点と影響(表 16,17)

プログラムの良かった点では､̀ 参̀加者と話し合うこどが21件ともっとも多く､件数は少ない

が`̀子どもと離れた経験''､"新しい経験"であった｡このことは参加者-の影響として､他の参

加者の話を聞くことで視野の広がりや安心､子どもと離れたことによる母親自身のリフレッシュ

や子ども-の愛着や成長-の実感に通じていた｡さらに､1週間後の変化として､心のゆとり

や優しさ､子ども-の愛着や夫に対する育児態度-の関心がみられていた｡
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表17 プログラムの影響と変化
件数

視野の広がりと安心 他の人の話を訊いたことく3)自分だけが大変ではな 6
いことがわかり､話すことで安心した(1)どのお母さん
も子どもに対して真剣に向き合って優しい気持ちでい
るとわかつたから(1)子育てに完蜜はないことがわ
かつたく1)

自身の育児態度の変化 心にゆとりができて｣家事をする手を止めて子どもの 6
要求lこ答えるようになった(2)子どもに対する言葉や
態度に少しだけど自分なりに優しくなった気がする
(2)少しぐずつても大きく構えられるようになった(1)
育児に心のゆとりを持つよう心がけているく1)

子どもへrq)愛着と成長の実感 託児をしてもらったことで､自分自身のリフレッシュに 4

なった(1)離れてみてさらに可愛い､愛おしいと思うよ
うになった(1)子どもが自分と離れても頑諾っていた
姿を知り成長している実感が持てた(1)子どもと離れ
た時間で毎日同じE3々 の繰L)返しの中からリセットさ
れ､子どもがかわいいと感じた(1)

表18プE)グラムの課題
件数

雰囲気.進行の改善 . もう少しリラックスした雰国東が良かつた(1)もう少し 6
自然に拝ができると良い(1)初対面なので話を切L)
出すきっかけが難しかつたく1)もう少し市がスムー
ズt=進んだら良かつた(1)何を揺そうかオE)オE)し
たく1)繋弓Iしたく1)

定期的に開催し七ほしい 1回ではなく毎月がよい(1)何回かやるともう少し溝 5
せたL)聞けるのではないかく1)定期的にしてほしい
(1)この増だけで終わってしまう(1)もう少し指した

(診プログラムの課題(表 18)

プログラムの課題では､`̀この場だけで終わってしまう''､"何回かやるともう少しは話せたり

開けるのでは"など定期的な開催を希望する内容や､"初対面なので話を切り出すのが"など

雰囲気や進行の改善に対する内容であった｡

5 考察 し

別日に実施したプレテスト,t･は本プログラムの実施にあたり､改善すべき3点をあげる｡(1)

脳派測定ゐ際､託兎しそいも子ともの泣き声に動揺し測定できない参加者が 3例みられ､再

判定を試みても測定不能となったこと､測定不能者が複数の場合プログラムの開始時間に影

響しプログラムの時間確保が難しくなることから､託児の部屋は､子どもの声が聞こえないよう

配慮をする｡(2)心拍の測定と脳波の測定を同時に行っていたが､時間のかかる脳波の測定

は機器を1台から2台に増やして対応する｡(3)唾液アミラーゼは､プログラム終了後の測定

時間の違いによって数値が変化することから終了直後に順次全員測定するとした｡

次に､本プログラムの実施の結果､プログラムの心理的･生理学的効果とプログラムの検討

と課題について考察する｡

1) 本プログラムの心理的･生理学的効果

本プログラムの評価では､心理的･生理学的な検討を試みた｡託児を行い､準実験的デ

ザインよる母親のプログラムの参加による効果が確認された｡心理的効果では幸福実感は上

昇し､気分では爽快感が増し､疲労感､緊張と興奮､不安感は低下し､中でも緊張と興奮､
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不安感は1週間後まで気分の低下が継続していた｡育児ストレスや育児幸福感-の影響で

は､､育児ストレスの"子どもの発達にたいする懸念"が減少し､育児幸福感の`̀子どもからの感

謝と癒し''､育児ストレスの`̀夫の育児サポート不十分"が増加した｡本プログラムに参加するこ

とで､気分は良い方向に保たれ､幸福実感も増していた｡子どもの発達に対する心配が低下

し､子どもからの感謝と癒しに対する育児幸福感が高められていた｡一方では､夫の育児サ

ポートに対するストレスが高まっており､夫-の感謝の念を高めるまでには至らなかった｡育

児幸福感の下位項目を見てみると有意な上昇には至らないものの､上昇傾向にある項目とし

で 親̀としての成長"､"新たな人間関係"､"出産と子育ての意義"であった｡低下傍向にある

項目として､"子どもに必要とされること"､`̀夫-の感謝の念"であった｡変化の見られなかっ

た項目としで 子̀どもの成長""希望と生き甲斐"であった｡プログラム介入による限界もあるも

のと考えられるが､横ばいまたは減少候向にある項目を上昇させるためのプログラムの工夫

が課題となろう｡

生理学的には､唾液アミラーやま減少傾向を示しプログラム-の参加がリラックス方向に作

用したことが示唆された｡脳波では､睡眠-の接近を示す 8波および緊張した覚醒状態を示

すβ波は共に有意に減少する一方､覚醒下でのリラックスの指標となるα(中でもα3)波は

有意に増加しており､プログラム-の参加が心の落ち着いた覚醒状態をもたらしたと判断され

た｡また心拍数の低下とともにHFが上昇していることは副交換神経の活性化に伴うリラックス

効果を示し､さらに､LF/HFは低下傾向にあり副交換神経の元進に伴う気持ちの安定化の

傍向があると考えられた(佐藤､2006)｡

以上のように､プログラムの有効性が生理学的に裏付けられた｡

2) プログラムの検討と課題

先行研究(清水他,2007)から得られた結果をプログラムのコンセプトとして圧縮し､約 2時

間で実施する単発のプログラムであり､参加者自身の語りと､他者の話を聞くことに主眼をお

いていたことから､参加者同士の話し合いや親睦を深める時間のゆとりはなかった｡しかし､

他の参加者の話が開けて自分も同であることを知って安心したり､他の参加者の考えにふれ

視野が広がっていた｡話し合いに至らないまでも他の参加者の話を聞くことは､育児期にある

母親にとって有効といえるo子どもと離れることはリフレッシュやリラックスにつながり､子どもと

離れたことにより愛着が増し､離れながらも子どもが頑張っている姿を見て子どもの成長を実

感していた｡また､母親は､自分自身を見つめ直していた｡子どもと一緒の参加型プログラム

が多い中で､託児による母親-の効果は大きい｡このことから母親が安心して託児をお願い

できるためのスタッフや環境の確保は重要な要素といえる｡また､既存の事業において託児

を取り入れた介入を検討することも意義があると考えられた｡

また､母親は座禅の呼吸や全顔フェイスニングなど新しい体験ができ､産後初めての気分

転換になっていた｡座禅の呼吸や全顔フェイスニングなどの具体的な方法を示すことは母親

にとって新しい体験となっていると共に､心理的･生理学的なリラックスの効果にも通じている

と考えられる｡また､参加後も母親自身が毎日の生活の中で継続できる取り組みの提案とい

える｡しかし､プログラムの課題にある､"もう少し話したかった"､"何回かやると話せたり聞け

たりする''､̀こ̀の場で終わってしまう''､̀初̀対面のため話を切り出すのに難しかっだ'､̀ 緊̀張

した"､"オロオロした"など話をすることに抵抗感があったことや､1回限りのプログラムの課題へ
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が残された｡

1週間後の母親自身の変化では､育児態度の変化としで 心̀にゆとりができだ'､̀子̀どもに

優しく按することができた"､̀ 心̀にゆとりを持つよう心がけている"､ì子どもがかわいいと思っ

た"など育児幸福感がもたらす変化と考えられた｡今後､初対面でなかなか話を切り出せない

こと-の改善に向けて､何回かに分けて開催することが参加者の緊張を和らげより効果をもた

らすものと考えられた｡色舵を用い､現在の気持ちを表してもらうなどゲームの感覚も取り入れ

ていたが､全体的に話すことが苦手な参加者にはさらなる工夫が必要である｡

また､お互いの育児について語る中で､夫に対する不満が引き金となり参加後に夫の育児

態度に対して観察するようになりこ̀ 夫̀の育児サポート不十分"の育児ストレスが上昇してい

た｡この点についても､定期的な開催の中で､̀ 夫̀-の感謝の念"として気持ちを変化させる

までに至らないまでも､夫の立場や思いを理解したり､共感できるような働きかけが必要であ

ろう｡ -,

以上のことから､本プログラムを 2時間程度の継続的なコースとして開催し､今 回十分な

効果が認められなかった育児幸福感-の働きかけを検討し､効果的と考えられる内容をプロ

グラムに盛り込み､できる限りゲ｣ム感覚で自然な形で話をができる工夫と､参加者同士の交

流の時間を確保するなどの改善が必要があると考えられた｡

6 結論

母親の育児幸福感を高めることを目的とする本プログラムは､1回のみの単発のプログラム

であったが､心理学的にも､生理学的にもその効果が認められた.プログラム参加後の生理

学的な次の変化は､いずれもプログラムが参加者に覚醒下でゐ心の安定に寄与したことを示

すまたは示唆するものであった｡①唾液ア主ラーゼの減少候向､②脳波の0波とβ波の減少

とα(中でもα3)波の上昇｡③心拍数の低下とHFの上昇､④LF/HFの低下傾向｡心理学的

には参加者同士の互いの話し合いが参加者の視野の広がりや安心感､託児により育児態度

-の変化として心のゆとりが生まれ子どもとの関係の見直しによって子ども-の愛着や成長の

実感がみられていた｡しかし､̀夫̀の育児サポート不十分''が有意に上昇するなど夫の育児態

度に対して敏感に反応する傾向があった｡また､もっと話したかった､この場で終わってしま

う､定期的にしてほしいなどの声が聞かれ､プログラムの課題として残された｡継続的なコース

によるプログラムの改善を図ることにより､さらに育児幸福感を高めることができると期待され

る｡

7 おわりに

研究にご協力いただいた､A､D市保健センターのスタッフの皆様､参加いただいたお母

様方に心より感謝申し上げます｡特に､プログラムの司会進行にあたり本研究の主旨をご理

解いただき鹿力いただいた諏訪市保健所主任保健師倉田明子氏に心より感謝したい｡ま

た､プログラム夷施にあたり元長野県看護大学助手林陽子氏､福滞照代氏の協力をいただ

いている｡

Jなお､本研究は 17-19年度文部科学研究基盤研究C(課題番号 17592258)による補助金

によって行われた｡
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ABSTRACT

Wedevelopeda2-hourprogramwiththeaimofimprovlngmOthers'happinessinreanngtheir

children.Weconductedthisprogramtwicewithagroupof7mothersfollowlngaPreteSt.

Fourteenmothersunderwentp野ChologiCalandphysiologicalassessmentsbefTore,immediately

after,andaweekattertheirparticipationintheprogram.Theresultsindicatedthattheirsense

ofhappinessincreased.Withrespecttomoodchange,"stressandagitation,""fatigue,''and

"anxiety"decreased,while"exhilaration''increased.Regardingparentingstress,̀qworrying

aboutthedevelopmentoftheirchildren"decreased.Atthesametime,withrespecttotheir

childcarehappiness,mothersfeltgreater"appreciation&omtheirchildrenandasenseof

healingJ'lntermsofthephysiologicalindicators,wedetectedadecreaseinheartrateandan

increaseinhigh一触queTcy･Bminwavesshowedadecreasein0-wavesandPIWaVeSandan
increaseina-waves,whichindicatesarelaxingeffect.Inaddition,byhelpingtobroadenthe

mothers'perspectiveandsenseofreassuranceandbreadthofmindthrough day-Careservices,

themotherswereabletoexpresslovetowardstheirchildrenandexperiencegrowthwithin

themselvesbyre-examlnlngtheirrelationshipwiththeiichildren.Inthefuture,wehope to

devclopthisprogramintoacontinuouscourseandusecross-sectionalassessmentstodetect

changesinmothers'childcaresatisfaction.
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Ⅵ 研究の課題 と今後の方向性

少子化にある我が国の育児環境において､育児ス トレスを抱えながら育児している

母親-の支援に関する研究が多く行われている｡しかし､母親の育児に伴う喜びなど

肯定的な感情である育児幸福感を強化しながら､育児をより有意義な体験とし､母親

自身が育児を通して自己価値を高め､親として､女性として発達課題の達成に向けた

支援を行うことは重要である｡

そこで本研究の課題は､子育て期をより幸福に過ごすための支援プログラムの継続

開発､さらに育児幸福感の程度を測定する尺度の短縮版の再開発とその実用化を目指

すことにある｡ 了＼

本研究の今後め方向性は育児幸福感を高めるための支援プログラムを開発し評価す

るという研究課題 (基盤研究 C)の最終年度に実施したプログラムの評価をふまえ継

続開発を試みたいと考えている｡

このプログラムの特徴は23人の母親に対する聞き取りから明らかにされた､母親自

身が子育て期をより幸福に過ごすこと-の工夫として､"無理をしない範囲での生活の

工夫''､"他者からの育児体験のレスポンスと安心"､"時間のコントロールから得る心

のゆとり"､"大変なことを乗り越えた自己評価"､`̀ストレスが報われる実感"､"同居

者-の依存と感謝"､"子どもとゐ時間､空間､気持ちの一体感"と､子育て期をより幸

福に過ごすこと-の困難としで 複̀合化したJズトレスからくる疲れとイライラ (ストレ

ス)"､"あれもこれもと思う自分の性分〝､̀ 人̀に任せられない自分がやるという気負い

"をプログラムに反映させている-ことにある｡具体的には呼吸法や笑顔で過ごす､自分

を見つめる､･自分の良いところを認める､子どもの気持ちを振り返る､幸せな時を意

識し大切にする､未来の姿を思い描くなど盛り込み約 2時間の少人数参加型のプログ

ラムを企画した｡また､プログラムに参加した後も活用できる ｢いきいき子育て手帳｣

を作成しつどいで配付しっどい後に活用した｡

このプログラムの評価では､特に参加前と後､さらに 1週間後において母親の緊張

･興奮や疲労感を減少させ､爽快感を高めていた｡育児幸福感では､ ｢子どもからの

感謝と癒し｣が高まり､ ｢子どもの発達に対する懸念｣の育児ス トレスが低下してい

た｡また､生理学的には､心拍数の低下とHFの上昇 (副交感神経の克進)､脳波では

α波､β波の低下､特にα波のα3の低下がみられ､リラックスの効果が認められてい

た｡しかし､1回の単発による開催プログラムでは､参加者間の交流や親睦が十分では

なかったこと､さらに育児幸福感-の効果をより期待できるものを目指した継続的な

コースによる展開と､その評価､その後の縦断的な母親の育児幸福感の変化を追跡す

るという課題が残されている｡継続的なコースによるプログラムの企画では､その効

果がより期待されると考える｡

さらに継続研究ではプログラムに参加していない非介入群を設定し､非介入群

に対する縦断的な調査を行う｡本研究による､継続的なコースによるプログラムの

企画によって､より母親の幸福感を高める効果がもたらされるものと期待される｡

また､育児幸福感尺度の開発では､予備的研究に基づいて得られた育児幸

福感を感じる際の場面 798項 目から､研究者らによって64項 目に精選集約し調
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査を実施した｡探索的因子分析の結果から得られた､41項 目 8因子構造からな

る育児幸福感尺度の信頼性､構成概念妥 当性の検討を行った｡結果として､第

2因子の｢希望と生きがい｣が最も高く､第6因子の｢新たな人間関係｣がと最も低

かったが､全ての因子に於いて充分な値が得られ､尺度の信頼性が認められた｡ -′

構成概念妥当性の検討において､育児ストレスとは相関が認められなかったこ

とから､育児ストレスとは独立した母親の情動をとらえるものであると解釈された｡ま

た､主観的幸福感とは､弱い相関関係しかみられなかった為 (｢夫べの感謝の念｣

を除き)､本研究の育児幸福感尺度は一般的な幸福感とは異なる､青海 期に特

異的な幸福感を測定するものであると考えられた｡ただし､構成概念の妥当性の

検討としては､今後引き続き検討する必要がある｡

本 尺度は､8下位尺度で母親の育児幸福感を多様な側面から捉えられること

の利便性がある｡今回新たに､従来の類似した概念尺度t･は測定できなかったr

母親の育児 中に感じる肯定的な感情 (｢子どもに必要とされること｣､｢子どもから

の感謝や癒し｣など)であり､かつ乳幼児期にある母子の愛着をより多面的な場面

で扱ったことは､子育て中の母親の心理状態の査定にきわめて有用である｡本尺

度作成のための調査対象は､対象者の育てている子どもの年齢幅が 6歳以下と

大きいことから､発達段階別にとらえた特徴を明確にすることができないが､実際

に6歳以下の複数q)子どもの子育てをしている母親の心理状態を全体としてとら

えるには有効であり､従来の尺度にはない特徴を有している｡

そこで､今後の課題として尺度の実用化 に向けて､回答者の負担を考え8下 ､

位尺度 (41項 目)からQ?3また畔4下位尺度 (20項 目前後)に項 目を精選した短

縮版の作成をすること｡また､本尺度と生理的指標 (脳波やコルチゾール等ストレ

スの度合を表す)との概念的妥当性の検討､そして尺度結果の判断基準の明確

化により活用性を高めるという課題が残されている｡

尺度開発の課題では､尺度項 目の精選と､尺度によって得られたデータの判

断基準を作成し､子育て支援の現場での実用化を目指すものである｡ ＼
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資料 1

育児中のお母様方-

アンケート調査ご協力のお願い

拝啓､時下ますます ご清祥のこととお喜び申し上げます｡
私 どもは子育てに関する研究や活動に取 り組んでお ります｡

初めて子育て してい らっ しゃるお母様が､いきいきと生活 していただ く

ための支援 を検討する⊥貫 として今回子育て中のお母様 を対象 としてアン

ケー ト調査を計画 してお ります｡

毎 日の育児は肉体的にも精神的にも負担が多いことと思いますが､同時
に喜びや楽 しみを感 じられることも多いことと思います｡

今回のアンケー ト調査によって育児中のお母様が､育児をする中で どの

ような ときに幸福感を感 じてい らっ しゃるか とい うことについて明 らかI羊
す ることが 目的です｡

今回ご協力いただ くアンケー ト記入の際は無記名で結構です し､得 られ
たデータは統計処理を行いますので､個人を特定す るような情報が他人に

知 られ るな どのご迷惑は一切 ございません｡-また､このアンケー トにお答

えいただ くことは義務ではあ りません｡ このアンケー トにお答 えいただ く

ことでお母様方の育児の実際をお聞かせいただき､今後育児 をされるお母
様方の支援 をする上で役に立てるよ う､努力を重ねていきたい と思ってお

ります｡
お忙 しいこととは思いますが､-率直なお気持ちをお聞かせ ください｡
ご協力お願いいた します｡

敬具

長野県看護大学 看護学部 母性看護学講座

教授 清水 嘉子

住 所 :長野県駒ヶ根市赤穂 1694番地
%&Fax0265-8115181

e-mailsimizuy@nagano･nurs･ac･jp
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t.以下の質問にお答えください.

* お母様の年齢 ( )読

* お子様の年齢と性別
第一子 ( )読

第二子 ( )読
第三子 ( )読

第四子 く )読

第五子 ( )読

男 ･文
男 ･文
男 ･文
男 ･文
男 ･文

* お子さんを出産されることを望んでいましたか._
第一子 はい ･いいえ
第二子 はい ･いいえ

-第三子 はい ･いいえ
第四子 はい ･いいえ
第五子 はい ･いいえ

* お仕事はお持ちですか｡当てはまるものに○をつけてください.
はい･いいえ

* 上の質問に｢はい｣とお答えのお母様にお聞きします.お仕事の形式をお答え<
ださい.
フルタイム ･パート ･内職 ･自営 ･その他(

* お子さまと接する1日の平均時間をお答えください.
平日 1日平均(
休日 1日平均(

)時間くらい
)時間くらい

* 1日のうちでストレスを感じることがどれくらいありますか.当てはまるものに○を
つけてください.
いつもある ･ある ･わからない ･たまにある ･全くない

* どなたとお住まいですか.当てはまるものに○をつけてください.
夫 ･子とも ･実父 ･実母 ･義父 ･義母
その他(
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ノ

*主な育児サポートと､その内容･時間･満足度について琴えてください｡享の際､同居
′ 別居にかかわらず､育児をサポートしてくれている方についてお書きください･

①夫がサポートしてくれている, はい ･-いいえ
.内容( )
時間(一日のうちで 時間くらい､ 週に 一 回くらい)
満足度(とても満足 ある程度満足 あまり満足していない 不満)

@父母(義父･義母を含む)がサポートしてくれている はい ･いいえ
内容(
時間(一日のうちで 時間くらい､ 週に 回くらい)
満足度 (とても満足 ある程度満足 あまり満足していない 不満)

@その他( )がサポートしてくれている
内容(
時間(一日のうちで 時間くらい､ 週に 回くらい)
満足度 (とても満足 ある程度満足 あまり満足していない 不満)

ll.育児は大変辛いこともあると思いますガ､日ごろお子さまとかかわっている中で､幸
福感を感じることもあると思います.それは何が原因で､どうしてそのような気持ちにな
っているのかについてお伺いします.以下の項目にそって､自由にお答えください｡

1. あなた自身育児にかかわる中で 皇昼 を感じることはありますか?
あてはまるものに○をつけてください.

1.いつもある 2.ある 3.わからない 4.たまにある 5.全くない
1､2､4とお答えいただいた方は､その事情についてお書きください.
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2･ あなた自身育児にかかわる中で 急呈 を感じる与とはありますか?
あてはまるものに○をつけてください｡

1二いうもある 2.ある 3.わからない 4.たまにある､5.全くない
1､2､4とお答えいただいた方は､その事情についてお書きください.

3. あなた自身育児にかかわる中で 変温 を感じることはありますか?
あてはまるものに○をつけてください.

1.いつもある 2.ある 3.わからない 4.たまにある 5.全くない
1､2､4とお答えいただいた方は､その事情についてお書きください.
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4. あなた自身育児にかかわる中で 星空 を感じることはありますか?
.あてはまるものに○をつけてください.

,1.いつもある 2.ある.3.わからない∴4.たまにある 5.全くない
1､2､4とお答えいただいた方は､その事情について.お書きください.

5. あなた自身育児にかかわる中で 盈誕_を感じることはありますか?
あてはまるものに○をつけてください.

1.いつもある 2.ある 3.わからない 4.たまにある 5.全くない
1､2､4とお答えいただいた方は､その事情についてお書きください.
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6･ あなた自身育児にかかわる中で 周且 を感じるこ申まありますか?
あてはまるものに○をつけてください.

1.いつもある 2.ある 3.わからない 4.たまにある-5.全くない
1､2､4とお答えいただいた方は､その事情についてお書きください.

7. あなた自身育児にかかわる中で 豊里 を感じることはありますか?
あてはまるものに○をつけてください.

1.いつもある 2.ある 3.わからない 4.たまにある 5.全くない
1､2､4とお答えいただいた方は､その事情についてお書きください.

この度はお忙しいなか､ご協力ありがとうございました.

-76-



資料2

平成 年 月 日

樵

お母様方に対する子育てに関する質問紙調査

に関する協力のお願い

拝啓､時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます｡

私どもは子育てに関する研究に取り組んでおりまして､お母様-質問祇調査を計画し

ております｡

平成 12年末に r健やか親子21Jが策定され､その主要課題として子どもの心の安

らかな発達の促進と育児不安の軽減について盛り込まれております｡さらに平成 17年4

月より､看護職が市町村において児童虐待支援を行うことが児童福祉法改正により盛り込

まれ､看護職が育児支援に果たす役割がますます高まっております｡厚生自書によります

と､子どもとの接触経験や育児経験は不足し､地域の人々とめっきあいも減っており､

育児の手本がほしい､子どもといるといらいらする母親が増えており､母親のつらい気持

ちを子どもにぶつけるときの母親の心理状態とその背景を明らかにし､さらにそうした母

親が育児幸福感を感じる場面を想起し再考することで､母親の育児支援の一方法として､

育児幸福感を高めるためのプログラムを検討することを目的として､子育てし七いるお母

様方-質問耕調査を行いたいと考えております｡

具体的な調査の内容は別紙に示しておりますものです｡決してお母様の強要するもので

はございませんので､調査の主旨をご理解頂き調査への協力をお庭い申し上げます｡

対象となりますお母様には､ご紹介頂きました後に､調査用紙を依頼文とともに配布頂き

まとめて回収をお願いしたいと考えております｡

つきましては､研究主旨をご理解頂きまして､ご協力を頂けますようお願い申し上げま

す｡本調査は､平成 17から19年度ゐ3年間にわたって文部科学省研究費によって行わ

れるものです｡ 敬具

問い合わせ先

代表者

長野県看護大学 看護学部

母性看護学講座

･教授 清水 嘉子

Th&Fax 0265-81-5181

e-mailsimiztJy@nagzno-nurS.aCjp
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1.研究目的 : し
育児幸福感を高めるプログラムの開発評価に用いる育児幸福尺度を作成し､さらに育児幸福

感の関連要因を検討する0

2.調査の内容 ;

質問紙による量的調査では平成16年に行われた､育児幸福感に関する情動研究で明らかに

された､育児幸福感を感じる場面や事情から第一段階の尺度項目を作鎗する｡さらに育児幸福

項目に加えて1)夫との関係満足 2)育児ストレス 3)主観的育児幸福感尺度を加えた調査を行

い､育児幸福感を高める要因の検討を行う｡

3一.対象者

質問紙調査は､長野県､山梨県､静岡県在住の修学前の子どもの育児をしている母親で調

査研究の主旨を説明し同意の得られた者を対象とする｡

4.データ収集の手順
ヽ

各市の管轄している課長､さらに保育園/幼稚園､子育てクラブなどの所属長に研究の主旨､

目的､方法を説明し､承諾を得る｡調査対象者-は文書を持って依頼し､了解の得られた

もののみの調査協力とする｡

(

5.研究対象者-の身体的､心理的､社会的なリスク

質問舵に答えるための時間的な制約が生じる｡質問群調査はプライバシーの保護と匿名

性の確保に留意する｡また､研究-の協力は自由参加とする｡

6. 研究によって得られる利益とその利益を受ける人 ､

質問耗調査により日々育児幸福感を感じる場面や状況について､振り返る機会となる｡

7.研究実施に際して研究者などが研究対象者から許可を得るために使用するインフォー

ムドコンセントの書面

(1)母親の対象の選定に当たっては､担当ものが､本研究の参加に当たって子育てに悪

い影響を与えないものと認めたものとする｡

(2)研究対象者に対して､文書にて研究の主旨､目的､方法の説明を行い承諾を得る｡

(3)研究参加-の同意は､個人の意思によるもので決して強要されないことを保証する｡

(4)プライバシーの保護､研究不参加による不利益が生じないことを保証する｡

(5)研究に関する疑問 ･質問にはいつでも回答する｡

(6)研究結果は､まとめ論文として公表するが､個人名が特定されないようにする｡

母親の質問紙調査表 別紙
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子育77にMする穿誉

ご協力のお願い

夏から秋へと季節が変わる頃を迎える頃となりました｡お子さんは､夏休みを過ごしひ

とまわり大きく成長されることと存じます｡毎日お忙しくお過ごしのことかと思われます

が､そのような中まことに恐縮ではありますが､お母様方が育児していて日頃お思いにな

ったり､お感じになっていることを把握する目的で､この調査用紙を作成いたしました｡

私どもでは､今､.育児に如し七､一社会とL.†向をとう支垣していけばいいのカ埴 検討す

ることは､とても重要な課題だと考えております｡この問題の解決や支援の具体策を発展

させるためには､子育てをとりまくさまざまな問題について看護学の立場から学術的な研

究を行い､分析 ･整理していくことが必要と考え､このような調査を企画することにいた

しました｡

今回の調査の結果は､無記名ですし､得られたデータはすべて統計的に

処理されますので､他人に知れるなどのご迷惑をかけることは一切ござ

いません｡また調査の結果は施設を通じてお伝えすることを約束いたし

ます｡なおこのこと-の協力は義務ではありませんし､ご協力いただく

ことがご負担になる様でしたらお断り頂いてもかまいません｡お断りに

なったとしても､お母様に不利益になるようなことは一切ありませんの

でご安心下さ.し,L｡子育七中のお母様がより充実した毎日を過ごせるよう
になることを願い､調査いたしますことをご理解頂きまして､ご協力頂

けますことをお願い申し上げます占なお本調査は､平成17から19年

度の3年間にわたって文部科学省研究費によふて行われるものです｡

平成 17年 9月吉日

【問い合わせ先】

研究代表者 :滑水嘉子 (長野県看護大学母性看護学講座)-

住 所 :長野県駒ヶ根市赤穂 1694番地

TEL&FAX:0265-8lT5181

-e-mail simizuy@nagano-nurs.ac.jp

【記入方法の説明】

質問の各項目に対,して､あなたに該当する番号や､もっともあなたのお気持ちに近い番

号を選択して○印を1つずつ付けて下さい｡望ましい回答などはありませんから､あまり

考え込まず､できるだけ正直にありのままをお答え頂きたいと存じます｡

全て記入できましたら､施設で回収頂きますので､指定された日時に提出いただきます

ようお願い申し上げます｡
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Ⅰ 子育てをしていて感じる幸せな気持ちについてお尋ねします｡1-5のあてはまるものに○をつけて下さい｡
あ あ ど 少 あ
て ま ち し て
は り ら あ は
ま あ で て ま

1子どものできることが増えて嬉しい｡･-･-

2子どもが元気に成長しているとき安心する｡

3大病せずに丈夫に育ってくれていることに感謝する｡･--

4子どもの笑顔や寝顔､しぐさなどを見て喜びを感じる｡-II

5子どもの一生懸命な姿に愛情を感じる｡

6自分や夫と同じところを発見したとき喜びを感じる｡････

7子どもの未来や将来のことを考えると希望に満たされる｡

8子どもの将来のことを考えると楽しみになる｡･････-- ･

9子どもそのものが希望である｡･･-･

10子どもが生まれてきてそこにいること自体が喜びである｡･･･- ･∴･･∴

11子どもがいるから頑張ろうという気持ちになるO～･････････････････････
12子どもと一緒にいるだけで幸せだ｡･･･.一･･...････∴ ･･......･.･.･･

13いらいらもするし喧嘩もするけど自分のモどもはかけがえのない存在だ｡
14生まれてきてくれたことにありがとうを子どもに言いたい｡･-･････-･-

15叱るときもあるがいつもかわいいと思う｡･-･--̀････-･--･-･････

ら て
な は
い ま

ら
な
い

1 21
1 2
1 2
1 2
1 2

1 2
1 2
1 2

1 2

1 2

･･-･ 1 2

16子どもに抱きついてにおいをかいでいると気持ちが落ち着くし､子どもと一緒にいるだけで安心だ｡I･･

17子どもにいやされたとき優しい気持ちになれる｡･･･････････････････････二･･･:･
18子どもに助けられたとき感謝の気持ちになる｡･････････････I････････････････.
19子どもが優しく命を大切にして育っているということが感じられたとき誇りを感じる｡･

20㌧子どもから思いやりの心を教えられることがある｡･･････････････････････-････

21子どもと話したり､抱きしめたり､休と件が触れあうときに喜びを感じる｡･丁････.･････
22叱った後に､かわいそうなことをしたなと思いその後むしろ愛情を感じる｡･･･-･･･

23子どもをほめたり抱きしめたりするととても喜ぶ｡･････:･･･.･･････- ･･･････････
24-緒に食事や散歩をしているときなど親子の粋を感じる｡-- ･- ･･- - - ･

25子どもとのこの時期は2度とこないからこそ愛情を感じる｡-･･････-･-･････-･

26言葉ではうまく表現できない心のつながりを子どもとの間に感じたとき愛情を感じる｡

1 2
1 2

1 2
1 2

1 2

I-････-････- 1 2

●J●●=●HHHH 1 2
･-･--･･-･- 1 2

･-･-･････-･ 1 2
･････-･･-･･- 1 2

27子どもに母乳やミルクなどをあげているときに喜びを感じる｡････-････････････････--･･-,･･--

28子どもに頼りにされていると感じたとき誇りを感じるとともに嬉しく安心な気持ちになる｡･･- ･- - ･･･

29いくら叱っても､お母さん大好きと言･jてくると安心する｡･･･････････-- - ･- ･･･- - ･･･-･･

30どんなに叱ってもrお母さん木好き｣と一日に何回も言ってくれ､子育てしていて唯一安心するo･･･････
31子どもをきつく叱った後でもすぐなついてくれるときに安心した気持ちになる｡･･-･--････････--

32日に日に必要とされ親という実感かわいてきて､子どもに愛情を感じる｡｢･- ･･- - - - ･- -
33子どもをもって無償の愛というものを理解できた｡--･-････--･･--･･- - ･･-････････････

1 2

1 2

1 2
1 2
1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2

1 2
1 2

34子どもに対する愛情は今まで誰にも感じなかったものだ｡････････････････････････i･.･････････.･- 1 2

35お腹を痛めた子を育てられることに喜びや誇りを感じる｡･･･-･-････-･･･････････････-･･････････1 2

36子どもを産めたことに喜びと誇りを感じる｡･･--････-･･-････-･････-･･--･･- ---･･-･- 1 2

37育児は思いどおりに行かないけれどそれを乗り越えて達成できたとき喜びを感じる｡･-･-･--･････-･1 2

38子どもを思う気持ちは誰よりも負けない｡･･･････････････････････････････････_･･･････････････.･･･1 2
39-人でよくここまで育ててきたなと思うと自分に誇りを感じる｡--･･---･-･-･･-･･･････-･･-･′- 1 2
40子どもがいることで家族が仲良くいられることに感謝したい｡･･-･･-･･･････-･･-･-･-･･-････-･ 1 2

41子どもを育てることで見えなかった季希や忘れていたことを身近に感じ見えるようになった｡-･- ････- 1 2

C)∇∇∇C)m ▽C) 次のページにお答え下さい｡ C7VC)cm c7m
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42家族ができたこと､一緒に喜びを分かち合えることが嬉しい｡････････････････････丁･･･････････････

43夫を見て喜ぶ子ども､子どもを見て笑顔になる家族を見モ幸せを感じる｡･_････････････････.･････････

44ぐずられたり､うるさくされたときそのわけを考えようとしている自分に母親としての愛情を感じる｡ - - ･･

45子どもに生きる勇気をもらっている｡-･･-･･･-･･･-････-･････

46子どもを育てていることで､人間的に成長させてもらっていると感じる｡

47子を持って初めて自分を産み育ててくれた両親に感謝したい｡･･･-

48子どもによって自分の心が変わり､強くたくましくなった｡･- - - ･

49子どもを育てることによって自分のあり方を考えさせられる｡ .･ ･ ･- - ･･･-･･'････
50同じ子育てをしていて書労している人の話や姿を見たり聞いたりすると共感する｡

51子供を持ってから感動することが多くなった｡

52虐待している母親の話を聞くと共感する｡

53戦争や難民のことなどとても人ごとのように思えなくなった｡J ･ ･ ･ ･ ･ ･･････････････'･･･････････1

54困っている人を見るとっい助けるようになっtJ･,･････････････････････････････- ･････････
55自分の子どもの頃を振り返って､自分もやらたんだろうと思うと子どもの失敗が許せるようになった｡

56夫婦が協力して育児している姿を子どもに見せていることに誇りを感じる｡
57子どもを通して人とのつながりができたとき嬉しい｡････-･･･-･･･-･････--････--･･･-････

58子どもに関わることで多くゐ人に助けられていることに感謝するとともに安心するO････････････････
59夫が疲れて痕ってきても､今日の子どもの様子を尋ねたり､話に耳を傾けてくれることに感謝している｡

60夫や周りの人が協力してくれたとき感謝の気持ちが湧いてくる｡･･･--･･-I--･････････--･･

61夫が育児に協力してくれることに感謝するとともに安心だ｡

●

●

●

●

62子育てすることによって人との輪が増え､自分の居場所ができた｡ ･ ･ ･ ････-･

63子どもが周囲の人にほめられたりしたときに子どもに誇りに感じる｡･･･-･････

64大変ね､頑張っているねと周囲の人に声をかけられたとき自分に誇りを感じる｡
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Ⅱ 子育てして大変だ､つらいと感じることをお尋ねします｡1-5のあてはまるものにOをつけて下さい｡

1暴れて動き回ったり､いたずらされると困ってしまう｡

2駄々をこねられて困ってしまうことが多い｡

3子供の機嫌が悪くなると困ってしまう｡･-

4夫が子育てに協力的でない｡

5夫は子どもよりも自分の生活を中心に考えている｡･････.･･･/

6夫が私の育児生活の苦労を理解してくれない｡･････-･･･-

7夫の子育ては不完全で､かえって迷惑なことをする｡--･-

8不可解な事件や犯罪に､子どもが巻き込まれるか心配である｡
9子育てから解放されて息抜きできる時間が少なすぎる｡
10子どもの世話で他のやりたいことができない｡･-･････

11教育環境が不備なので子どものゆく未に不安をもつ｡.

12就労している母親に対する社会や行政の配慮が足りないC･････I

13いつか子育てに余裕ができる頃に就職できるかが不安だ｡･･･-

14子育てに専念しているために社会から取り残された気持ちになる｡

15子育てしながらでは就職できるところがないので困っている｡････

16周囲の人に子どもの母親としてしか見てもらえないのが辛い｡･-
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17子育てに関する昔ながらの地域や家の慣習を押しつけてくる｡･･--･-･･･-･･･∴･･-･･････････

18完全な子育てをすべきだという周囲からのプレッシャーをきつく感じるO･･･････-･･････-･････~････一

19子どもの言語能力に気がかりがある｡･････････r･･- ･･･- ･T･:･････- :･･T:･････････････････
20育児のために睡眠不足の日々が続いている｡･･--･････････-･･-･･････---･･･-･･･････-･

21夜間､育児のために何度も起きなければならなくて困っているこ

芦2育児で身体の疲れが溜まっている｡･････････- ･･- .････････････････････････- ･･･
23子どもがあまりにも思いどおりにならない｡･･･････-･･二･･･････-･････････････････････

24育児について期待していたことと現実とめ間にギャップを感じてしまうことが多い｡･････････I

25子どもの知的能力に気がかりがある｡･･････-･･･････-･･∴････････････-･･････-･-

26祖父母の忠告によって子育てに対する迷いが生ずることがある｡
27子どもにどう接していいか分からない｡･/･･･････････････････････････････････････････
28子どもの顔つきや容姿容貌に気がかりがある｡･･････････'･:'･･････････:･････････_･･･････
29育児のことを考えると､漠然とした不安を覚える｡･･･--･･････････-､-･--･･･---･･

30子どもの世話で自分の自由がきかないのがとても辛い｡-･--･･--･-･････････････-

31子育ての毎日同じ事の繰り返しに嫌気が差している｡

32同じ年頃の子どもの様子を知って我が子か劣っているのではと不安に思う｡･- - ････

33子どもの性格に気がかりがある｡･･････-･-･････････-･･-････････････-･･････
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Kl 今現在のあなたの気持ちについてお尋ねします｡1-5のあてはまるものに○をつけて下さい｡

1人生が面白いと思う｡-･･･--････････････････････････-････････････････････-････

2嘩去と比較して現在の生活はとても幸せだ｡
3ここ数年やってきたことを全体的に見てとても幸せだ｡-････････････-･･-･･････-･･･-

4物事が思ったように進まない場合でもその状況に適切に対処できる｡････････････････--

5危機的な状況にであったとき､自分が勇気をもってそれに立ち向かって解決していけると思う｡

6今の調子でやっていけば､これから起きることにも対応できる自信がある｡････････････････1

7期待通りの生活水準や社会的地位を手に入れたと思う｡･･- ･･-････- ･--- ･- ･･

8成功や出世は非常にうまくいっていると思う｡

9自分がやろうとしたことはやり遂げている｡

10自分の人生は退屈だとか面白くないとは感じない

11将来のことは心配ない｡･････-････････-････
12自分の人生は意味がないと感じてはいない｡･･･.
13自分がまわりの環境と一体化していて欠かせない一部であるという所属感を感じることがある｡

14非常に強い幸福感を感じる瞬間がある｡･･- ･･･････- - ･･.････････- - ･- - ･･
15自分が人類という大きな家族の一員だということに喜びを感じることがある｡････････-･････

▽▽▽▽cw ▽▽C) もう一枚ございます｡次をめくっ七下さい｡ ▽▽▽▽∇▽∇▽▽cm c)
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夫のいらっしゃる方のみお答え下さい｡
Ⅳ 夫に対するあなたのお気持ちについてお答え下さい｡また夫があなたをどのように思っていると思われますか ?

非
常
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程
度
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1私は夫の身の回りの世話をきちんとしている｡･-･･･--････-･････････････-･-･･･

2私は夫の人柄を愛し､かけがえのない人として大切にしているO･･････････････････････

3私は夫を心から尊敬している｡-･･-･････-･･････-････････････-･････････--･

4私は夫の才能､能力を認め､それを伸ばすための手助けをしている｡･･････････-･-･･

5私は夫の仕事､活動を理解し支えている｡･----- ･･･

6私は夫を立てている｡

7夫は私の人柄を愛し､かけがえのない人として大切にしていると思う｡･･-････-･････････････- ･

8夫は私を心から尊敬していると思う｡･･･････････････････････-･･･････- ････････- - .･･- I

9夫は私の才能､能力を認め､それを伸ばすための手助けをしてくれていると思う｡ ･･･- ･- ･･･- ･-

10夫は私の仕事､活動を理解し支えてくれていると思う｡-- ･･･-･--･･･････--･･-････････

11夫は私を立ててくれていると思う｡･-･････-････････････-････････--･･-･･-･････････-

12夫は私の意向を尊重し､やりたいことを自由にやらせてくれていると思う｡I---- --･･･-････
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Ⅴ 最後に､お母様自身のことについてお答え下さい｡

あなたは就労していますか? 1フルタイム(自営)21フルタイム(外勤務)3 パートタイム 4 専業主婦

あなたの年齢は何歳ですか?( )歳

お子さんは何人いらっし二郎 ､ますか?1 1人 22人 33人 4 4人 5 5人以上

末子のお子さんの年齢は何歳ですか? ( )読

現在の家族構成は?1夫と子ども 2 夫と子どもだが夫は現在単身赴任で不在 3 夫と子どもと両親 4 子どものみ

夫のいらっしゃる方のみお答え下さい一夫の就業形億は?1 日勤帯中心 2変則勤務 3夜勤中心の勤務 4 自営

Ⅵ なにかお気づきの点がございましたら何なりとご自由にお書き下さい｡

ご協力ありがとうございました｡

-83-



資料3

平成 年 月 日

様

子育てに関する聞き取り調査-のご協力のお願い

`毎日の子育て､つらいこともあれば楽しいことも有ると存じます｡

今回､子育てをしていらっしゃるお母様方を対象に､子育て中に感じる気持ちについて､

お話しをお聞かせ頂きたく思います｡

特に子ともさんに接していて､満足感や喜び､楽しみ..うれしさ､共感の気持ち､ ′安心や

感謝､愛情や誇りなど感じていると思います｡

そのような気持ちをより多くのお母様が感じながら子育てして頂くために､お母様から気

持ちやお話しを聞かせて頂きたいと思います｡ -

また､時には子どもにつらい気持ちをぶつけてしまったりすることもあると思います｡

そのようなときのお母様の気持ちやその後の気持ちなどお話し頂ければと思います｡

時間は30分から1時間程度と考えております｡このこと-の協力は義務ではありません

し､お話しをすることがご負担になる様でしたらいつでもお断り頂いてもかまいません｡

お断りになったとしても､お母様に不利益になるようなことは一切ありませんのでご安心

下さい｡

子育て中の串母様がより充実した毎日を過ごせるようになることを願い､お話しをお開つ
ききしますことをご理解頂きまして､ご協力頂けますことをお願い申し上げます｡

お母様にご協力頂きますことは次の事柄です｡

お母様にお話しをお伺いすることは主に次の事柄です｡

(1)育児中に経験するつらい気持ちを子どもにぶつけることについて

子どもにその気持ちをぶつけてしまうときの事情や場面について

子どもの様子を意識しながら振り返ったときの気持ちについて

(2)育児幸福を感じる場面や状況について

(3)つらい気持ちを子どもにぶつけている時と育児幸福感を感じる時のお母様の振り返り

などです｡もちろんお母様のほうでお話して良いと思われることだけをお話し頂くこ

とでかまいません｡ご負担,になるようでしたら､いつでも中止したします｡

お話し頂いたことはとても大切なことですので､差し支えがないようでしたら録音させて

頂き､調査が終了した時点で消去破棄敦します｡

なお､この調査に関するご質問などございましたら､下記まで何なりとお問い合わせ下

さい｡

以上のことに同意しご協力頂ける方は､同意書に署名をお願い致します｡
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､ 研究者控用

調査協力同意書

㍉

私は､このたび｢子育てに関する聞き取り調査｣に関して､別紙の依頼文によって､以下

のことに了来しましたので､調査へ協力することを同意,します｡

1. 調査の目的 ･意義

2. 調査方法 ･調査期間

3.~調査への参加 J協力の自由

4. 調査への参加 ･協力の拒否権

5. プライバシーの保護

日付 :平成 年 月 日

協力者 (署名)

問い合わせ先

代表者

長野県看護大学 看護学部 母性看護学講座 教授 清水 嘉子

〒399-4117

長野県駒ヶ根市赤穂 1694番地

TR&Fax 0265_81_5181

e-mail simizuy@nagaJIO-nuts.aCjp
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お母様へのイ ビューガイド
!'一iZ5

本日は､お忙しいところ子育ての聞き取りにご協力頂きましてありがとうございます｡

今日は､お母様が子育てされていて感じていることや､少し振り返って頂いたりする中

でお母様のお気持ちやお考えにつヤ､てお話しください?

お話し頂くことは､お母様の子育てしている気持ちを知って､今後のお母様の子育てに役

立てるための⊥助と致します｡お一人お一人のお話を大切にしたいと考えております｡ま

た､お母様のお話に耳を傾けるためにも､お話しはテープに録音させて頂きます｡

お話し頂きますことにつきましては､良い悪い等の回答はあり由 ～のでご安心下さい｡

お母様の素直にお感じになっていますことをお話し頂ければと思います｡し
時間は30分から長くても1時間以内に終わるよう̀に致しますので､どうぞよろしくお願

い致します｡

あらかじめお伺いしておくこと

母親の年

子どもさんの数 (複数の子どもさんが居る場合はどの子ども/さんとのことか確執 )

子どもさんの年

お仕事の有無 仕事の曜日とお仕事の時間

家族構成

お父様の協力の程度

･ 主たるインタビューの内容は (1-10)です｡

･ お母様の本音をしっかりと語ってもbえるようなきき方や､きき方の順序など工夫して

下さい｡お母様がゆったりとした気持ちで､自由になんでも話せるような雰囲気をつく

ってください｡

･ 分析で明らかにしたい事柄を参考に､投げかけた質問に対して､お母様が語ったこと

について､内容を深めるために確認の必要な事柄がある時は､そのための質問をして

ください｡

もう少し ･･･についてお話し頂けますか?

今のお話しは､ ･･･と言うことでしょうか?

･ 判断や評価をするような発見はしないようにしてください｡

*最後に､インタビューにご協力頂けたことにお礼の気持ちをったえ､これからのお子様

の健康と健やかな成長を願っていることを伝え､お礼の晶をお渡しします｡
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インタビュー項目

(1)日頃お子さまに接しながら､子どもさんについてどのような気持ちをお持ちですか?

どうぞご自由にお話下さい｡

お母様自身どのような子育てをしたいと思っていますかせ

(2)育児していて幸せな気持ちを感じることはありますか?心こ残?ている事柄で結構でも

それはどのようなことですか~?どのようなことで､そのような気持ちを感じると思い

ますか?どうぞご自由にお話下さい

(3)育児tLていてお母様が幸せと感じることは､'お母様や育児にどのような影響があると思

われますか?

(4)育児していて子どもさんにストレスを感じることはありますか?心l助 ている事柄で結

構で九 それはど甲ようなことですか?

お母様はどうして､そのことをストレスと感じられましたか?

(5)育児していてお母様がお子さまにストレスと感じることは､お母様や育児にどのような

影響があると思われますか?

(6)お母様が子どもさんや育児で感じるストレスを子どもさんにぶつけることはありますか?

子どもさんにその気持ちをぶつけてしまうときの事情や場面について思い出してお話し

下さレヽ

子どもさんの様子を意識しながら､その時を振り返っていただいてその時のお母様の気持

ちについて教えて下さい.
日頃そのことをお母様自らが振り返ることはありますか?あるようでしたらそのことに

ついてお話し下さV1.

(7)子どもさんに感じるストレスな気持ちを子どもさんにぶつけている時と育児していて幸せ

を感じる時のお母様自身､子どもさんのことなどついて思い出していただいて比較をし

ながら振り返りをしてみて下さい.何か気が付いたことはありますか?それはどのよう

なことですか?

(8)お母様自身育児しての幸せな気持ちをより多くするために､何か工夫していることは

ありますか?自分がどうあったら良いと考えますか?そのために困難なことがあり

ますか?どのようなことでもかまいませんのでお話しください｡

(9)子どもさんにとっての幸せをより多くするために､何か工夫していることはありま

すか?自分がどうあったらよいと考えますか?そのために困難なことがあります

か?どのようなことでもかまいませんのでお話し下さい｡

(10)お母様ご自身が親になったなあと感じることはありますか?

それは､どのようなときに､どのようなことからそう思われますか?･

親になるということは､どのようなことだとお母様はお考えですか?
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<このインタビューで分析を進めたいことかがら>

1.育児していて感_じる母親の幸福感の実態につV,､て

どのようなときに感じるのかではな､く､なぜ感じたのか､感 じるためにはどのような

条件が兄いだせるのか､感じていく過程､幸福感のもたらす影響など

2.子ども_に感じるス トレ東や育児で感じるス トレスと育児幸福感について母親自身がそ

の違いや自分のありかたに気づくことの効果 i

3.育児幸福感を考えるとき､自分のことを考えるのか?子どものことを考えるのか?そ

の両者を含めて考えるのかの違いが幸福感に及ぼす影響

4.母親が実施している幸福感を高めるための工夫と､その困難について

5.その他インタビューの中から新たに兄いだされた事柄
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平成 年 月 日

様

お母様の ｢いきいき子育てのつどい｣参加の

お誘い文の配付のお廉い

拝啓､時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます｡

私どもは子育てに関する研究や活動に取り組んでおります｡

平成 12年束に ｢健やか親子21｣が策定され､その主要課題として子どもの心の安ら

かな発達の促進と育児不安の軽減について盛り込まれております｡さらに平成 17年4月

より､看護職が市町村において児童虐待支援を行うことが児童福祉法改正により盛 り込ま

れ､看護職が育児支援に果たす役割がますます高まっております｡

厚生自書によりますと､子どもとの接触経験や育児経験は不足し､地域の人々とのつき

あいも減っており､ 育児の手本がほしい､子どもといるといらいらする母親が増えており

ます｡

そこで､初めて子育てしていらっしゃるお母様が､いきいきと生活していただくための

つどいの開催の企画をいたしました｡日時､開催場所は別紙の通りです｡

つきましては､お誘いの案内文を対象者の皆様にPRいただきますようご協力をお願い

申し上げます｡本つどいは､平成 17から19年度の3年間にわたって文部科学省研究費

(基塩c)の一環によって行われるもので､明らかになりました結果はこれからの子育て

するお母様の支援に役立てたいと考えております｡

敬具

問い合わせ先

代表者

長野県看護大学 看護学部 母性看護学講座

教授 清水 嘉子

住 所 :長野県駒ヶ根市赤穂 1694番地

'払&Fax 0265_S1-5181

e一mailsimiZuy@nagano-nurS.aC.jp
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小さなお子さんとの生活はいかがですか?育児や家事に追われモス･トレスをため

ていませんか｡子育てしている自分を少し立ち止まって見つめてみませんか?

お母さんがいきいきと生活していただくためのつどいを行います｡

とん等こtするの7
撫 育 af子さんt離れ at母さん同士のケIL-7r7-クをし手す｡

お子さんと離れ､自分のための時間を過ご_しましょう｡

育児や家事の忙しさからひと時解放され､ゆっくりリラックスしましょう｡

子育ての大変さや楽しさなど､いろいろな気持ちをことばにしてみましょう｡

お母さん同士で語り合い､いきいきパワーを満たしましょう｡

8月 28日 (火)/8月 29日 (水) 長野県看護大学 母性小児実習室

時 帝 午前9時3.分から12時まで (壷付は9時から)･

封 専 初めての育児れ ているお母さんであればどなたでも参加できます｡

育児に不安のある方でも参加できます｡

お子さんの年齢は10ケ月から3歳まで｡

号の他 参加は無料で､託児があります｡

･泰零,Btl, このつどいは長野県有猷 学の子育てに関する研和 一郎 行われます｡つどい
l

に参加される前と後に､お母さんの心と体の様子を知るための測定と賞間紙によ

る調査を行いますので御協力ください｡大学から､ささやかですが協力いただき

ましたお礼を差し上げます｡

申込み 参加申込みは8月8日 (水)までです｡稲 大学へ御連絡ください｡

連輯先 長野県看護大学母性看護学講座 教授 清水嘉子

･lh&Fax O265-8ト5181､8ト5153､81-5157

つどい協力者 諏訪保健所健康づくり支援課 保健衛生係
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お母様のいきいき子育て甲?どい参加のお誘い

拝啓､時下ますますご清祥のこととお喜び申しりプます｡

私どもは子育てに関する研究や活動に取り組んでおりましております｡

平成12年末に ｢健やか親子21｣が策定され､その主要課題としそ子どもの心の安ら

かな発達の促進と育児不安の軽減について盛り込まれております｡さらに平成17年4月

より､看護職が市町村において児童虐待支援を行うことが児童福祉法改正により盛り込ま

れ､看護職が育児支援に果たす役割がますます高まっております｡

厚生自書によりますと､子どもとの接触経験や育児経験は不足し､地域の人々とのつき

あいも減っており､ 育児の手本がほしい､子どもといるといらいらする母親が増えており

ます｡

そこで､初めて子育てしていらっしゃるお母様が､いきいきと生活していただくためYの

教室を企画いたしました｡日時､開催場所は別紙の通りやす.r

つきましては､つどいに参加されます前と後､お母様の心と体の様子を知るための測定お■
よびつどいに参加されます前と後つどい参加の1週間後に質問紙による調査を行いたいと

考え<おります｡.

具体的な測定および調査の内容は別続に示しておりますものです｡決してお母様に強要す

るものではございませんので､調査の主旨をご理解頂き調査への協力をお願い申し上げま

す｡その場で終了し調査用続を回申したいと考えております｡

つきましては､主旨をご理解頂きまして､ご協力を頂けますようお願い申し上げます｡

本研究は､平成 17から19年度の3年間にわたって文部科学省研究費 (基盤C)によっ

て行われるもので､明らかになりました結果はこれからの子育てするお母様の支援に役立

てるために行われております｡主旨をご理解いただきまして協力いたたけます方は､同意

についての書類に記入の上つどい参加の前に同封された封筒に入れ投函して下さい｡

敬具

問い合わせ先

研究代表者

長野県看護大学 看護学部 母性看護学講座

教授 清水 嘉子

住 所 :長野県駒ヶ根市赤穂1694番地

'払&Fax 0265-81-5181 e-mai)simizuv店加a旦anO-nurS.aC.iD

研究協力者 .

諏訪保健所 健康づくり支援課 保健師 倉田明千

住所 :諏訪市上川i二1644-10

血0266-57-2927 Fax 0266-57-2953

e>mailkurata-meiko庇pref.na望an0.ip
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いきいき子育てのつどい

対象 初めての子育てをしていらっしゃるお母様

(子育てに不安のあるお母様も歓迎いたします)

お子様の年齢は 10ケ月から3歳まで

定員 各8名程度

会費 ､無料 全員にささやかなお礼を差し上げます｡

日時 A 平成 19年8月28日 (火)9時30分かちi2時

B 平成 19年8月29日 (水)9時3b分から12時

受付は9時から行っております｡受付を済ませた方から

下記にあります測定をさせていただきます｡

全員の測定が終丁したとこ●ろでつどいをはじめさせていただきます｡

参加はご都合の良い日程A､Bのいずれかを決めてください｡

各会とも同じ内容ですので､1回の参加となります｡

場所 . AB 共に 長野県看護大学 母性小児実習室

担当者 長野県看護大学母性看護学講座教員 諏訪保健所保健師など

服装 普段の服装でかまいません｡ /

*子どもさんは別室でお預かりしています｡

遊具を使ってのお遊びをします｡

事前と事後の測定について 1人約 20分程度

測定内容 メモリー心拍計.左右前腕部にディスポーザブルの電極を貼付 5分

簡易脳波計 (頭部にバンドをつける)く心拍計と向時に行う 5分)

唾液テス ト (cocoro METER)舌の下に棒をくわえる30秒

質問紙調査 幸福感尺度 つどいに参加しての感想など 10分

つどい開始前後 (その場で回収)､つどい参加後1週間後に記入 (大学宛に投函)

*恐れ入 りますが､つどい当日の託児中にお子様に飲ませるお飲み物などをお持ち下さい｡
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つどい参加申し込みおよび協力の同意について

このつどい-の参加協力は強制ではありません｡また､参

加された後に途中でやめることもできます｡参加にともなっ

て頂きました測定データや質問紙調査結果は､個人名が特定

できないよう配慮いたします｡また､結果をまとめました後

にはデータを破棄いたします｡

とれらのことに同意の上､私は､このつどいに参加いたし

ます｡また､その前後に行われます､測定および質問紙調査

に協力いたします｡

氏名

住所

お子様の年齢

年齢

連絡先

参加希望のつどい (○をつけてください) A B
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長野県看護大学へのアウt2ス
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育児についての質問紙

つどい参加前く >



Ⅰ子育てをしていて感じる幸せな気持ちについてお尋ねしますら1-5のあてはまるものにOをつけて下さい
あ
て
は
ま
る

少
し
あ
て
は
ま
る

ど
ち
ら
で
も
な
い

あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
て
は
ま
ら
な
い

1子どものできることが増えて嬉しい｡･---･--･-･-･････-･･---･･†･･-･････････--

2子どもが元気に成長しているとき安心する｡･･････････････-･･･････~････････-････

3大病せずに丈夫に育ってくれていることに感謝する｡---･････-････-････-･･･････-･･r-･

4子どもの笑顔や序乱 しぐさなどを見て喜びを感じる｡･- - ･･･････_･_････････-- - ･･:･∴･･

5子どもの一生懸命な姿に愛情を感じる｡･･T･_･･,.･_･････T･,･････_･･.･････_･････････-･･･/･･････.･････

6子どもそのものが希望である｡-･--･-･･･-･････････････---･････････---･---･･

7子どもが生まれてきてそこにいること自体が喜びである｡--･･---･･

8子どもがいるから頑張ろうという気持ちになる｡-･-･･--･･--･-････････-･--･-･･･････

9子どもと一緒にいるだけで幸せだ｡･････････- - ･････････････.･･l････････.･- ･････/･-

10生まれてきてくれたことにありがとうを子どもに言いたい｡･･-･-･--･･-･･-･-･･-･･-･-･･･

11叱るときもあるがいつもかわいいと思う｡T･!･････:て･･!-て･て･･････････-･･････-･･･････････1

12子どもに抱きついてにおいをかいでいると気持ちが落ち着くし､子どもと一緒にいるだけで安心だ｡･･

13子どもにいやされたとき康しい気持ちになれる｡･∴ - ∴ ･1･'･∴ ･∴ ･････････････L･････- -

14子どもに助けられたとき感謝の気持ちttなる｡････- ･･･- ･- - - ･･- ････- ･- - -

15号どもが康しく命を大切にして育っているというちとが感じられたとき誇りを感じる｡- ･･- _-･･- ･I

16叱った後に､かわいそうなことをしたなと思いその後むしろ愛情を感じる｡･- ･･- - ･･････････････

17子どもをほめたり抱きしめたりするととても喜ぶ｡･/･･････････････････････････････････････････

18青葉ではうまく表現できない心のつながりを子どもとの間に感じたとき愛情を感じる｡-･-

19いくら叱っても､お母さん大好きと育ってくると安心する｡---･-･･････--･････････

20どんなに叱っても｢お母さん大好き｣と｣ 日に何回も言ってくれ､子育てしていて唯一安心する｡-･･･

21子どもをきつく叱った後でもすぐなっいてくれるときに安心した気持ちになる｡･･････････i･･･････-

22日に日に必要とされ親という実感がわいてきて､子どもに愛情を感じる｡･･--･･--･--･･-･-

23子どもをもって無債の愛というものを理解できた｡TT!･･!?7- !TT･丁･･････!･- ･･- ･

24お腹を痛めた子を育てら坤 ことに喜びや誇りを感じや｡･･.･･.･∴････.- ･･････････････

25子どもを産めたことに喜びと誇りを感じる｡･:..･:･∴ ..･- .- ･･･...- ･･...･･･.I

26育児は思いどおりに行かないけ九とそれを乗り越えて達成できたとき喜びを感じる｡- ･- ････････

27子どもを思う気持ちは誰よりも負けない.I

28夫を見て喜ぶ子ども､子どもを見て笑顔になる家族を見て幸せを感じる｡･-･-･･････････_･･--･

29子どもに生きる勇気をもらっている｡･･･,･･････}････/････- -.･･････- ･･･- ･･････････････

30子どもを育てていることで･人間的に成長させてもらっていると感じる｡T･･:･丁･:･････.･･････:･て････

31子を持って初めて自分を産み育ててくれた両卦 こ感謝したい｡･･- - ･･････- ･････････1･････
32子どもによって自Jiilb心が変わり､強くたくましくなった二･･･- ･- - ･･･- ･･･････'･････-･･･
33子どもを育てることによって自分のあり方を考えさせられる｡････････････････････････-･･･････
34夫婦が協力して育児している姿を子どもに見せていることに誇りを感じる｡- ･･･････- ･-･- ･･･

35子どもを通して人とのつながりカ,iできたとき嬉しい｡･･････････････････････････････- ････････

36子どもに関わることで多くの人に助けられていることに感謝するとともに安心する｡･･･････---･-

37夫が疲れて帰ってきても､今日の子どもの様子を尋ねたり､話に耳を僻けてくれることに感謝している｡

38夫や周りの人が協力してくれたとき感知の夷持ち嫡如 tl七福 ｡A･････- ･････････････- ･- ･･･

39夫が育児に協力してくれることに感封するとともに安心だ｡･- - - ･･- ･･- ･- ････-- -

40子育てすることによって人との輪が増え､自分の居場所ができた｡- ･- - ･-･- ･･･- - -

41子どもが周囲の人にはめられたりしたときに子どもに誇りに感じる｡･･.- ･-･- _- - - ･- -
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Ⅱ 阜育てして大変だこちらいと感じることをお尋ねします｡1-5のあ七はまるものにOをつけて下さい｡
あ
て
は
ま
る

少
し
あ
て
は
ま
る

ど
ち
ら
で
も
な

い

あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
て
は
ま
ら
な

い

1暴れて動き回ったり､いたずらされると困ってしまう｡･･･････････････- - - - ..･･.･丁●= ●●1 2

2駄々をこねられて困ってしまうことが多い｡･････････_･･････- ････････- ･･'･････- ･････････1

3子供の機嫌が悪くなると困ってしまう｡･････････････- ･･･- ･････.････････........-..●-'●Hl1

543

4

4

3

▲3

2

2

4夫が子育てに協力的でない｡J････'･'･･-･･.････- " ･････T- ････････････････････- ･･'= ●I 2 3

5夫は子どもよりも自分の生蕗を中心に考え七いる｡- ･j･････丁- :･･････∴ ･･- ･･･_･･∴･････ 1 2 3

4

4

6夫が私の育児生活の苦労を理解してくれ叫 ､｡- - :････:_･:･.･･･････- ････= - - 日 日'1 2 3 4

5

5

5

5

5

7夫の子育ては不完全で･かえって迷惑なことをする｡- ････- - ･- ････- ･- ･･･- … … ･1 2-3 4.ー5

8不可解な事件や犯罪に;子どもが巻き込まれるか心配である｡･･- - ･- - - ･･- - - =●1ー2 3 4 5

9子育てから解放されて息抜きできる時間が少なすぎる｡- ･二･･;･'･… … i… ･･･.･… ････････●1 2 3

10子どもの世話で他のやりたいことができない.- -- - - ･･- ･････- ･- ∴ - - ･- - 1 2 3

11教育環境が不備なので子どものゆく未に不安をもつ ｡･･/･- - ････̀･････････日日･･'･･日 日-I･2

12就労している母親に対する社会や行政の配慮が足Drない｡･･･- ･- ･･- - ･●●･･･････'●日日 1

13いつか子育てに余裕がセきる矧 こ就職できるかが不安だ｡･- ･･･････････････- ･･･- ･･････11

14子育てに専念しているためtt社会から如 残された気持ちになる.･･- - - ･･･∴ - ････････ 1

15子育てしながらでは就職できるところがないので困っている｡･- ････- ･････- 丁･････････l- ･1
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4

4

3

､
3

2

2

16周囲の人に子どもの母親としてしか見てもらえないのが辛い｡- ･･･････････････… … ･･_･･･… ･L1-2 3 4 5

17子育てに関する昔ながらの地域や家の慣習を押しつけてくる｡･丁･････････････- - ･- ･= ●̀･1 2 3 4 5

18完全な子育てをすべきだという周囲からのプレ少シヤーをきつく感じる｡- - - ･･･-･････････= 1 2 3-4 5

19子どもの言語能力に気がかりがある｡･ 1 2 3 4 5

20育児のために睡眠不足の日々が続いている｡･1････-- ･.･･･････:･･:･･･- ･･.･･:････････････1 2 3 ′4 5

21夜間､育児のために何度も起きなければならなくて困っている｡- ･･･- - - -････- - ･- 1.2 3 4 5

22育児で身体の疲れが溜まっている｡･- - ･- ･･- - ･- - ･- ･- -･･- ････- ･- ･1 2 3､4 5

23子どもがあまりにも思いどおりにならない｡- ･- ･- - - - - - - - - ･- - ･･- . 1 2 3 4 5

24育児について期待していたことと現実との間にギャップを感じてしまうことが多い｡'･- - - - ･･- 1 2 3 4 5

25与由 の知的虚力に知 切､脚 ある｡- ･･.･･_･･･- ･;････- ･.･r････'･.- ･･･････- ･･･････- 1 2 3 4 5

26祖父母の忠告によって子育て岬 する迷いが生ずることが奉る｡････････････- ･････- ･･∴ ∴ I 2 3 -4-5

27子どもにどう接していいか分からない｡･･- ････････････- - ･･･････････････････て････････1 2 3 4_5

28子どもの顔つきや容姿容貌に気がかりがある｡- - - ･- ･- ････- ･- - ･- -･- - ･1 2 3 4.-5

29育児のことを考えると､漠然とした不安を覚える｡- - - ･L･･･J･･一- ････････- ････- ･･- ･･･1 2 3 4 5

30子どもの世話で自分の自由がきかないのがとても辛い｡ ●●1 2 3 4 5

31子育ての毎日同じ事の繰り返しに嫌気が差してV.'る｡･･- - ･･･L････････････.･- - ････････I 2 3 4＼_5

32同じ年頃の子どもの様子を知って我が子が劣っているのではと不安に患う｡- - ･- ･- - -- 1 2 3 4 5

33子どもの性格に気がかりがある｡- ･- - ･･- - ･･･- - ･･-- ･- ･･･- - - ･- - 1 2 3 4 5

∇W もう｣枚ございます｡次をめくって下さい｡
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Ⅲ 今の気分の状態についてあてはまるところにOをしてください｡

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
00
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3

Ⅳ

Ⅴ

興奮している
気分が高ぶってじっとしていられない-･-･･-･･-･-･
緊張している
そわそわしている
怒っている
焦っている
いてもたってもいられない
いらいらしている
心静かな気分だ･-･･---･--･･-･････--･-･-･･････---･･･----･･
頭の中がすっきりしている---･-･--･-･･･-･-･･-･-･--･-･･･-･-･････
くつろいだ気分だ-･･---･-････････････-･-･-･･-･･-･･-････--･-･-
物事を楽にやることができる･--･-･--･-････--･･-----･---･-･--
いきいきしている･･------･-･--･--･-･･-･-･･････----･-･･--
元気いっぱいである-･---･--･･-----･-･･--･･･-･･-･･･--･･･-･
気持ちが引き締まっている-･･･-･･･-･--･-･･-･-･---･･-････-･･････-
充実している････-･･--･--･･--･･･-･･-･･･-･-･--･-･-･----･-
何もしたくない-･-････-･---･-･･-･･-･-･-･--･--･･-･-･-･･･--
面倒くさい･--･･･-･････-･･････--･---･--･-･･･-･･-･･-----･･
物事に気乗りしない･-･---･------･---･-------------
しらけている-･･･-･---･------･-････---････-･--･---･･･-
わけもなく疲れたような感じがする･･--･･･-･-･････-･--････-････-----
集中できない-･-･･-･･-･･･--･-･-･-･･･-･･-･･-･･････--･-･---
ぐったりしている--･---･--･･･-･･----･･･---･-･-･･-････-････
誰にも話しかけられたくない･-･･-･･-･-･･--･･-･-･･･--･･･--･･-･--
気持ちがめいっている-･･-:- - ･･- - - - - - - - ･- - - - -
気持ちが沈んで表彰である････････-･････････-･････-･･･････････････････････
みじめだ････--･-･･--･-･-･･-･--･-･･--------･-----･･
がっかりしている･･--･-･--･----･-･---･--･--･--------
気が重い･-･-･---･･--･･-･･･-･---･･--･--･････････--･････-
つらい-･-･･--･-----･-･･----･･･---･-･-･---････-･･-･
むなしい-･--･･-･･････-･-･･-･･･-･･-･--･---･-････-･･･--･･･
一人きりのようでさみしい-･････-･-････-･･･---････-･-･･--････-･--

あなたは現在どの程度幸福だと感じていますか｡｢非常に幸福｣を10点､r非常に不幸｣を0点として､

あなたは何点ぐらいになると思いますか｡あてはまるものを1つ選び番号にOをつけて下さい｡
嶋
点
点
点
点
点
点
点
点
点
点

1
9
8
7
6
5
4
3
2
1
0

1

2
3
4
5
6
7
8
9
0
1

1
1

非常に幸福

非常に不幸

最後に､お母様 自身のことについてお答え下さい｡
あなたは就労していますか? 1フルタイム(自営)2フルタイム(外勤務)3パートタイム 4 専業
あなたの年齢は何歳ですか?( )歳

お子さんは何人いらっしゃいますか?11人 22人 3 3人 4 4人 5 5人以上

末子のお子さんの年齢は何歳ですか? ( )顔

お子さんの偉康状態について(

現在の家族構成は?1夫と子ども 2 夫と子どもだが夫は現在単身赴任で不在 3 夫と子どもと両親
4 子どものみ

夫のいらっしゃる方のみお答え下さい一夫の就業形態は?1 日勤帯中心 2 変則勤務 3 夜勤中心
の勤務 4 自営

その他の教室やサークル活動の参加について 1ある(
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1
1
1
1
1
~
1
1
1
1
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1
1
1
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1
1
1
1
1
1
1
1
1
t
~
1
t
t

)2ない

ご協力あ りがとうございました｡



育児についての質問紙

つどい参加後< >



Ⅰ 今回のつどいに参加されて意見や感想などお聞かせください｡

1お教室に参加されて当初の期待は達成されましたか

①はい ②いいえ ③どちらともいえない

21で②または③を選んだ方のみお答えください｡その理由をお書きください

2お教室に参加されて良かった点にについて

3お教室に対してこうしてほしかったなどのご意見について

Ⅱ あなたは現在どの程度幸福だと感じていますか｡

｢非常に幸福｣を10点､｢非常に不幸｣を0点として､あなたは何点ぐらいになると思いますか｡

あてはまるものを1つ選び番号に○をつけて下さい｡､

1 10点 非常に幸福

2 9点

3 8点

4 7点 ､

5 6点

6 5点

7 4点

8 3点

9 2点

10 1点

ll 0点 非常に不幸

cm もう一枚ございます｡次をめくって下さいO
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Ⅲ 今の気分の状態についてあてはまるところに○をしてください｡

1興奮している---

2気分が高ぶってじっとしていられない-･･

3緊張している

4そわそわしている･-･･-･･--･--･･--･････--･･-･--･--･･-･-･･------･-･-
5怒っている-･---･･･････-･･-.･
6焦っている･･･････- ･････････-･-･--･-････････････-TI,･････････････-･--･･

7いてもたってもいられない- - - .- --.--.----･･∴･-.---･-- - ･

8いらいらしている

9心静かな気分だ･･-･-･･･-･･-･-･---･･--･-･-･-:･･---･-･-･･---

10頭の中がすっきりしている･･･････-･･･-･･-･･･---･･-･-----･･-･-････--

11くつろいだ気分だ･･･- ･･･.････/- ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ - ･･･････--- ･･････- ･･･1

12物事を楽にやることができる･･- - ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ - ･ ･ ･･･････- ･--････.･- - ･･- ･･

13いきいきしている･･････-･･-･･--･･- ･･-･----･･-･-･-･-･-･--･･･････

14元気いっぱいである･---･･-･----････-･･-･･-･-------･-･-･･-･

15気持ちが引き締まっている･･････- ･.････- ･･････-- - ････- ･･････T･･･････-

16充実している----･-･･-･･-･-･----･-･-----･-･･-･･------

17何もしたくない----･･･-･-----････-･-･--･---･--･-･--･･-･-

18面倒くさい- ･- ･- - ･･- - - - - - ･- - -- ･- -････- ･- ･- ･:

19物事に気乗りしない- - ･･- ･- ･･- - - - - - - - - - - ･･- _- - ･

20しらけている･-･･･-･-･--･-･･-･-･････----･････--･･･------･･-

21わけもなく疲れたような感じがする･･･-･-･･･--･-･･--･---･-･----･---

22集中できない･---･--･----･･---･---･-･-･-･-･･-･･-･-･---

23ぐったりしている･-･-････-･･･-･-･････-･･･----･･--･--.-.-.-･∴-.

24誰にも話しかけられたくない･-････-･---･---･･･------･---･･--･-･

25気持ちがめいっている---･･･-･･･--･･････････----･-･･･-....=-.....-

26気持ちが沈んで憂哲である-･････････-･････････････････････--･････--････.･･･

27みじめだ･-----･･･-･･･--･-------･･･-･-･-･---･･･-･---･

28がっかりしている-･･-･--･･---･--･-･･-･････-･--･･-･---..--.-

29気が重い･･---･-･---･-･----･･----･----･･--=-日日.｡｡.=

30つらい･･-･-･････-･--･-･･-･-･･-･-.-.=｡.･=･-･--=‥‥‥..日.日.

31むなしい･-･--･･-･-･･･-･---･=‥･--.‥｡･-=-･-･-､.‥‥‥...‥‥

32-人きりのようでさみしい･･････-･･----･-･-･--･----･･･-･----･･-
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ご協力ありがとうご ざいました｡



育児についての質問紙

つどい参加1週間後く 〉

①



l 子 育てをしていて感 じる幸せ な気持 ちについてお尋ねします｡1-5のあてはまるものに○をつ けて下さい

あ
て
は
ま
ら
な
い

1子どものできることが増えて嬉しい｡･,-･････････-･･･_･- - ･･.････････････.･･･････.- ･･1

2子どもが元気に成長しているとき安心する｡

3大病せずに丈夫に育ってくれていることに感- る｡･∴ ････l･'･････'･':･･,･･･････- ･･･････- ･1
4子どもの笑顔や寝顔､しぐさなどを見て盲びを感じる｡･- - - ∴- - ∴ - - - - - ･- 1

5子どもの一生懸命な姿に愛情を感じる｡･- ･･････････････････････････- ･････････････････I

6子どもそのものが希望である｡--････-･･･-･････-･･････-･----･･･-･-･-･-･-- 1

7子どもが生まれてきてそこにいること白棒が喜びであるO

8子どもがいるから頑張ろうという気持ちになる｡･- ･:- ････:･･- - ･･- ･- … ･- ･… … 1
9子どもと一緒にいるだけで幸せだ｡･∴ ･･･∴ ･･- - ････････････/･･････- ･･････････････1

10生まれてきてくれたことにありがとうを子どもに言いたい｡･- ･- ･･- - - ･- ･- - - ･- 1

11叱るときもあるがいっもかわいいと思う｡････-･･･････････････････････････-･･-･･･････-････ I

12子どもに抱きついてにおいをかいでいると気持ちが落ち着くし､子どもと一緒にいるだけで安心だ｡- 1

13子どもにいやされたとき康しい気持ちになれる｡･･･- チ- !･････････････';････/･･･- = '･･.1

14子どもに助けられたとき感封の気持ちになる｡･･･二･:･- - - ･･- ･- ･- - - ･- - - 1

15子どもが優しく命を大切にして育っているということが感じられたとき誇りを感じる｡･_- ･･･- ･･･････1
16叱った後に､かわいそうなことをしたなと思いその後むしろ愛情を感じる｡- ･- -- - - ･-･･1

17子どもをはめたり抱きしめたりするととても喜ぶ｡--- ･- ･- ･-･･-･- -･------- 1

18言葉ではうまく表現できない心のつながりを子どもとの間に感じたとき愛情を感じる｡･･- - - ･･･I1

19いくら叱っても･串母さ4,大好きと言ってくると安心する｡･････････････････.･･･- ･･･二･･日 ●'･'1
20どんなに叱っても｢お母さん大好き｣と一日に何回も言ってくれ､子育てしていて唯一安心する｡- ･･1

21子どもをきつく叱った後でもすぐなっいてくれるときに安心した気持ちになる｡- - ･･･-･･･････- 1

22日に日に必要とされ親という実感がわいてきて､子どもに愛情を感じる｡- ･- - ･･∴･･-･･･- 1

23子どもをもって無償の愛というものを理解できた｡- - ･･･-- -- ･- ･- - -･････- ･- 1
′〉

24お腹を痛めた子を育てられることに喜びや誇りを感じる｡･- ･-I-･- - ･････- - -- ･- 1

25子どもを産めたことに喜びと誇りを感じる｡･････.････････- ･････････- ･････.･･- ･････- ･･ 1
26育児は思いとおりに行かないけれどそれを乗り越えて達成できたとき喜びを感じる｡- ･･- ･･････.I

27子どもを思う気持ちは誰よりも負けなl㌔･･･∴- ･･･-- ･･･････t･∴･- ･･/- ･････････････- 1

28夫を見て喜ぶ子ども1子どもを見て笑顔になる家族を見て幸せを感じる｡････- - ･･-････- - 1

29子どもに生きる勇気をもらっている｡････- ･･･- - -- ･･- - ･- I- - - - -･･- 1

30子どもを育てていることで､人間的に成長させてもらっていると感じる｡･･.･･････････- ･････- ･･･1

31子を持って初めて自分を産み育ててくれた両親に感謝したい｡- ･- - ･･- - - - ･- ･･･1

32子どもによって自分の心が変わり､強くたくましくなった｡･･････- ･- - ･･- - --･･- - ･1

33子どもを育てることによって自分のあり方を考えさせられる｡二･- - ･- - ･- - ･- ･･- - 1

34夫婦が協力して育児している姿を子どもに見せていることに誇りを感じる｡･- ･- ･- --･- ･･･1

35子どもを通して人とのつながりができたとき嬉しい｡･- ･･- ･- ･････- - - - - -- - 1

36子どもに関わるちとで多くの八に助けられていることに感封するとともに安心する｡･･･････- ･･･････1

37夫が疲れて帰ってきても､今日の子どもの様子を尋ねたり､話に耳を候けてくれることに感謝している｡1

38夫や周りの人が協力してくれたとき感謝の気短ちが湧いてくる｡･･････- - ･･･････････････････1

39夫が育児に協力してくれることに感謝するとともに安心だ｡- - ･･- ･- - - - - ･･- - ー1

40子育てすることによって人との輪が増えJ自分の居場所ができた｡- - - ･-----･-1

41子どもが周囲の人にはめられたりしたときに子どもに誇りに感じる｡････- ･･･-:･･･････････････1
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Ⅱ 子育てして大変だ､つらいと感じることをお尋ねします｡1-5のあてはまるものにOをつけて下さい｡
あ
て
は
ま
ら
な

い

1暴れて動き回ったり､いたずらされると困ってしまう｡･- - - ･･'･･･7- - ･････････--････ 1
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43

2駄々をこねられて困ってしまうことが多い｡･･･-･･･- ･- ･- ･:･･- - ･･,････････丁:･-･,･'1 2 3 4

5

5

3子供の機嫌が悪くなると困?てしまう｡･･,･- ･･丁- ･･_･････- - ････- - - ･･････････････1 2 3 4 5

4､夫が子育てに協力的でない｡-----･--･ ●●‥●‥●●●●●●●●1 2 3 4 5

5夫は子どもよりも自分の生活を中心に考えている｡･･- ････････････- - ･- ･････････････' 1 2-3 .4 5

6夫が私の育児生活の苦労を理解してくれない｡- ･'･･t･･･- ････････- ･･･････････- ･-･- .･1 21 3 4 5

7夫の子育ては不完全で､かえって迷惑なことをする｡- - - ･･- ･- - ~- -- ･- - - I1 2 3.4

8不可解な事件や犯罪に､子どもが巻き込まれるか心配である｡･- ･- - - - ･- ･･･- ･･- 1 2 3

9子育てから解放されて息抜きできる時間が少なすぎる｡.･- - ･- ････- - ･･- - ･･････,･･I 2
ヽ

10子どもの世話で他のやりたいことができない｡∴- ･- ･･･- ･- - - - ･̀- - ･- - - I

11教育棚 が不備なので子どものゆく未に不安をもつ｡･二･･∴･二････- ･･･････････i････'･-:･.･･

12就労している母親に対する社会や行政の配慮が足りない｡････-･･--････････････-････････

13いっか子育てに余裕ができる頃に就職できるかが不安だ｡･･････････- - - ･････････- ････1

14子育てに専念しているために社会から取り残された気持ちになる｡････････････I.･･･/･･････････1

15子育てしながらでは就職できるところがないので困っている｡･- ･･- - ･- - ･- - ∴- -
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1

16周知の人に子どもの母親としてしか見てもらえないのが辛い｡･････････････- - ･･･- - ････ 1 2 3 54

17子育てに関する昔ながらの地域や家の慣習を押しつけてくる｡･･- - - ････- - - - ･- ･1 2 3 4 5

18完全な子育てをすべきだという周囲からのプレッシャーをきつく感じる｡- - - ･- - ･- ･- ･1 2 3 4 5

19子どもの言語能力に気がかりがある｡- ･- - - ･- - - - - - ･- ･･- - ∫- - ･･1 2 3 4 5

20育児のために睡眠不足の日々が続いている｡一- ･̀i-- - ･- ･- ･- ･- ･- ･- - ∴ ･1 2 3 4 5

21夜間､育児のためiこ何度も起きなけれぬ らなくて困っている｡･･････････････････････- ･･････I 2 3 4 5

22育児で身体の疲れが溜まっている｡･････････････.････- ･･･_- - ････････････････････････1 2 3 4 5

23子どもがあまりにも思いどおりにならない｡-･･ 1 2 3 4 5

24育児について期待していたことと現実との間にギャップを感じてしまうことが多い｡- - ･- ･- - 1

25子肌 の知的能力に気がかりがある｡･･････････････.･'･∴･･･:････････････････････････-･･1

26祖父母の忠割 とよって子育てに対する迷いが生ずることがある｡- ･･,･･････- ････････････∴ ･I

27子どもにどう接していいか分からない｡･･- ･｢･- ･- ･- - ････- - - - - - - - ･1

28子どもの顔つきや容姿容貌に気がかりがある｡- - - - ･- - ･- ･- ･- - ･- - ･- 1

29育児のことを考えると涌 然とした不安を覚える｡- ･- -･- ･-･-･････- - - .･･- ･･････- ･1

30子どもの世話で自分の自由がきかないのがとても辛い｡.･.･･- ･･- - ････････････････････:･ 1

31子育ての毎日同じ事の繰り返しに嫌気が差している｡- - ･- - - ･- - -- - ････- ･1

32同じ年頃の子どもの様子を知って我が子が劣っているのではと不安に思う｡- ････- ･- ･- - 1

33子どもの性格に気がかりがある｡--･- - - - ･･･- - - - - - ･- ･- ･- - - 1

cm もう一枚ございます｡次をめくって下さい｡
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Ⅱ

Ⅳ

つどいに参加された後､1週間の育児や生活を振り返ってお答えください｡

1つどいに参加したあと､毎日の育児に変化がありましたか

①変化があった ②変化はなかった ③どちらともいえない

21で(Dを選んだ方のみお答えください｡
1)変化があったとすればそれはどのようなことですか｡

どんなことでもかまいませんできるだけ詳しくお書きください｡

2)つどいでのどのような体験が影響したとお考えですか｡

あなたは現在どの程度幸福だと感じていますか｡｢非常に幸福jを10点､｢非常に本妻jを0点として､
あなたは何点ぐらいになると思いますかこあてはまるものを1つ選び番号にOをつけて下さい｡

帽
点

点
点

点

点
点
点

点

点
点

1
9

8

7

6
5
.4

3
2

1

0

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
1
1

非常に幸福

非常に不幸
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Ⅴ

Ⅵ

今の気分の状態についてあてはまるところに○をしてくださし1,.

1興奮している･--･--･･----･･-･--
2気分が高ぶってじっとしていられない･--･-
3緊張している････････････････････････････1
4そわそわしている･･･---･････････--･-
5怒っている---･････---･-･･････-･･
6焦っている････-----･-･--････--
7いてもたってもいられない--･････-･･-･･･
8いらいらしている-･･･-･･･････-･--･･･-
9心静かな気分だ･･-･-･･---････--･-
10頭の中がすっきりしている･-----･-･･-
11くつろいだ気分だ･･･-･-･･････---･･･-
12物事を楽にやることができる･---･････--
13いきいきしている--･･-------･--
14元気いっぱいである･･････････････････････1
15気持ちが引き締まっている-･-･･---････

16充実している･- ･- :- - - ･･- - ･･
17何もしたくない-･----･---･･･-･-･
18面倒くさい･･-･･-･････-･･--･･････--
19物事に気乗りしない-･･----･-----
20しらけている---･･--･---･･----
21わけもなく疲れたような感じがする･-----
22集中できない･･････--･--･･･---････
23ぐったりしている･-･-･----･----･･
24誰にも話しかけられたくない･--･･-･---
25気持ちがめいっている---･･･-･---･-
26気持ちが沈んで憂哲である･････････････････
27みじめだ･･- ･-- - ･- - ･- --∴･
28がっかりしている--･･-･･-････-････-･･

29気が重い･･- -･1･･-- - ･- ･- - ･
30つらい･････.･････････････････････････････

31むなしい･丁- ･- ･･- - - ････- ･････
32-人きりのようでさみしい･′･･･-･--････--
33将来のことをあれこれ考えてしまう･---････
34なんとなく不安だ･-･････--･･-･･･---
35いろんな思いが心をよぎる･･･････--･･-･･
36自分のことが気になる-･･---･･･-･--･
37とまどいを感じている･-････-･-･-･-････
38自分の考えがまとまらない-････････････････
39何か具合の悪いことが起こりはしないか心配だ･
40何か物足りない･･･--･---･･---･-･

なにかお気づきの点がございましたら何なりとご自由にお書き下さい｡
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いきいき子育てのつどい プログラム

時間 内容 -ポイント. ･物品●.

9:009:309:50測定が終わ 醜場 .受付開始託児開始 来所された方から受付'必要な方はおむつ替えや授乳保育士受け入れ :注意垂項や物品預かり 託児室測定室お母さんは測定-オリエンテーション･本日の流れ 順次測定室に誘導する

一人測定7分ほど 次の方の測定を行う｡ エビアン水

測定を終えたら質問紙に回答する.測定め終わったお母さんはグループワーク室-つどいの日的 ペットボトルGW壷

り次第開始9:5510:OOF10:10 ･つどいの目的 BGM～色カー ド

･つぎいでの約束深呼吸自分のことを話す(ウオーミングアップ)･家族構成など自己紹介･今日の気分は何色?.. ･子育ては楽しいばかりではありません○思っていたのと違う､大変､ついイライラしてしまう.どうしてだろう?ちょっと自分を振り返り､.自身のこと子どものことをみつめてみましょう｡-いきいき元気になれるヒントが必ず見つかります∴つどいでの約束･話したいことを話して良い場です○話したくな∴い時は ｢パス｣できます｡･他の人が話している時は最後まで聞きます｡また人の話を批判したり.､批評はしないこと｡･この場で聞いたことは､この場以外では話さないこと｡心身の緊張を和らげリラツケスする､リラシクスは心の栄養です○自分のことや気持ちを言葉にすることに慣れる普段から自分の気分を意識してみましょう

日々 の生活とその中での 育児と生活と忙しく､子ども中心の生活で大変

自分の気持ちを振り返る 日頃の育児の様子や自分の育児観を振り返る

･日々 の生活の様子 子どもは思うようにはいかない存在

- 1 1 3 -



10:25

10:35

10:40

10:50

ll:00

･家族の協力

･自分の思い

自釧 ま-どんな人

･自分の良いところ性格

･頑張っていること

みんなで楽しく笑う

･顔のストレッチ

自分の子どもはどんな子

･子どもの良いところ､

･性格

･自分と似ているところ

子育てして幸せな気持ち

になる時

･楽しかったこと･

･心がほっとした出来事

未来でどんな生活をして

いたい?

思い描いていた育児 ･生活と現実のギャップが辛

さになる ′

自分の長所や短所を振り返り､自分の育児への思
～

いを知る～

自分は自分なりに頑張っている､これで良いと実

感できる｡頑張れた自分を認め自信を持つこと｡

自分を大切にできること｡

気持ちの整理とリラックス

笑いの大切さ

いきいきとした表情を作りましょう

気持ちにもはりができます

子ども-の思いを振り返る

ノー トに書いてみよう

話してみよう

忙しい日々の中でも､楽しいことうれしJ､ことは

感じられる

毎日意識して探してみよう､そして書き留めてみ

よう (誰かに伝えてみよう)

良かったこと､うれしかったこと､幸せだって思

ったこと｡それを感じたそのときを大切にする

､こと｡

今は大変な時期､しばらくは育児中心となる

しかし近い将来､子どもは手離れていく (その時

期はそう長くない)

少し先をイメージし､今を楽しみ､乗り切ろう

つどいの約束一

いきいき子

育て手帳配

p5-6

手鏡

筆記用具

いきいき子

育て手帳

p7

最初のペー

ジに書いて

みる
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･つどいの約束

･-いきいき元気な生活の

ためのポイント

1･1:15

11:20

12:00

12:15

深呼吸

呼吸法30分程でグルー

プワーク終了､

その後は

グループで歓談する｡

測定の終わった方から子

どもと合流しつどい終了

全員の測定終了をもって

つどい終了

スタッフカンファレンス

･この場で聞いたことは､この場以外では話さな

いこと｡

いきいき元気な生活のためのポイシ･ト

･無理をしないこと

･心身の健康を保つこと それが基本です｡

･疲れやいらいらがたま̀っていませんか､

･人に任せられない､自分でやるんだと言う気負

いやあれもこれもと思う性分はちょっと置いて

おきましょう｡

･周囲の人-助けを求めることも必要｡そして､

周囲の人-の感謝の気持ちを大切に｡

･心の持ち方でゆとりが｡心のゆとりは､お子さ

んの気持ちに触れることにも｡

･お母さんの自然な笑顔は宝物｡

日記､呼吸法､お顔のストレッチを毎日続けてみ

ましょう｡最後のページに色を塗る｡

気持ちの整理とリラックス

1日回15分から30分 呼吸法を続けましょう

呼吸法のこつ

･ゆっくり長く行きをはくことだけを意識する

･息をはきながら下腹の筋肉をできるだけ-こま

せる

･･目は完全に閉じない 薄く開いて1メー トルほ

ど前を見る

順番に測定-

順番を待つ間深呼吸

保育士から､子どもの様子を伝える

BGM

いきいき子

育て手帳

いきいき子

育て手帳p

3-4

測 定 終 了

後､1週間

後の質問紙

返 送 の 依

頼､お礼の

晶 (図書券

2000円)
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脳波 ･心拍 ･唾液アミラーゼの測定積果
△増加 .▼減少 前:r教主｣前の溺定､ 後:r教室J後の測定､ 卒:増糞率(%)

脳波の解釈(典型的な状態)

0:眠気に近づきボ-としたような状態.リラックスの一状態でもある
α:閉眼でリラックスした(気持ちの落ち着いた)寛罷状態｡周波数により次の8つに分類される

α1:寛甚状態ではあるが､思考状態からは離れ､無意識的でややボーッとしたような状態
α2:α1のややボーッとして状態にも.またα3の考え事をしている状態にも偏ることのない､さわやかに

リラックスした覚醒状態
α3:開眼で考え事をしている時のような覚醒状態

β:開眼で光や音などの外部刺汝を受けている時のような､したがってやや果報感のある賞霞状態

脳 波 の 種 類実験
番号 被験者No

α1 α2 α3

解 釈

① 828-12
脳波

心拍

/

前 15.5 71.3 19.5 34.8 17 13 α8の大幡増が目立ち､寛霞下で気分の落ち着き那
後 16.5 70.5 18.7 30.9 20.9 12.8 進んでいる
卒 △6.5▼1.1▼4.1▼11.2 △22.9 ▼1.5.

抑
仰
望

肝
2-8
霊

地

6-.
警

心
前
後

P

アミラ⊥ゼ 前 13
枚 35

心拍数の漉少はリラックスを示す
LF/HFの減少は副交感神軽の先進つまり気持ちの安定化を示す
HFの増加は副交感神経の活性化を示す

､上昇しており､リラックス方向にはない

総合判定 心拍関係はリラックスを示しているが.唾液アミラーゼは連の傾向を示している｡脳波はα波全休では増加し
ていないのでリラックスとは言い耗いが､α3の大幡増からは輩霞状態での気持ちの落ち着きがr牧童Jによ
りもたらされたと感じられる｡

前
後
辛

いJH
波

82
脳

lhH｢

む拍 帆
後
P

17.2 64 17.5 31.3 15.2 18.6 0､α､βとも変化なく､話し合いの影響は見
16.6 64.9 19.1 29.9 15.9 18.4 られない｡α1の増加が大きいが.α3も増加
▼3.5 △1.4 △9.1 ▼4.5 △4.6 ▼1.1 しているので一様には解釈しにくい

82.1 159 0.934 心拍数の漉少はリラックスを示す
68.6 668 0.705 LF/HFの減少は副交感神捷先進つまり気持ちがより安定したことを示す
～0 -0 -o HFの大幡増は副交感神経の活性化を示す

アミラ-ゼ 前 24 いずれもストレスなしの範囲であるが､仕は多少糞少しており､r教主Jはリラックス方向
後 10 に作用したと推沸される｡

総合fI定 心拍関係は全体としてリラックスを示しており､唾液アミラーゼも同様である｡脳波は0､α.βともほとんど変1
がない一方､α1の増加が大きいのでr敬重Jによりややボーットした状態がもたらされたのかも知れない｡

朗
=
･
1
9
･
6

㍍
2J

.

1
1
▼

7
7
0

前
後
卒

前
後

P

▲
｢

H
波

拍

S
;
脳

心

【ト

アミラーゼ 前 2
後 16

67.3 18.6 33.3 15.4 16.9 0,β共に賞少する一方､αが増加しているの
70.9 17.5 32.4 21 14.7 でリラックスが進んでいる｡α8の増加が極めて
△5.3 ▼5.9 ▼2.7 △36.4 ▼13.0 大きく､落ち着きが進んでいる

409 1.74 心拍数に変化なく､気分に変化のなかったことを示す
205 1.04 LE/HFの漉少は副交感神種瓦進つまり気持ちがより安定したことを示し､
～0 -0 他と矛盾｡しかしHFは減少しており交感神軽の活性化が感じられる

いずれもストレスなしの範均であるが､仕は多少増加しており､r教主｣はリラックス方向
には作用しなかったと推測される

)
総合判断 心拍故と唾液アミラーゼは共にリラックスを示してはいない｡HFとLF/HFは逆の頼向を示唆している｡脳波か

らは､α波の増加はリラックスの進行を示しており､α3の大幡な増加はr教主Jが落ち着いた寛罷状態をもた
らしたものと判断される｡
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前
後
串

■■■;
臥

∽
哨

▲
-

心拍 帆
後
P

17.6 64.7 16.6 21 27.1 17.6 0.β共に大きく漉少する一方､αが大きく増加し
ll.6 74.8 12.3 17 45.5 13.4 ており､リラックスが進んでいる｡q.3の増加が捷

▼34.1△15.5▼25.9▼19.0 △67.9 ▼23.9 めて顕著であり､落ち着きが大いに進んでいる

76.7 601 0.628 心拍数は有意に漉少､リラックスへ
72.2 409 0.571 日γHFに変化なく､気持ちに変化なし
～0 -0 0.32 HFの有意な減少は交感神経の活性化が感じられ､他と矛盾

アミラ-ゼ 前 17 いずれもストレスなしの範囲にあり､変化なし
& 22

総合判断 心拍数はリラックスを示しており脳波の結果と一致している｡すなわち､0とβの減少とαの増加はリラックス
を示し､α3の大幅増は落ち着いた覚醒状態がr敦圭｣によりもたらされたことを示唆している｡しかし､LF/HF
や唾液アミラーゼには変化なく､またHFの減少は交感神経の先進すなわの光電頼向を示すので､心拍や脳
波の結果と一致しない｡

脳波 前 17 61.5
枚 13.3 65.7
串 ▼21.8 △6.8

心拍 前 01.1 1062
& 56.3 1441
P ･-0-0

アミラーゼ 前 55
後 44

18.7 23.2 19.8 21.3 0が大きく濃少しており眠気はなく､αの増加は
18.4 23.1 26.2 20.7 リラックスの進行を意味している｡α3の増加は

▼12.3▼0.4 △33.7 ▼2.8 落ち着きが進んでいることを示す

0.23 心拍数は有意に減少､リラックスへ
0.618 LF/HFの増加は交感神経先進つまり寛霞状態の上昇を示し.他と矛盾｡
～o HFの有意な増加は副交感神種の活性化を示す

ストレスは､rあるJからrややある｣に低下している｡r教室Jの効果と判断される｡

総合判断 心拍数の漉少とHFの増加はリラックスを示し､脳波の轄果と一致している｡すなわち脳波の0とBの減少それ
にαの増加はリラックスを示している｡α3の増加はr敬重Jが落ち着いた寛霞状態をもたらしたものと判断され
る｡しかし､唾液アミラーゼには変化なく､またLF/HFの増加は鷺霞傾向を示し一致しない｡

脳波 前 14.9 67.5 20.1 24.4 23 17.3 0.β共に減少する一方.αが増加しているの
･後 14.1 69.9 18.3 23.6 28 15.7 でリラックスが進んでいる｡α3の増加が棲めて
串 ▼5.4 △3.6 ▼9.0▼3.3 △21.7 ▼9.2 大きく､落ち着きが進んでいる

心拍 前 60.9 641 0.496 心拍数の有意な増加はリラックスしていないことを示す
後 65 1677 1.21 LF/HFの増加は交感神経先進つまり賞確度の上昇を示す
p -0 -0 -0 HFの増加は副交感神経の活性化を示し､上と矛盾する

アミラーゼ 前 17 いずれもストレスなしの範PE)であるが.dlは多少減少しており､r敬重Jはリラックス方向
攻 O に作用したと推測される｡

総合判断 ′脳波は0.βの減少とα波の増加なかでもα3の増加を示し,r敬重｣が落ち着いた覚醒状態をもたらしてい
ることを示唆している｡唾液アミラーゼの減少とHFの増加は脳波椅果と傾向として一致しているが､LF/HEの
増加は寛包方向を示唆しているので一政しない｡

8
･
5
附
相

13
2
･
3
5
･
4

1
▼

前
後
串

188l
波

82
僻

7

心拍

15.5 28.5 22.5 20.5 0.α共に減少しβは増加しているので､緊張した
15.1 28.5 21.5 22.3 寛琶状態にある
▼2.6 0▼4.4 △8.8

前 71.3 242 4.53 心拍軌こ変化なく､気持ちに変化なし
後 71.5 215 0.817 LF/HFの減少は副交感神種瓦進つまり気持ちの安定化を示す
P 0.610,069 -0 HFに有意差なく交感神経､副交感神経の活性に変化なし

アミラーゼ 前 8 ストレスなしの状態に変化なし｡
故 9

総合判断 脳波は0.αは減少し.βは増加しているので緊課した覚霞状態にあることを示唆している｡心拍数､HF､
唾液アミラーゼには変化はないが､LF/HFの有意な減少は鷺醸方向を示唆し脳波の結果と一致しない
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前
後

串
前
後

P

20i,
波

拍

82
脳

心

8
･
4
20
8
･
7

-

A

.
6

.
6

.

59
引
<?

9
2
5

7
6
0)

1
1
▼

21､ 20.2 22.3 8.B共に減少する一方､αが増加しているので
20 21.6 21.9 リラックスが進んでいる｡α1の増加が大きいが､

▼4.8 △6.9 ▼1.8 α3も増加しているので一様には解釈しにくい

72.4 310 1.99 心拍Bは有意に漉少､リラックスへ
60.2 450 0.709 LF/HFの漉少は副交感神経先進つまり気持ちの安定化を示す
～0 -0 -o HFの増加は副交感神軽の活性化を示す

アミラーゼ 前 13 いずれもストレスなしの範PEIにあり､変化なし
& 12

線合判断 脳波は0,βの減少とαの増加､なかでもα3の増加を示しr教主Jが落ち着いた先程状態をもたらしたこと
を示唆している｡HFの増加とLF/HFの減少は脳波の結果と一致しているが､唾液アミラーゼは変化なかった｡

〔=H
波

拍

82
磁

心

9
14.7L 66 22.1 26.4 17.5 19 いずれの脳波も増減率は小さく敬圭の影響なし
15･3 65.3 22.4 25･4 17.5 19.1 ノ
△4.1▼1.1 △1.4 ▼3.8 0 △0.5`

55.7 528 0.781 1心拍数の有意な増加はリラックスしていないことを示す
57.2 527 0.819 LF/HFに変化なく､寛霞状態に変化なし
～0 0.96 0.65 HFに変化なく､神経の活性度に変化なし

アミラーゼ 前 72 いずれもストレスがrだいぶあるJの状態であるが､膿は低下しておLJr敬重｣はリラツ
後 62 クスに作用したものと推測される｡

総合鞘断 心拍数の増加を除けば､脳波､HF､LF/HF､唾液アミラーゼには変化なく､r教室jの影響はなかったと判断
される｡

脳波 前 18.4 63.1 18 24.2 20.9 18.4 0の増加以外は､α.β共に減少しており眠気
後 20.9 61.3 17.6 23 20.7 17.6 の増加が生じていると考えられる串△13.5 ▼2.9 ▼2.2 ▼5.0 ▼1.0 ▼4.3

心拍 前 60.8 349 0.939 心拍数は有意に減少しているものの.その差は少ない
後 60.2 381 1.2 LF/HFの増加はわずかながら交感神経先進の賞霞方向を示している
P 0.033 0.012 0.013 yHFの増加は僅かながら副交感神軽の先進を示し､上と矛盾している

アミラーゼ 前 34 ストレスはrややあるJからrないJに減少している｡(任の低下座は小さいが)教主の効果
後 ▲ J29 と推測される｡

総合鞘断 脳波はCの増加以外は変化ないので眠気が増加していると解釈される｡唾液アミラーゼは壇かながらストレ
スの減少を示し脳波の結果と-致しているが.心拍関係はHFとLF/HFが逆の傾向を示し解釈をEB難にして
いる｡全体として｢教主Jは､リラックス方向と言っても眠気の増加につながるものであったと解釈される｡

脳波
.
3

.
2

.
0

'h
Ld
9

3
3
△

8
7

7
‥.L

l
▼

.

9
0
▲

‥

qE)
7
1△

1
3
5

3
3
■1

t
t
△

前
後
卒

18.6 17.6 α3.βが減少している一方.α2が大きく増加して
17 16.5 いるので､すっきりと落ち着いた状態にあるものと

▼8.6 ▼6.3 判断される｡

心拍 前 78.6 20 2.1 心拍数は有意に渡少､リラックスへ

後 74･3 66 1･96 LF/HFに変化なく神軽バランスに封 ヒなしで､やや矛盾
p -0-⊂ 0.6 HFの上昇は副交感神経の活性化を示す

アミラーゼ 前 48 ストレスrあり｣からrないJに低下しており.r教主Jの効果と推測される｡
& 16

総合fI断 LF/HFの有意差なしを除いて､厨波.唾液アミラーゼ､心拍数､HFともリラックスの進行を示しておLJ､r教皇Jt
の効果と判断される｡
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idr

脳波 前 13.1 73.1 17.4 30.7 25 13.4 0.β共に減少する一方､αが増加しているの
攻 8.7 78.2 15.9 23.6 38.7 12.8 でリラックスが進んでいる｡α3の増加が大きい
串 ▼33,6 △7.0 ▼8.6▼23.1 △54.8 ▼4,5 ので比較的落ち着いて思考できる覚霞状態が

進んでいる

心拍 前 72 267 0.23 心拍政は有意に減少､リラックスへ
後 64.3 287 0.128 LF/HFの減少は副交感神経先進つまり気持ちの安定化を示す
p -0 0.13 -0 HFl=変化なく.神軽の活性度に変化なし

アミラーゼ 前 20 いずれもストレスrなし｣で封 ヒないが､任は低下しており.壇かながらr教室Jのリラック
捷 17 ス方向への作用と推沸される｡

総合判断 唾液アミラーゼ､HFに変化はないが､脳波､心拍数､LF/HFはリラックスの進行を示している｡A3の増加は
r教室｣が落ち着いた覚醒をもたらしたことを示している｡

6･
･
.
6-
･
t
が

10-2
讐

嵩

m

ー
･
.
誓

前
後
串

前
後

P

那トl
波

拍

12
脳

心

①
16.9 23.2 .24.3 19 同 上
13.6 18.4 37.1 16.2
▼19..▼20. △52.7 ▼14.7

1.2 心拍数は有意に減少､リラックスへ
1.71 LF/HFの増加は交感神種の先進つまり寛硬度の上昇を示しており､他と

0.013 矛盾.｡HFの増加は副交感神経の活性化を示す｡

アミラーゼ 前 97 ストレスはrだいぶあLJJからrないJに大きいく低下しており､r教主)がリラックスに大きく
後 8 作用したことがわかる

総合fI断 脳波､唾液アミラーゼ､心拍数.HFはリラックスの進行を､そしてα3の増加は落ち着いた覚醒状態にあるこ
とを示している｡LF/HFのみは連体向を示している｡

ー[hui,l波

拍

=
脳

心

▲
▼ 前

後
串

20.5 56.9 16.2 17.3 23.4 22.4 0の減少とα.βの増加から落ち着いた覚醒状態
16.5 60.1 17.5 21.4 21.2 23.2 にあり､α2のgt著な増加からさわやかなlJラック

▼19.5△5.6 △8.0△23.7 ▼9.4 △3.6 ス状態にあると判断される

前 79.8 132 1.24 心拍数は有意に減少､リラックスへ
後 65.7 607 0.747 LF/HFの減少は副交感神種の先進つまり気持ちの安定化を示している
p -0 -0 -0 HFの増加は副交感神経の活性化を示す

アミラーゼ 前 20 いずれもストレスrなしJで封 ヒないが､価は低下しており､壇かながらr敬重｣のリラック
後 14 ス方向への作用の結果と推測される｡

総合判断 . 唾液アミラーゼ以外.心拍数､HF､LF/HF､脳波ともにリラックスの進行を､そしてα2の大きな増加はさわ
やかに落ち着いた覚醒状態にあることを示している｡
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資料5

Tho6h)nterna廿onalConferenceonE血catk)nRosearch

Child･carehapplrLeSSfeltbymothers:
●

Focusonenotionalreaction

YoshikoShimiZ:u(NasanoCollegeofNtlrSins,Japan)良

Hwa･JeongLee(WasedaUnivesity,Japan)
simi 2ny馳 agan6･nurs.aclip/tomartnayo@aoni.vjaseda.ip

Toc9Caminetypes0fsupportwidtwhidhmotherscan点れdmorehappinessin
dhildcafe,触 studyb 仙 紀dorLtheerhodonal dimensionofdhildcarehappiness,
followihgtheori由adⅧ atedbyArgyleandI.azaruS.De氏lingposidveemodonsthat
mo血ersfeeld血 gdhildrearingas血ildcarehappirLeSS,theresear血aipedatrevealing
thetruthaboutdhildcarehappinessbyinvesdga血gthedrcumstancestmderwhich
modlerSFeeldhildcarehappiness.Aques鮎nnairewasdistributedtomotherswhowere

rea中gdhildrerLaged伽 eeorunder'askingthemtoevaluate'ona丘ve･pointscale,the
degreetowhidh瓜eyfeltteace,hopもlove,Joy,sradtude,Sym pathy,andpridedurirLg
dhildcare･Thequesdonnairealsoindudedopen■mdedquesdorLSaboutthedhildcare

contextsinwhi血 theyexpenencedea血 oftheemodonalranges.Therewere101

responsesoutof188ques也onnairesdistributedtothosemothers.Itwasfoundthatlove,
JoyarLdsra也tudewerethemaJOrPOSidveemodonsfeltbymothersduringdhildcare,
followedbyhopeandpeace,whileprideandsym pathyweremuchlessexpepenced･
ReSPOrtSesonthecircumstancesofwh占redhildcarehappinesshadbeertexperienced
web'dividedinto20Categories,withmostrelatedtodhildrerbSu血 as〝dhildren'S
訂OWれ developmentandhealth"md"dhildren'5gesturesandaC血ns."Other
categoriesindude〝supportandCOmmunicadonoppo血ni鮎sotEeredbyotherswarLd
〝reladonshipswithothers･"TheseresultssuggestwhaHypeoEd山dcatesupportc-
enhancemothers'childa rehappiness･Theyindude:i

1) ProvidingsituadorLSWheremotherscantalkabouttheappearanceandbehaviors

oEtheirdhildrenforwhi血 theyfeeljoyandlovewhilecaringforthem
2)■Encmrasingmo血erstorealizethattheykeepagoodreladonshipwithother

peoplearotndthem
3) Recognizingmothers;eEEortsandcapabutieswithposidveEeedbadkoithe

srow払anddevelopmentoftheirdhildren
4) HelpingmothersaskothersEor血ildcareassistanceand
5) pbvidingcourLSelingtomotherssothattheywilldeveloppositivepercepdonsoE､

dlemSelves.
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2Studyme肋od

Aquestionnairewasdistributedto rTIOtherswho
wererearingchildrenagedthreeoTUnder,asking
thermtoeva一uate.onafive･pointsca一e.thedegree
towhichtheyfeRpeace,hope.ToveJOy.gra炊IJde,
sympathy.andphdeduringdlildcare.
Thequestionnairealsoincludedopen<nded
questionsabout廿1eChildcarecontextsinwhich-
theyexperiencedeachoHheemotionalranges.
lrherewerelOlresponsesoutof188
questionnairesdisbibutedtothose mothers.

.真』jJSCuS,Sion
I Therewerenotthecircumstancestofeela

childcarehappinessfbeTing withall
emotionreaction.

b Thecircumstancestofeelachildcare

happinessfeelingacccrTIPaniedwithmost

emotionreactionwereaccompaniedNthsix

emotionofre一ief.hope.love.JOy.thanks.

apridefor一growthofachild'/existenceof

achiTd'.-gentleness.loveofacMld'.

r lntroduction ]

' 重 油 監 ess.
foTlowingtheoriesadvocatedbyLazartJS.

l 鰹 藷 濫 .
childcarehappiness.

胡乱魚 群.eywresults

托wasroundthatlove.JOyandgrabtudewerethe
rnaJOrPOSh'veemotionsfe托bymothersdunng
dlitdcare.followedbyhopeandpeace.dlilepride
andsympathyweremuchlessexpen'enced.
ResponsesonthecJ'rcumstance$Ofwhere
childcarehappinesshadbeenexpen'encedwere
dividedinto14Categon'eS.W'thmostrelatedto
children.suchaslchildren■sgrow廿1,development
andhealth'and̀chifdren'sgesturesandactions.I
0伽ercategoHesinclude-Supportand
communicationopportunitiesoqeredbyothers'and
'relatjonshipswi仇others.' Table1TabTe2

cJl℃umferenceandwasconnected.by'agestureofachiTd'
next.andlcommunica80nwhthachild'.̀homeharmony.
everydayliTe'.'roomoImindandbodywerea∝ompanled
withrNeemOb'onoIrelief.love.JOY.thanks.apride.
too'.

I ltwas-onelswayoflife.growh'accompaniedwithfour
emotionoIhope.love.thanks.a叫de.

+Withconnectionbetweenitems.'grOWth.肋e
development.hea肌ofachild'outo1798Childcare
happinessfeelingnumberandthedescTiptjonthathadten
connectjonby.communicationw柑1adlild'.'experiencool
thepregnancy.仇eb机h.childcare'andlone'swayof
life,grtW 'in12/agestureolachild'and'r00rnof
mindandbody'wereseen(figure1).
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- lsm地 ,ag nofl,bidi藷 ona･-･id.inebJ n
.芝hq:C.T:S,nU.%Seu,sg･ggStdWhca莞塩 霊echS..dTha gSnuBES…‥can

' 置 .:Ed:E FeFawSnSnrgeifmielEgH軍 nbf.okravhyd%eey

' S.aE3.%uh7,g-n&rnoReiT:A :,ael監 STnajEeJmチeepagood

' 邑iS:bS ggbga品00% nige認 aanndddTRoi鎧 瓢 dr

lI4)HelpingmothersaskothersfordliTdcareassistance.

I %SiRvvjdj認識 :芸■gnBioimmSthN芸 .sothattheyv̂川deveTop

ILFigurel

5Acknowledgements.～二■■l一刑▲1Ill.-L+
Iltw'HbecomeaprobfeminfLJturetO
examinesuppohfromvariousangles
tomother.

.Idealwiththisstudyandlamdeep
andthankmotherwhohada

questionnairecわoperateandAcityB
hearthcenterstaff.
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Table1CircumstancesdistinctionwhenIfeelachildcarehappinessfeeling,thenumberaccordingtoemotiorI
number

itemNo Circumstances P) emotionitem plan.accordingtb■circumstances(%) Standarddeviationvalu○
Joy Love Thanks Relief pride Hope Sympathy.二

2 gestureofachild 36 47 0 9 4 2 0 ･98(12.3) 19.3

3 LackinaVoiceorcircumference,anditis～ COnneCtedsupport 8 9 55 3 2 0 0 77(9.6) 19.7

4 Existenceofachild 5 8 36 13 4 4 ､,.0 70(8.8) 12.2

5 Gentleness,loveofachild 15 -16 ll 4 7 2 0 55(6.9) 6.3

6 Communicationwithachild 21 22 2 5 0 0 0 .50(6.3) 10.0

7 ExperienceorthepregnanCy,thebirth ,childcare 4 0 4 'o 37 0 0 45(5.6) 13.6

8 Sympathytothings 0 0 0 0 0 0 43 43(5.4) 16.3

9 neededbyachild 5 29 0 6 0 0 0 40(5.0) .10.6

10 Homehamony,everyday 19 10 ･4 3 1 0 0■39(4.9) 7.0

12 One'Swayoflife,growth 0 1 25 0 6 2 ■0 34(4.3) 9.1

13 TheAltureOfachild,onese,afhmily ∩ 0 0 0 0 0 23 LO 岳3(?.9) :8.7

14 RoomofmindaJldbody 5 1 ･l 6 】 1 0 0 14(1.8) 2.4



table2ContentsaccordingtocircumstanceswhenIfeelachildcarehappinessfeeling

NoCircumstances Contents(丘equencyorder)

1 Growth,th○ (abody,aheartHgrowup,(mind)JamhealthyJtincreasesthatitispossible,development, ltispcssibletohvebeenittodayyesterday,Wordsaregivep,IwasbomcheerRLny,
hedthof&child ⅠaCCOmplishedsomething,JammOreSuperiOr丘.omthecircumference.]vasabletowatchthcgrowththaHCannOtWatChthen

2 gestureofachild sm出e,AsZeepingEhce,Agesttlre,A点guretObepJeasedwith,AneエpTeSSioTZ,Jdomybest,JcansaybeJlo.Jeatricewithgeatreush.JdOachddhowandphyJaminnoceTltandphyJ'hugh,1m血eablunderwith8Chdlenge,llookh叩py,Hard,AsmartaCtion.]draWBpictureofmothcr

3 LackinaVOiceof Cooperationof8husband,CooperationorAchild.Cooperationofcircumference.CooperAtionofmother,Cooperationofbiologicalparents.
CooperationofaGamily.CooperationoffhtheT-in-hwmother.Forchildcarecooperation,Circumferenceloyesachild,Cooper8tionofparents.ToapersonOfcircumference,Achildispraised,A

circumference,anditconnectionwithapersonthrough8Chnd,AmomBicndismade,)tisencour岬 datrOublebyamOmBiendJlsinde朗end,Forchildcarecohsult8tion,ToAfamiIyof8husbandJtiscalledoutto
isconnectedsupportanotherperson,ⅠtisprizedbyaBiend

4 ExistenceofachildExistenceofaChild.Havingbeenborn,Itisone'schild,Childitself,HaVingbeengiyen8ChildJlconnectionofblood,ThehappinessthataChildbrought,BecauSethereisaChild,Icandomybest,ThereisaM y.Thechildwhomlboreabreedingp血 inastomaChzLndbore.TresembⅠeoneselfandahusbandJtishealedbyaChildevenif)canbeunpleasant,Ⅰgivespirit

5 Gentleness.loveoGentleness,Obedience,Ⅰsay~amom(theBTSt)enthusiaSt一.Tambroughtupto8gOOdchild,Lore,Iworry,Ⅰadvanceandhelp,ltiSthanked,
L 8Child I-retum'andsay,[prizeliEb

6 Communic8tionwithAChiId Whenthereisyoutogether,Astozyispossible,Achildembracesit.WhenⅠhuggedit,WhenⅠplaytOgether.lgetcomJnunication,lshareafee血g,
Whenlcont8CtaChjld,Wh enⅠC8meinrOO(ldidit),anditwasreported,Wh entdidkissJlconnectionofahearI,PlainaCquaint8nCe

7 Experienceofthe EXperienceofthepregnancy,thebirth,childcqe,One'schildcare,(mother'Smilk)atthetimeofthenursing.(2children.3children)itismother.TheaCtualfeelingthtchildcaregiveslifbtois
heated,Ⅰtisaparent,)waSAbletobeaTOnemanOne由rl,ⅠamdeliveredofachildnaturAlly.Mother'Smi1kchildcare,ⅠenjoyitandtakecareofmybabyJdomybestandt8kecareof血 baby,A

pregnancy.thebirth,childcare couplecoop9rateS.andtakescqeofmybaby'WhenlaChieyedthechildcarethatldidnotgoforaS)thought

8 SympathytOthhgsNewsofabuse,Newsofchildc町eStreSS,Sadnewsaboutchild,Atroubleofamom飢end.Atroubleofchildcare.AtroubleofqowthofaChnd,

JhaVelanexperiencetohteachnd,FdureofaChild,ltlookslikeitdoesnotreachかstaswantedth8taChildwantstodo,OfahusbandlJscoldtoomuchyou,Itlooks比eaChildis
compared,ARer由vingbirthllapersonofbeating,ThepersonwhocannOtloveaperSOn,AChudhittingaChildforchildcarethtigue.Atvhmo恥AhandicappedchildandtheM y,An injury,an

misc即Tied,Thepers?nwhomthereisnotthoughaChildwantsit

9 neededbyAchild (thanotheranyone)18mCOnSideredtobeneed,Itisrelied,tcryanddcmmdmother,[tisbehavedlikeababy,lsayーamom~Jtisfouowed,lamloyed,lhditwith.amom-&om血rAWayJWantlove.Jealousytoabigchild,lseemtobeghdvhenlgotoanurSerySChooltomeetyou

lO Hom○h… ony, lhelpe8Chotherwithsisters.Ahusband,grandparentSandaChildseemtotdketheireaSe,‖iyeadaiIyliLbJlbondofafhmily,A血n止y,LovetoaChildofahushnd,Atrifle.Livelytime,Busy
days,ltjsnecessarytoone血m止ycord.ーtissurroundedby&child,Thefi即rOWhlch8血mJyispleasedwith,Asmileof&血mily,Trust丘.omaEihmily,Ⅰcandoitwe11eveniflqum l,Lovetooneselfof

everydaylifTe ahusband,VnlenTcontaCtahusband.lfeellhefotqseasons

ll fTeeljtn8turally Ther8isdwaysit,All,Ifeelitnatur81抄,Childcareisnotnothaveloye,lwanttoprotectmychild,VnlenISCOldyou,thereislove,Unprecedentedloye,
MotheTlylove,tJook,Thetre郎utVWhlchfc8mnOtbuyfoTmOney,LookbaCkatOneSeZfwhoJke8geTforchDdcqe,hLntired.andldisZikeaChiJdeyenifirTitated,and-hateyou.anditJ'SnOt
Possible

12 One'swayoflife, VnlatbiologicdpTentSbroughtup,One'sqoY托hJusticeparentshvingbroughtupahusband,MOtherhvingⅠaidit,ltwasthoughtaboutone'sliFeAchmgeOfOne'shcaTt,Tgetpossibletobeconsiderateofaperson.LoveかomaparenttooneseU,Oneself.One'svayOflife,ThOughtforwork,ltissaidwhentdomy
growth best

14 Roomofmindand Whenaheartcan86Ord.Whenl丘nishedworkandrettmedtoahouseandv8tCheda血ceofachild.Whenachild,afamiIy血llsfastasleep.
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資料6

Mothers'HapplneSS inChildCaLre
●

-EffectsofStressandHusband'ssupportinParenting-
YoshikoShimim (NaganoCollege'ofNtlrSing)

ShinobuSekimiZふ(TohokuWomen'" ∫College)

Toshiko Endo(FamltyofMedicine′tJhiversityofYaLnanaShi)

Hmi eOchiai (SchoolofNtlrSing,UniversityofShiZ:uOka)
simizuy@nagano-nurs.ac.ip

Mothersexperiencevariousemotions,bothpositiveandnegative,duringeveryday

childcare,anditcanbeassumedthattheseemotionsa飴ctthementalhealthofthe

mother.Based･onLazarus'stheory,thisstudyfocusddonpositiveemotionsthat

mothersfeelduringchildcareandtermedthoseemotions"childcarehappiness."The

studydevelopedai一instmmenttomeasurechildcarehappiness丘･ommultiple

dimensions.Aquestionnairewasdistributedtomotherswithchildrenagedsixor

under,askingthemtoevaluateona点ve-pointscalethedegreeofhappinesswhich

theywouldexperienceineachofvariouschildcare-relatedscenespresentedinthe

questionnaire.Thequestionnairealsoincludedthreeexistingmeasurementscales:the?
SubjectiveHappinessScaledevisedbyltoeta(2003),theMamiageFactsScaleof

KashiwadandHirayama(2003),andtheChildcare-relatedStressScaleofShimizu

(2001).Atotalof739Validresponseswerecollected.Afactoranalysisontheitems

ofchildcarehappinessextractedeightfactors:(1)children'sgrowthand

development;(2)hopesandpurposeinlife;(3)growthasaparent;(4)beingneeded

bychildren;(5)gratitudetotheirhusbands;(6)newinterpersonalrelationship･,(7)

gratitudeorcomfort&omtheirchildren;and(8)meaningfulnessofchildbirthand

parenting.Correlationsbetweeneachoftheeightfactorsandthescoresonthethree

scale岳werethencomputed･Theresult岳Showeda㌣eakcorrelationbetweenthe
scoresontheSubjectiveHappinessScaleandeachofthe免ctorsexcept"gratitudeto

theirhusbands."Thissuggests.thatemotionsmeasuredbythecu汀entStudy's

childcarehappinessscalearethosespecifictoparentingandaredi飴rent丘･om

generalhappyfeelings.ThecorrelationsbetweentheChildcare-relatedStressScale

andthefactorsonchildcarehappinesswerealsoweak.Itwasfound,however,that

therespondentsperceivinggreaterchildcaresupport&omtheirhusbandsandthose

havingamorepositiveevaluationoftheirmaritalrelationshipalsoexpressedgreater

gratitudetotheirhusbands.
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ot~hers'HapplneSSI
inChildCare

-EfFectsofStressandl

Husband_'S~Supportin

l lntroductidh,-

Mothersexperi早nCeVariou.s r｡

emotions,nQt.Onlypositive'二

-buta]Sonegative,du~ring -

everydaychHdtarersb_yve
a岳sumedTthattheseemotions --

affectthe-.mentalhealthdfthe

2 Method

Participants:motherswithchildren_.
agedsixor-under.Atotalof739valid
responseswerecoHected.

ChI'Id-allehapplneSS:64itelhs --
concernin白childcarehappinesswhich二
theywouldexperienceineachof
Variouschiーdcare-reーatedscenes;
MothersevatuatedthemonRvepoints

YosMkoSMmizu

(NaganoCoHegeofNursingJapan)
ShhobuSekimizu

(TohokuWomen'sCorlegeJapJan)
Toshiko Eiido
(UniversityofYamanashiFacultyof
Medicine.Japan)
& FLJmjeOchiai

(schoolot,NursingUniversityof
ShizuokaJapan)I_ -

＼っ

BasedonLazarus'stheory,
thisstudyfocusedonpositive
emotionsasmothersfeel

duringchildcare,andwe
cdnsideredthoseemotionsas

uChHdcarehappiness."
Theaim ofthisstudyisto

developmultipTedimensional
scaleforchHdcarehappiness.

･'otherthredJscalesthanChild-cale.

▼subjectiveHappin車 .scare(SHS).byⅠto.etal..(20q3).T
'Marriag~eCPndition.Scale_(MCS),by

Kashiwag亨ahdMrayama(2003)
｡ChildtareStressSca]e(CSS).by
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FactorAnalysis

● ExpToratoryfactoranalysis(Promax
rotation.Maximumlikelihoodestimation)
for64itemswasconducted.Items,which
wererowloadinglneveryfactororMgh
loadingintwoormorethanfactorson
factorloadingbasisof.35,Wereeliminated
inordertoletfactorstructurebesfmple
Pattem.

. Finally41itemsforchHd-Carehappiness
remainedandextractedeightfactors.

岳~ReSultS

TheresuLtSWereSnOWeCllntaDIel,ど.8.nd4.herewereweakcorretationsbetweentheSubjeCtiveHappinessScale(SHS,Ⅰtoeta).,
一2003)andsubscatesofChiーdcareHappiness
Sca一e(CHS).except̀gratitudetotheir

.TMssuggeststhatCHSdeveTopedbythe
Currentstudyfsspecifictohappine岳sin､
parenting.SOisdifrerentfromgeneralhappy
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Discussion

heCHS.developedinthisstudy,nsistsofeightsubscales(41items).twillbeusefulforaーnewscatefor
assessmentofmothers′mentaーcondi一ion

'inparenting,becausetheCHSis
multidimensional.comprehensive
measure.
●WeshouldexaminewhethertheCHSis

marker(Amytase),inordertouseitin

●Therewereweakcorrelations
amongthesubscalesoftheCSS
andofthe仁HS.exceptbetween
"husband'ssupport〝and"Gratitude
tohusbands〝.

●Itwasfわund.however.thatmore
themothersperceivingtheir
husbandssupportforchildcare,
morepositiveeva一uationfortheir
maritalrelationship,andaTso
greatergratitudetotheirhusbands.
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資料 7

TheR_elationshipbetweenJapaneseMothers'CuldcareHappiness

andTheirthploym entStatus

ShinobuSekimi 2:u(TohokuWomen'sCollege,Japan)

YoshikoShimi zu(NaganoCollegeofNursing′Japan)

ToshikoI:ndo(UniversityofYananaShi,Japan)

HumieOchiai(UniversityoLShiZ:uOka,Japan)

shinobu@kss･biglobe.ne.Jp

The study examined demographic factors (mother's and the youngest

children'sageandthenumberofthechildren)hadrelationtòmothers′

happlneSSaSpositiveemotioninchild-care,withcomparingamongthree

groupsoftheiremployment･status,full-timejobgr･,part-timejobgr.and

full-timehomemakergr･InJapanmostpeoplehavebelievedthat'mothers

shouldstayathomeand devotetocaringfortheir.childrentillthechildren

areapproximately 3yearsold(themythof3yearsold,sam-sat'-)'l'shfn-wa),
however,whichisworking.outsideorat-stay-homeformothersinchild-Care
goodfortheirfeelingjoy?

Theparticipantswere696mothersoE0-6yroldchildreninJapan,200

full-timejob mothers,208part-tinejob and 288Eull-timehomemakers.

ChildcareHappinessScale(CHS)wasdevelopedbyShimizuetal.andusedto

measuremothers'child-carehapplneSS･TheCHSconsistsofthefollowing8

sub-scales:(1)children'sgrowtharLddevelopment;(2)hopesandpurposein

life;(3)growthasaparent;(4)beingneededbychildren;(5)gratitudetotheir

husbands;(6)new interpersonalrelationship;(7)gratitudeorcomfortfrom

theirchildren;and(8)meaningfulnessofChildbirthandparenting.

Multi一groupstructuralequationmodeling(SEM)analysis′mother'sandthe

youngestchildren'Sageandthenumberofthechildren asindependent

variables,anddependentvariablesas8sub-scalesoftheCHS′revealedthat

differencesamongmothers′employmentstatusgroupswerefourLd･The

numberofthechildreninallgroups,however,hadnoeEEecton8sub-scalesof

theCHS′theyoungestchildren'sageinfull-timejobgrouphadpositive

influenceon''growthasaparent"scalescore,ononehand,infull-time

homemakergroupnegativeinfluence.andinpart-timejobgroupnoinfluence
onit･Andmothers'agehadpositiveeffecton"children'sgrowth"scalescore

infull-timegrりbutinothergroupsnOeffectonit･

Theresultsuggestedthattheoldermotherswithfull-tineJ'obandtheir

children,themorejoyfulthemothersfeltat'Igrowthasaparent"and

Nchildren'sgrowthw･Implicationisdiscussedformothers'workingfull-time
goodformentalhealthintheirchild-care.
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- CMfdcarehappiness&Workhg

･ⅠnJapanalotofpeopTehavebeHeved廿tat
mo廿ーerSShouldstayathomeanddevoteto
can'ngfor仇efrdhHdren,tjlr肋edーildren
becOmeapproximateーY.3years~oTd(仙e

W fEO)f.3yean o-d,San-Fa/-Pshln-wa,三歳

･.WMdlfsworkingoutsfdeorat-stay-home
goodformo廿terSindhildcareand廿teーrjoy

'Meansof廿tenumberofdーIldrenls2.1
･(SD=.75):2.0(SD=.80)fnbTT-伽ーeJObgr.,2.1
(SD=.72)fnpart-dmeJobgr.and2.0(SD=.75)
fnfuーT-Unehomemakergr.Therefsnodi鞄rence
amongd10SemeanSOf廿tenUmberofdliklren.

･Meansof廿teyOLJngeStdMrdage(S2.9yr.oTd
･(sD=1.80):3.Oyr.Old(sD=1.76)hblI-dme
jobgr..3.6(SD=1.63)hpart-tlmejobgr.and
2.3yr.Old(sD=1.76)hblト伽1ehomernakergE.
111ereareSfgn胴cantdj触 renqSamOngd10Se
meansof也eyoungestdhikJage.meansof也eyoungestdhikJage.

Tntroductfon

｡TT鳩'･tt叫 ex.lmrnedwhe廿1erdemographic

鵠 慧 謂欝 sana.ndhTenuyAu&g,富 加
dllklr印日加 rebtk)ntomo仇ers'
happtW MIFq'Jtlveernotionindlild-田re,
wIthco抑阿f叩 tlmOng仇reegroupsof
仙etrcmp叫m印tSbbs:仙トtimejobgr.,
part･UncP)那.LIndTult･ttmehomemaker

gr.

Method:-:

Ptlrtkfpant
･Thpa佃dpantswere696mdlerSWih 0-6yr.
ouChlklrenhJapan:200fuTl-tjmejobmo廿terS,

｡M柑朋dmdhers'qcLs34.5yr.ofd(sD=4.23)
34.5yT.OkItSO.1.27)lnM -伽杷Job.35.1yr.
o一d(SO.HS)h四一tlfnqJobgr.and34.2yr.
o一d(so→4.00日nhm lkygr..ThereLsnO
dWerencez)nq th …nIOtrTdhcTSqCh

ChitdcareHappinessSea)e(CHS)
TTlelコ1Swas

(1)dlikJren'sgrowdlanddevelopment
(2)hopesandpurTDSeJnTWe
(3)grovdhasaparent
(4)bengneededbydlMren
(5)gra廿bdeto仇eirhusbands
(6)newlnterpersonatrelatlonshlp
(7)gra廿山deorcomfortfrl)ndlefrdhildren
(8)meanhgfulnessofdhiklblrhandparen伽白
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Other仇reescalesthanChHd-care

HapplneSSscale

･SubjectiveHappinessScare(SHS),
developedbyIbetal.(2003).lTlePHSis
basedon77ieSufJ'bcWeWed-Lc/ng
ZmleJ7秒 仰御PStmZ)iandtomeasure
forsubjecbehappiness.Ⅰtconsistsof15
items(5pointsscale).

chJh-..I-h..トー㊤

■一仙 Ap .r- - I-～-一ト<参■d T濫 -' L@The"..L-hh.- ○rd ud't●H仙 ■.ト㊤ ､

"'vtdq J 一言ト-'d vd-t'CNhJrn 'ト <率

TT*Y～ --cw 'A｡ー h -叫 d CNLdb4rEh-ト イ芯 )

F吋.ModefbrFb仇ATLabsis -

Multiple-groupPathAnalysIS

･AmodelformuTUplelmuPana吋slsiscomposed
ofmo廿Ier'sand廿Ieyoungestdljklren.sageand
仇enumberof廿ledhiTdrenas3independent
varlables,and8sub･scalesofdleCHSanddle

SHSas9dependentva由りles(seeFig･)･
●Indlisana叶sis,4consbaind ndetswere
00mpared.lTllOSemode一sand仇eindexesof
goodnぢSRtwereshowedhTable1.

Model0:AJIparametefSamong3groupsaredWerent.
Model1:'AJIpancm用dentsam叩 3groLJPSareequal.
Model2:Vartance&00varlanCeofIndependentvarlables

andatlpancoe用dentsamong3groupsareequal.
Mde13:AJLparametersexcepterroramong3groupsare

equal.
Model4:AI)parametersamong3groupsareequal.

GFI=goodnessof托Index.CFI=comparabe托Index,
RMSEA=root-mean-squareerwofapproxfmatlon,AIC=
Akaike'slnfbrmatjonロW on.
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･Tabte2-1.2-2,2-3.2-4′and2-5show

肋 Age伽

.Inhllltimejobmo廿1erSgr.,mO廿1erSage
hadsignificant一ypositiveefFbcton
"dlildren'sgrt)whanddeveTopmenrof廿le
CHS.

771eJVumLKrOF肋 伽

･Ⅰna"仇reegroups,UlenumberofdーiTdren
hadnoeffectson8sub-scalesof仇eCHS
and仇eSHS.

771erruLm戚 a/'W q̂e伽 ~

･Ⅰnpart-timejobgr.,仇eyoun9eStdhildage
hadnoefrectson8sub-scalesofdleCHS .

butnegativeeffecton廿teSHS.butnegativeeffecton廿teSHS.

ーSp-､モ軸 -山 車-~仏 軍苧 二だ圭-i:Y,eIF_17 吉 子lf ニ さ きflt'戸手㌍ 悪さ華

t'aD'eL-lbMtaN.n.0.rQLZeqLOeTTtOentSTt)rJYlOtnerS~AgeE=TTeCtn l

帥 tY訂btk FLJ恥brTtよね Part-th_よね ーtm .rTukErS

1.cMkb 盲gowh anddevektrrd .185● .Om ..024

2.lqlxSandFLrPOSe一日粕 .(沌7 -.1698 一.103

3.govrhasaparerTt .012 -.161+ 7

4.叫 rNtededbydllkbyl 一.095 -.174+ 52

5.桝 tEI肘 htJSbards . .131 .023 28

6.rw hterpm trebtkd D ..086 ●.li一 79

7.graUhl血 crcornfbth 廿℃ーd1tkhyl .080 I.022 17

8.rr杷aーlbqbhBSOrd1附加廿tad - .118 ..209+-.lo亭
FBrerq

･9jtgech HafTh,% Scak .021 .204 .098

･Inpart-timejobgr.,mo廿1erSagehad
sign胴can廿ynegativeeffectonuh'opesand
purposeinlif軒.♯grDWhasaparents刃.
"beingneededbydhildren","meanfngAJlness
ofdhildbirhandparentin9',andpositive
e触 on廿1eSHS.

･Inhomemakersgr.,mo廿1erSagehadno
efrecton8sub-sca一esof仇eCHSand也e
SHS.

喜三芳芸号き整 準 蝶 賛悪 幣 襲撃 ;-=…≡至芸至芸きip三吉き繋ぎ繁 .車->:---

Table2-25tandardLzedCbefFidentfor廿teNumberofChHdren
EfFbdlnMtXklD

叫 ーtYarbtk Fd-t一一℃Jくね Fbrt-dJT把油 川m -makers

1.cM肋 一号gTtMhad de巾 tt .Wl 一.021∴-.002

2.l叩 ardFuTXZSehlfb .015 .017 -.016

3.grtMdlaSaParent _ .033 -.092 -.046

4.beq r曲 tydrk]rtn ~ I.030' ●.022 -.075

5.graqhk tD仙 hLJStXLrKJs .028 .072 -.071

6.TW hdp lrebtkrLShq) .012 .069 -.031

7.graqhxktq cEmbt斤Wtt廿也 dllkh .011 ..LOG .028

8.r7℃anhgAJl憾 dd一一伽 aTd -.021 一.051 .026
㈱

･蜘 Ha鵬 Scak ..064-.071 -.074.
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TaDle2-35tandartlized加 fTiCientーOrtneY○unseStロlildAge
EffbetlnMddO

叫 ltVbbbb FLJFLthtよね FW -tbTeよね rhー一切kers

1.dI一触 lSyOWh ard叫 tt ..098 I.129 I.101

2. ー岬 ardprpsehー他 -.020 .020 I.053

3. 押 付taSa耶 tt .150+ -.Od3 一.137暮

4. bebq rd byd1肘ren .148+ .033 ..150+

5.g77地 tD仇由■hStXrKb ..168+I.oら一 ..128+

6. rHM htbTErSOnalrebtbd1ー 1.077 .051 ●.077

7. gThJkqoEnfbrtbmheーdlkbyl .032 I.126 ..093

8. rrw 相 知hぢSOrd1肘ththad p .027 ..033 ..119
㈹

･ 卿 日脚 Scak I.058 -.181+-.105

Discussion
･As仇eresulいnon叶AJ11-timejobmo廿lerS
gr.,mo廿1erSand也eyoungestdlildages

hadposibeeWectsonapartof廿IeCHS.

･Ononehand,inpart-timegr.and
homemakersgr.,mo廿1erSand廿1eyoungest
dhiTdagesnegativeeffectsonapartof廿le
CHS.

･And廿lenumberofdlHdrenhadnoe触

ondhild-a rehappiness.

Conclus亨on

･TTleI℃sultsin廿1isstudysuggests仇at
mo廿1erSgettingalongw肘1仙IL-timejob
isg00dforposi8veemotion,justlike
happFnessindlild-care:dgrowhasa
parents'andvbehgneededbydlildren"
andsoon.

･'n ereforeA771emP ofLhreeyegrsa/4
(三歳児神話)inJapan'wiHnotaTways
behe.

賢.涼事舞 喪転義無事秦試義賊 ミミ…芸柵 貢を三､1-_i ..ip:,

Tabfe2-4CbrrelatJonsamo叩 仇柁edem0graPlk:bdors

FuTttbTN!よね Part-tbTtよね 帆 -lT由 S

Modd Age⇔ T一℃NtndK OFdllkh .213■ 328+ .161暮
Mdd Age⇔ TTtytwd dJklage 367+.253●･.404+

TrcNtdTb d dlfkb ⇔ lltyELrqP ..065 -.123 ●.105
dJklage

･Mo廿terSW肘tPart-timejobandof
homemakers九一ndamentaTVgiveagreat
Weighttoon叶ormoredhiTd-Q re.

･So仇eirdhild1arehappin6S,justlike
ygl℃Whasaparents'andpbeingneeded
bydhildren'andsoon,wmdem se,as
仇eyoungestdlifdgrt)wsor仇eygetalong.

･Ononehand,mo仇ersw肘thTl-tfmejob
attadhtoagreatweightnoton叶todlild-
care,butalsotoworkhgoutside.care,butalsotoworkhgoutside.

手放も.ll-,;7:環■TJ汝Tiチ ダi_藷:-tTJl:7rF-二叫不だ3:.Ttrd:I,軍Irや､柵 ,守,.lJ.,
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育児幸福感と母親の雇用静養

育児ス トレスと幸福感との関連性の検肘を通して

○ 関水 しのぶ

(東北女子大学)

これまで母親の子育てに関わる間宙は､様々な形で行わ

れてきた｡清水他 但007)は､母親たちが子育ての中で

感じるネガティブな感情だけでなく､ポジティブな感情

も扱うべきだと考え､育児幸福感尺度の開発を行った｡

本研究では､この育児事鞄轟尺度を用いて､母親の尾田

形態別の育児幸福感のありかたをみていく｡とくに､日

本では､母親が就労するか酎 ＼就労するにも′もートか

フルタイムかといった選択がなされ､多様な母親の在り

方がある｡育児中の母親とひとまとやに言っても､この

ような在り方の違いによって､母親の抱える問題は異な

るだろう｡そこ脚 も 青兜幸福感と育児ストレ

スとの関連性を母親の雇用形勝 IJに検討する｡

方法

義加者:末子の年掛 ミ6歳以下の乳幼児を育児LTt､る

母親を対象 東京近郊にある県に所在する人口3-5万

規模の中抜群市であるム E､L市にある12保育固 ･4

幼稚園に計1420都税 うち回収できたのは874件(回

収率 6L5%)｡そのうち父子家庭や欠損回答などを除い

たため分析の対象となったのは164名｡

母親の雇用形態別人数は､専業主婦311名､)ち-トタ

イム234名､フルタイム219名｡母親の平均年齢345

歳 伽 )｡

震醐 間:洲 5年8月～9月｡

育児幸福感 清水他 (2007)が､多面的には母親の育児

にまつわる幸福感を謝るために開発,41項目8下位尺度

(rチビも磯 r希望と生きがいJr親としての成長Ir必要とされる

ことJr夫の協力Jr新たな人開脚和l感封と鍾ur出産と子育ての意

執 )からなる｡下位尺度の胤 m から.86.

育児ストレス 清水 伽 1)が､母親の育児にまつわる

ストレスを謝るために開発,33項目9下位尺度 (r有職こ

伴う不親 切の育児サボ｣トJrアイデンティティの喪知r母親の休

力体詠D不良JrチビもI瑚 するコントロ欄 曙児に伴う束縛

軌 情児に対する社会から側 r子どもの尭轟こ付する馳 r育

児酬 勤)からなる｡下位尺度の戯 ､.56からJ9 0.

手続き:保育園の保育土や的稚園の輔 よりアンケート

用的確 布を牌 ､その後回帆 育児事輸感尺度及び育

児ストレス尺度の項目臥 5件法で評定 (あてはまる=弓

点～全くあてはまらなVヒ1点)するよう求めた

編集と考嚢

雇用形態による育児幸福感の違い 専業動乱 ′もートタ

イム､フルタイムの3群で育児輔 感尺度得点に差がみ

られるかどうか｢元配置分散分析を行った｡その続果.

育児幸福感のほとんどの下位尺齢 こおいて平均値に有意

な差はみられなかったが､r夫の協力Jの下位尺度得点に

清水 嘉子♯

(長野県看護大学)

は有意差がみられたb<.05)多重触 i封 の結

果､r夫の協九 の得点には､専栗城 1.3点,SD=3B)

と′もートタイムC20.4息 酔 4.5)の間に5%水準で有意

な差がみられた(ちなみにフルタイムは20.5息 SM 6).

育児幸福感と育児ストレス 育児幸福感と育児ストレス

との関連性をみるために､尾円形嚇lJに2つの尺度の相

関を算出した｡その続果､3群の相関係数の現われ方に

いくつが重いみられた｡

まず､育児幸福感の ｢夫の協力Jと育児ストレス r夫

の育児サポートJとの問に札 3群とも有意な関連性 (専

業主婦 F .60､ パー トタイム,ド .55､ フルタイム

ド.47､いずれもpく伽1)がみられた｡また､同様に育

児辛抱曲Dr子どもの成艮Jr夫の育児サポートJとの間

にも有意な関連性が 3!刑こおいてみられた (専業主婦

ド.32,pく001､)ち-トタイム,ZPB ,pく001､フルタイ

ム,F.14,p<06).これらの相関鰍 ､3群の中で専業

主婦が最も執 関ヽわりがある値となり､専業主婦の母親

は他の群の母軌こ比へ 夫のサポートの有無が育児幸福

感により強く関連していると解釈される｡

そして､育児輔 感の r新たな人間関係Jと育児スト

レスのr育児に伴う束好感Jにおいては､専業主婦(ド,17,

pく001)とパー トタイムQ-.14,pく00Dに有意な関連性

がみられたが､フルタイムk .05,nBJではみられなかっ

た｡専菓蛾 や′キートタイムの母親にとって子どもを通

して知り合った人間関係が育児中の束縛感の緩和をして

いると解釈される｡

育児幸臨感の ｢子どもの成長Jと育児ストレスの rア

イデンティティの喪失Jの同には､フルタイムに蜘 てヽ

のみ有意な関連性 b≠.31,pqOOl)がみられた｡フルタ

イムの母艶のように､明確な社会参加の意識を持つのが

卑しい専業主婦やパートタイムの母親にとって､社会参

加に対する不安感 (rアイデンティティの喪失J)は､子

どもの成長する喜びによって撲和するものではないと考

えられる｡

以上の結果のように ~母親が就労の有無や敢労の形態

によって､育児中に感じる幸福感とストレスとの関わり

に違いがみられた｡社会との関わりが少なくなりやす1ヽ

専業主婦の母親に対しては､夫からゐ協力や他の人間関

係が育児事臨感に影響していると示唆された｡
引用文麟:
清水 (加 1)青柳 触こ焦点をあてた育児ストレス尺曲か妥当性

に関す親 ストレス秤邑 16.Pb.176-186.
清水･鰐水･遠群他1名也xの ･母親の欄 卜尺度頒 寛と妥当性
の横紙 看護科学会弘 27俄載予乱
付記:棚 するにあたり平放17年度辞職 掛金礎盤C
課酔 号17592258)を受桝ヒ
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育児幸福感と母親の雇用形態
育児ス トレスと幸福感との関連性の

検討を通して

○閲水 しの151 清水 有子♯

(東北女子大学) (長野県立看護大学)

;宅･5,=竜琵宅描宅串蒜だ主脚 -3Ipz7･･=;-TF;!･5--:teiihT!･S,L･ERi

'.･-agi汚鞍部芸格gT･!18 望p-STP'lcL崇5･･G･1-=環妃惑妃磁 y.

方法

○参加者 :末子の年齢が6歳以下の乳幼児を育児し
ている母親を対象｡
東京近郊にある県に所在する人口3-5万規模の中核都市である

A､E､L市にある12保育有 ･4幼稚園に計1420部配布.うち回
収できたのは874件 (回収率61.5%)｡そのうち父子家底や欠
損回答などを除いたため分析の対象となったのは764名.

I:･母親の雇用形態別人数 '.専業主婦311名､パート
タイム234名､フルタイム219名｡母親の平均年齢
34.5歳 (SrF4.2)｡

･=･調査期間 :2005年8月～9月｡

;"･iLS ･-:竜Sh;PL.Jb議だ狩だ～:EGti嬰.-:pl暫記:撒 宅ぢf･=tiTr;=弓出 封

望毒蛇 毒蛇 馬;･ril馬紀電輔 格安だ抑
gl育児幸福感尺度の下位尺度平均台(SDI

T位尺.[ 4日■4仲.kt3iu* 'taE A 7盟 19A 品

千どものJIJt

+Zと生き肌ヽ
tとしてのJlJi
JBTとされろこと

.862 29.3也.2) 29.60.9) 29.3CLl) 29.1(1,97

.862 3&2(4.0 弧 7(17) 38.8(1.分 aBJH12)

.833 31.1(▲1) 3L3CLB) 31.6は9) 31.3(4.a)

.854 21_1(ll) 21.1(乱B) 20.8(乱9) 21.1CLO

夫への■書の* 8 .8BB d1.3(1d b20.1(10 206(1.6) 20.8(tZ)

fた4E人■rt 4 .168 17.8(17) 17.1Ci8 17.]也6) 17.3也.0

d#と■し 3 .791 11I(L竹 14.8(1.I) ll.2(I.6) 14.I(1.め

出JEと千fTd)暮1 3 .1m 13.8CLO 13.7(I.竹 13.7CLu l&6

;!だ･FG'iS/E宅鍔宅婿莞?1?177!nL'-:'宅卿 :cI掠･ei･･:弓
Ndメ1と恥 仰■■暮▲V I

ミL･G要事 莞鵬 触 感 恕託 功
目的

･?日本では､母親が就労するか否か､就労するにも
パートかフルタイムかといった選択がなされ､多様
な母親の在り方あり

･)このような在り方の違いによって､母親の抱える問
題は異なるはず

･?清水ほか (2007)は､母親だちか子育ての中で感じ
るネガティブな感情だけでなく､ポジティフな感情
も扱う育児幸福感尺度を開発

ヰ本研究では､育児幸福感尺度 (清水ほか.2007)を用
いて､母親の雇用形態6g(書暮主神､Jトトタイム.フルタイ
ム)の育児幸福感と育児ストレスの関連性を検討

;!,3L:-,21-6か,I--1e打電をか==･aiJl招き岩莞hi･LTF;宅鍔莞荒壁を･Tn～弓
2

朗 .=;I;

I.ng!奮 蛸 r:Q.r:榔 '1屯空中･tliS;･-J3_雇妃敬 油 !.

育児幸福感尺度

･)清水他 (2007)が､多面的には母親の育児にま
つわる幸福感を測るために開発

中41項目8下位尺度 :｢子ともの成長｣｢希望と
生きがい｣｢親としての成長｣｢必要とされる
こと｣｢夫への感謝の念｣｢新たな人間関係｣
｢感謝と癒し｣r出産と子育ての意義｣

や下位尺度のa係数は､.10から.86｡

;億;t･=r･野=溺 宅主脚 がLTi,i;te:d=qe:指蟹符専ヨ絹だ;-1T;弓出 .5,;

:L'3饗 妃･qR･-=蹴 馬車況 榔 巴撃 撃 S>1･,-熟!
育児ス トレス尺度

･}清水 (2001)が､母親の育児にまつわるストレ
スを測るために開発｡

･}33項目9下位尺度 ..｢育児に伴う不安感｣r夫
の育児サポート｣｢アイデンティティの喪失｣
｢母親の休力拝謁の不良｣｢子どもに対するコ
ントロール不能感｣｢育児に伴う束縛感｣｢育
児に対する社会からの圧迫感｣｢子ともの発達
に対する懸念｣r育児巧境の不備｣

･}下位尺度のa係数は.56から.90｡

;･}Z:I.=･蒜 :.17･.:･-:::=芸蒜 :C･::!;.i:義 ,;ii･=･惑,=鮒 姐 5;,;
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:''=手篭
租税 a･=き-3を空･.;7位;3･:qT:･31･-芸事･3'･=妃･TS;･1-～La･3･i
g2育児ストレス尺度の下位尺度平均岳(SD)

T仰 .[ 4日■rfIt t& + ′認 許 弓S JL ｡認 竹

書見にfF刑 暮 11 .872 T4.7(&0 14.6(8.I) I4.4(&0 14.6(6.0
*の■兄サポート 4 .902 &S(t5) 9,1(▲7) 9.0(t7) &&(1.a
7イデシ干イチイの1先 8 .814 L12.8(4.0) b9.8(4.1) e7.2(3.8) 10.1(1.0

4tのfF力作■の不A 3 .825 46.9也.6) b6.9Ci9) 8.8(3.分 6.8(19

子とtJ=- 丁もコントロー
ル不*■

3 .888 tO.8(19 10.3(乱0 10.3(1カ 10.4也.2)
TJtr=fFう1■■ 4 .肘T ll.2(tl) 10.8(19) 10.8CLO ll.0(4.0)

涼 事 鋤 ･gb･G!･･=i･3:li･3'e細 ･-:sL･G5ee･-g57.
手続き

･:･保育園の保育士や幼稚園の教諭よりアンケー
ト用紙の配布を依頼､その後回収

･'/育児幸福感尺度及び育児ストレス尺度の項目
は､5件法で評定 (あてはまる=5点～全くあ
てはまらない=1点)するよう求めた

★… r胡触 ら0 3.799 6JICLd) 6.OCLO BhCL9 6.8CLO
JEiLt

手とも0肘 rtt J 738 8JCCiO 3.8CiO 3.7CiD 3JBCLO
I

;,だ辞 望肴だ.称.=;I-;{:;･-;,.S･_;･己;代 言･17,.-I;･記 .t=･13㍍淵.計_:
Jk ■ヽ ■の榊 の書Jth D T e

:句ag:r:･母だ&=牡崇粥 把握紀串 沌 格苛さ安心封 三馬妃

結果 と考察

雇用形態別の育児幸福感
･}専業主婦､パートタイム､フルタイムの3群で
育児幸福感尺度得点に差がみられるかとうか
一元配置分散分析- ｢夫への感謝の念｣以外
は有意差なし

･}その後の検定 (Bonferroni法) ｢夫への感謝の
念｣の得点には専業主婦とパートタイムの群

.～=諾 悪 霊芸.=表芸eSg:･芸;芸艶 出;!怒･-:t声か･;!･S.ち;増枠だ㍍懲 蒜!･55･:'･:I:E掠.I-_?=莞;･申.野17i
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雇用形態別の育児ス トレス

･:･育児幸福感と同様に-元配置分散分析を行っ
た結果､ ｢アイデンティティの喪失 ｣と｢母
親の体力体調の不良 ｣に有意差あり

･}その後の検定 (Bonferroni法)で､ ｢アイデン
ティティの喪失 ｣は3群の間に､ ｢母 親の体
力体調の不良｣はパートタ イムと専 業 主 婦の
群の間にp<.05で有意差あ り-Fig2 参 照

討 ;T･Sll?･=Hltiz!～･S･毛賀:1!r･=ヰ怒 忘,･惑 ,=!空･?=母相 宅 ･)岩垂
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育児幸福感と育児ストレス

や育児幸福感と育児ストレスとの関連性をみ
るために､雇用形態別に2つの尺度の相関
を算出 (Fig3-I-34を参照)
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｢子どもの成長｣
･}フルタイム群においてのみ､育児ストレスの
･5つの下位尺度との間には､有意な負の相関

Ib<.01)あり

｢希望と生きがい｣

･}3群とも､育児ストレス ｢育児に伴う不安
感｣と ｢育児に伴う束縛規｣との間に有意な
負の相関b<.Ol)あり

;宅..措･i･SをieiG-LS;!巴特抗 宅琵宅;-E億琵宅爺1?dd=耕13
丘転 .:

涼gB槻 ;崇怨別 荘紀･･きe*-:･重言妃串lli･Pだんgy.
｢頴としての成長｣

○専業主婦群に育児ストレスとの間には有意な相
関なし ､

¢パートタイム群とフルタイム群に､ ｢育児に伴
う不安感｣や ｢子ともの発達に対する懸念｣に
有意な負の相関あり (p<.01)

｢必要とされること｣
･}3群とも､育児ストレスとの間には有意な相
関なし
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｢夫への感謝の念｣

03群とも ｢育児に伴う不安感｣や ｢夫の育児サ
ポート｣に有意な負の相関あり (pく01)

や専業主婦群の ｢夫の育児サポート｣の間の相関
が最も強い (r-.601)

｢新たな人間関係｣

･}パートタイム群とフルタイム群では ｢育児に
伴う不安観｣と､一方専業主婦群では ｢夫の
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描きIB怒拙 応変cr:--=･13;Lil:･串だi･gy:･,Sだ名鑑療 ≡中 三
｢感謝と癒u

･)専業主婦群とフルタイム群において､ r育児に伴
う不安感｣･と ｢夫のサポート｣の間に有意な負の

相関(p<.Ol)

｢出産と子育ての意義｣
I)専業主婦群において有意な相関なし

･}パート群においては r夫のサポート｣と負の相関

やフルタイム群は ｢育児に伴う不安感｣｢育児に伴

;･,C_,･･ite整鮎盛衰さ謹艶済 幽由
1t

:壕饗蛇 ･JG牡g:･JIFg:･114記1･13;gl･･aei･-qeをだ蹴 中 三
+本研究では､母親の就業形態によって育児中に感じる幸
福感とストレスと関連の仕方が異なる佑果となった

○専業主婦の母親は､始終子育てに追われそれから自分が
切り離されることは田軽である.従って､日々の子とも
の成長や自分の成長を喜んだり誇りに思ったりすること

. よりも､夫や子ともへの感謝の念が育児ストレス低減す
る要因になるのではないか

･}特に､社会との繋がりが希薄になりやすい専業主婦の母
親に対しては､夫のサポートは勿論であるが外部との閲
わりができるような支援が必要ではないか

;,a;～-;FかTI～gtJq;!･己lJ=!･己･張r･51-=-=試;･炉Jil宅収 榔
21丘長 .?;

･}専業主婦群は､特に ｢夫への感謝の念｣や子ともへのr感
謝と鹿LJJといった家族への感謝が育児ストレスと
関連する傾向

･}フルタイム群は､専業主婦群と同様に家族への感
謝と､r子ともの成長J｢希望と生き肌 l｣｢親としての成
長｣r出産と子育ての意義｣といった子育てへの積権的

な感情が育児ストレスに関連する傾向

｡J.マートタイム群は､専業主婦群とフルタイム群の

輔 itjqp:L!棚 沢 馬莞考試≡･～a空重.g妃.-a:

中間的な傾向
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･)清水 (2001)育児環境の認知に焦点をあてた育児ス
トレス尺度の妥当性に関する研究.ストレス科学.
16.Pp.176-186.

･)清水 ･関水 ･遠藤他1名(2007)母親の育児幸福感一尺
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付記 :本研究を実施するにあたり平成17年度科学研究
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資料 9 】

育児幸福感と母親の雇用形態(2)

2つの幸福感と結婚生活の関連性

一〇 関水 しのぶ

(東北女子大学)

本研究は､清水ほか (2(氾7)が開発した母親たちが子

育ての中で感じる育児幸福感を測定する尺度を､母親の

雇用形態 (就労の有無)別に分析した研究の第二報であ

る｡育児幸福感は､人生の中の育児期に感じる特有的な

幸福感であり､これらの幸福感は､日々 の結婚生活の状

態にも関連するだろう｡また､母親が専業主婦であるれ

あるいはパートタイムまたはフルタイム従事かどうかに

よっても､それらの関わりの様相は異なるだろう｡そこ

で本研究では､母親の就労尉生別に､一般的幸福感､育

児幸福感､結婚生活の状態との関連性を検計する｡

方法

参加者 末子の年齢が6歳以下の乳幼児を育児している

母親を対象,東京近郊にある県に所在する人口3-5万規

模の中核都市であるA､E､L市にある12保育園･4幼

稚園に計1420部甑 うち回収できたのは874件 (回

収率 61.5%)｡そのうち父子家庭や欠損回答などを除い

たため分析の対象となったのは764名であった｡母親の

就労別人数は､専業主婦311名､パートタイム234名､

フルタイム219名｡母親の平均年齢34.5歳 (Sm .2)｡

調査期間 2(氾5年8月～9月

育児幸福感 清水ら (2007)が､多面的な母親の育児に

まつわる幸福感を測るために開免 41項目8下位尺度か

らなる｡41項目全体の内的整合性を表すα係数R95.
本研究では､41項目を-一つの尺度として使用した｡

主概的幸福感 一般的幸福感を測定するために､伊藤ら

(2003)による､主観的幸福感尺度15項目を使用｡α

係数は.孤

結婚の現実尺度 結婚生活の状態を捉えるために､柏木

らC2003)による結婚の現実尺度を使用｡3下位尺度12項

目(r相思相知 r夫-の理解･駒 r妻への理解･刃勃)からなる｡

オリジナルでは､取 ､の理解真軌 の項目には妻が､博 .､の

理解･支鞄 は夫が回答するものであったが､本研究では､

使～乃理解･支鞄 の4項目について r夫は､～と思う｣

という質問に変え､妻(母親)による夫(父親)の自分-の理

解 ･支持の慶合いを予想させる回答を求めた｡各下位尺

度のa係数は､順に.8臥 .80､.88,
手続き 保育園の保育士や幼稚園の教諭に調査票の配

布を依頼､その後回収 育児幸福感尺度､主軌的幸福感､

結婚の現実のすべての項目は､5件法で評定を求めた｡

轄黒と考察

母親の就労別の尺度帝点 本研究で使用した3つの尺

度摘児幸福感､｢般的幸福感､結婚の現ヨ酬こおいて母親の就労

の有無によって違いがあるかどうかを確静するために､

清水 寿子♯

(長野県看護大学)

フルタイム､パ丁トタイム､専業主婦の3群において､

3つの尺度の平均点の差の検定を一元配置分散分析によ

り行った｡その結果､育児幸福感と⊥般的幸福感の尺度

の平均点には3群間に有意差はなかった｡また､結婚の

現実の3下位尺度において､r柑軸 と使人の理解･支軌

に有意差はなかったが､r夫-の理解･支持｣に､専業主婦

とフルタイムの群の間に有意な差がみられ､フルタイム

群に比べ専業主婦の群の方が平均値は高かった｡

母親の就労別2つの幸梅島の関連性 母親の就労別に､

2つの幸福感を測定する尺度得点間の相関係数を算出し

た｡その結果､フルタイム群はLE.37く〆.001)､パート

タイム群はL=･30bK001)､専業主婦群はp･27如 001)
となったごつまり､育児幸福感が主観的幸福感により強

く関連しているのはフルタイム群であった｡

母親の就労別2つの幸浦感と結婚の現実の関連性 上

記の分析と同様に､母親の就労別に2つの幸福感と結婚

の状態を測定する尺度の間の相関を算出し､その結果は

下記のThbleに表示した｡全ての相関係数は有意であっ

たが､3群における相関係数に異なる傾向がみられた｡

育児幸福感と結婚の現実の尺度間の相関は､専業主婦群

が他の群に比べより弱い､それに対し､主観的幸福感と.

結婚の現実の ｢相思相愛｣の尺度間の相関は､専業主婦

群がより強い結果となった｡

T独 母親の就労別轄相の現実と2つの幸福感の同の相関峨 L加 I)
母 砺 属 性 フルタイム JI-トタイム 専業王蝉

(i戸加l) (hg (lF抑7)
編鍬瑚申… 相島 雷児 玉七的 t児 立切的 ▼児 主七的

租忠相t .44 .50 .44 .49 26
夫噸 鱗･支持 .45 39 .42 .42 30
糞噸 解･支持 39 .52 .40 .43 23

'上記の榔断 てpく001で有意

/

まとめ
以上の続栗より､母親の就労別の3群において本研究

で使用した尺度間の相関に異なる傾向がみられた｡これ

らの結果より推測されることは次の2点である｡

①就労している母親 (フルタイム群とパートタイム群)

にとって育児幸福感は､一般的な幸福感や夫婦生活に関

連し､様々な側面が複雑に絡んでいるのではないれ そ

れに対して､②専業主婦にとって育児幸福感は､｢般的

幸福感や結婚生活の状態との関連性が就労する母親にく

らべ弱く､本研究では扱っていない変数 (母親の性格特

性など)が育児幸福感により影響しているのではないれ＼

引用文献:済水･関水･遠藤他1名也∝巾母親の育児幸触酔一尺皮の開
発と妥当性の検札 看護科学会払 27.Pp.15･24.
何位:本研究を美好するにあたり平成17年脚 棒砂金 倣 C
課陰番号17592258)を受けた
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